
独立行政法人 国立高等専門学校機構 和歌山工業高等専門学校
National Institute of Technology, Wakayama College

1964 2014
ANNIVERSARY

th50



ご挨拶・祝辞



02和歌山工業高等専門学校創立50周年記念誌 03

和歌山県の中南部にある御坊市に設立された和歌山高専は本年、創設
50 周年を迎えました。

この 50 年の間に本校から 6,340 名の学生が卒業しています。工学を学
んだエンジニア、技術のわかる社会人として、地元和歌山県のみならず、
京阪神・中京・京浜などの都市工業地域や、さらには、世界各国にある日
本企業の進出先で、ひとりひとりが努力を続け、活躍の機会を得ることで、
多くは幸せな生活を送っていると考えます。

日本の近代教育史の草創期、明治政府は学制発布に当たり、第一に「学
問は身を立つるの財本」と、教育はまず自分の為にあるとの原則を示し、
第二に基本は職業技術を始めとした「実学」の教育に据え、第三に「邑（む
ら）に不学の戸なく、家に不学の者なし」の国民皆学を制度目標としまし
た。実学を通して都市・農村を問わず全ての国民の立身出世を実現し、世
界の近代産業社会に仲間入りしようとした明治新政府の明快で骨太の政策
と、過去 50 年の和歌山高専の歩みの基盤にある実学教育の哲学には相通
じるものを感じます。

第 2 次大戦後の教育改革では、学校制度は 6-3-3-4 制の単線型に改めら
れました。さらに約 15 年を経た昭和 37（1962）年に高等専門学校が加
わり、義務教育を終えた後に 5 年制の技術者養成を接続した新たな 6-3-5
制を加えた複線型の学校制度が始まりました。和歌山高専の創設された昭
和 39（1964）年は、東海道新幹線が開業し、東京オリンピックが開催さ
れた年で、日本の高度経済成長の起点に当たるような年と言えます。急激
な右肩上がりの経済成長を支える実践的で専門的な知識を持つ 20 歳の技
術者として、本校第 1 期卒業生は昭和 44（1969）年 3 月にこの学舎を
巣立っています。

50 年の間の動きを概観すると、本校の第 8 期生が卒業した年から、豊
橋と長岡の技術科学大学が高専卒業生進学の基幹大学として創設され、 他
の国公立大学の工学部等の第 3 学年編入と合わせ、卒業生の進学機会が
ぐっと広がりました。第 34 期生が出た平成 14（2002）年度には、和歌
山高専内に専攻科メカトロニクス工学専攻と同エコシステム工学専攻が新
設され、地元専攻科での学士号の取得への道ができました。また、学校の
運営機構が、平成 16（2004）年度に、独立行政法人国立高等専門学校機
構による全国の国立高専 55 校（当時）の運営に変わりました。

地域と共に歩む和歌山高専では、地域産業界の動向や要請を組み入れた
特色ある地域貢献をめざして、平成 7（1995）年に総合技術教育研究セ
ンターを新設し、さらに 8 年後に現在の地域共同テクノセンターとして
の運営に移行させています。また、国際交流については、昭和 63（1988）
年から留学生の受入を開始し、平成 16（2004）年度からは、中国上海電
機学院との短期留学学生交流を毎年続けており、和歌山県内でも特色ある

和歌山高専５０周年を迎えて

校長

堀江 振一郎
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国際活動として、その継続が評価されています。また、平成 20（2008）
年に開設したロボット教育センターは、地元で毎年 12 月に開かれる「き
のくにロボットフェスティバル」の運営に重要な役割を果たすとともに、
NHK 高専ロボコンにおいてこれまで 3 度の全国準優勝を誇る本校ロボコ
ンチームへの支援も行っています。

和歌山県御坊市の人口 2 万 5 千人は、全国の工業系の高専、国公私立
57 校・キャンパスの所在する市区の中で最少です。しかし、学生は広く
県内一円、さらに県境を越えて大阪府、奈良県、三重県からも入学してい
ますし、4 学科の入学定員に対して、現在でも 1.6 倍の志願者の中から、
優秀な入学者を選抜できています。県都和歌山市や大阪府隣接地域に教育
機関が偏って存在する中で、60 キロ南の御坊市に国立高専を設置し、高
等教育の学習機会を少しでも広汎に、県下あまねく保障しようとした国策
は、時代を経ても高く評価すべきと考えます。また、10 万㎡のキャンパ
スは、東は歴史ある熊野古道紀伊路に面し、西は紀伊水道に面しています
が、防災上も大変安全な標高 10 数メートルの堅い岩盤の高台を、校地と
して準備下さった県や市の関係者にも、大きな恩義を感じます。過去半世
紀の教育研究活動を通じて、この地域の振興にどこまで和歌山高専が貢献
できたか、この 50 年誌の記述を通じて検証できればと考えます。

この 50 年の間、幸いにも高専教育に対する社会の評価は高く、卒業生
の進路については、常に 10 倍を超える高い求人倍率のもと、就職希望者
のほぼ全員の就職が実現するとともに、進学者もその多くが恵まれた研究
環境のある国公立の大学や専攻科に進学できています。創立 50 周年の里
程に立って、創造的で実践的な技術者の養成という教育目標の下、学校の
主役である学生が、次代を担い国際レベルで大いに活躍できる力を身に付
けられるよう、教職員、同窓生、後援会、地域産業界、関係教育界始め、
幅広く関係する皆さまと力を合わせて、次の 50 年の歩みを間違いのない
方向へ進めていきたいと考えます。

末筆ながら、この 50 年の間に学校の教育・研究にあたってこられた多
くの先生方、事務・技術の職員の皆様の献身的な努力に謝意と敬意を表し
ますとともに、学校を支えていただいた関係の皆様に広く感謝を申し上げ
ます。そして、卒業生・在学生の皆様の一層の健勝と活躍をお祈りします。
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和歌山工業高等専門学校創立５０周年に寄せて
このたび、和歌山工業高等専門学校が創立 50 周年を迎えられますこと

は、国立高等専門学校機構として大きな喜びとするところです。
高等専門学校は、我が国における科学技術を支え、さらにその進展を促

すために、しっかりとした学術的な基礎の上に、真の実践的な技術を身に
付けた第一線の技術者の育成を目的として、昭和 37 年に創設されました。
和歌山工業高等専門学校は、この趣旨に沿って昭和 39 年に設立された高
等専門学校の一つです。

50 年の伝統を持つ和歌山工業高等専門学校（以下、和歌山高専）は、
その人材育成や産官学連携活動で社会から高く評価されております。その
理由の一つは特色ある「ものづくり教育」にあると言えましょう。実際の
製品開発や生産現場での経験豊富な教員が多く、そこで行われる実践的な
技術指導のレベルは非常に高いものがあります。その結果、卒業生はもの
づくりに必要な優れたセンスを身につけた実践的技術者として育ち、もの
づくりを担う中核的技術者として社会で活躍して来ることができたと考え
ます。優れたものづくり教育の一つの証が全国高専ロボットコンテストで
の好成績にあります。これはテレビ放映もされ、国民の注視する催しの一
つです。各高専は全国大会への出場を目標に、まずは地区大会の突破を目
指して多大な努力をしているところですが、和歌山高専は 9 年連続で全
国大会に出場するなど、全国大会の常連校であり、「ものづくり教育」が
結実している証しであるといえます。また、和歌山高専が中心になって行っ
ている年末恒例行事であるきのくにロボットフェスティバルも、次代を担
う子供たちに、ロボットを通じてものづくりの楽しさを伝えることを目的
にしたイベントであり、和歌山高専にふさわしい取り組みの一つと言えま
す。

和歌山高専は和歌山県中南部地域で唯一の高等教育機関であることか
ら、地域からの期待には大きなものがあります。和歌山高専は御坊市とそ
の周辺、および田辺市とその周辺にそれぞれ産官学技術交流会を立ち上げ、
技術相談や共同研究を活発に推進してきており、地域に貢献する高専とし
て地域の期待に長年応えてきていることにも敬意を表する次第です。

和歌山工業高等専門学校の教職員並びに学生の皆さんにおかれまして
は、この創立 50 周年を機に、これまでに築かれた優れた伝統を継承し、
更にグローバルに活動する高専へと発展させ、その成果を世界に発信して
行かれますよう、期待しております。

結びに、和歌山工業高等専門学校創立 50 周年の節目にあたり、ここに
改めてお祝いを申し上げると共に、関係の皆様のこれまでのご尽力に対し
て心より御礼を申し上げます。

独立行政法人国立
高等専門学校機構
理事長

小畑　秀文
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和歌山工業高等専門学校が創立 50 周年を迎えられたとの事、心からお
喜び申し上げます。

高専の教育システムは日本ではユニークなので、その意味でも 50 年の
長期にわたってこのシステムが存在する事自体、大変意味のある事である
と私は考えています。

そこで、ここでは私が和高専に勤務していた（1997~2003 年）当時の
事について思い出すままに綴ってみます。

30 数年前に私が大学に勤めていた時、高専の卒業生が私の属する大学
に編入学してきました。そして私の研究室にも卒業研究のため配属されて
来ました。その学生は非常に優秀で、その時初めて私は高専の存在を知り
ました。

その後調べてみると、他の研究室、他の学科に編入してきた高専卒の学
生がおおむね優秀であるとの評判でした。その後私は和高専に就職して和
高専の学生も優秀な人が多い事を知りました。そこでより深く高専生の事
を知りたいと思い、卒業間際の 5 年生の諸君と週に一度ずつ 10 名位校長
室に来てもらい話し合いました。どのグループも最初の 20~30 分位は仲々
気楽に話をしてくれませんでしたが、その後は学内のいろいろな話をして
くれました。この学校の気にくわない事も率直に話してくれる学生も居り、
私は大変嬉しく思いました。学生達はどの様に感じたかそれはともかくと
して私自身は大変参考になる事も多く貴重な時間を過ごした思い出となっ
ています。このように卒業間際の多くの学生達との話し合いの内容の中に
は私には経験した事のない事が多くあり時には身を乗り出して聞かせても
らった事もありました。

一方、先生達との話し合いは意見の合わない事もありました。私の質問
に対する先生方の主張に理解できない点もあり納得のいかない事もあった
のですが先生方から見れば私の意見が高専の存在の必然性にふれていない
と感じて居られるなと思う事がありました。

同じ様な高等教育機関に勤務している高専の先生方と私の様にずっと大
学の工学部に勤めていた者でなぜこうも考え方が基本的な所で異なる事が
あるのか不思議に感じていました。その原因の 1 つは高専の先生方は地
域社会にとけ込む等、沢山こなしてゆかねばならない義務をもって居られ
非常に過酷な勤務をこなさなければならない事だと知りました。そして先
生方が行っておられる実学優先の教育が具体的にどの様に授業で行われて
いるかを知りたい為に何人かの先生の授業に私も出席させて頂き、大変明
解な授業がされている事もわかりました。そして同時に教育をする事の難
しさも知りました。

以上が私が在職中に知り得た和高専の当時の状況です。50 周年を新た
な出発点として現校長の堀江先生を中心に教職員学生の頑張りのもと和高
専の増々の発展を念願して筆を置きます。

和高専での6年間の思い出

第６代校長

興地　斐男
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和歌山工業高等専門学校創立５０周年に寄せて
和歌山高専創立 50 周年おめでとうございます。心からお祝い申し上げ

ます。
私が和歌山高専の校長をつとめたのは平成 17 年 4 月から 21 年 3 月ま

でです。学校の現場は初めてであり、また、和歌山県にはそれまで縁がな
く不安もありましたが、教職員の方々はもちろん学生・保護者、さらには
地域の方々に温かく迎えられ有意義かつ充実した 4 年間を過ごすことが
できました。東京に戻ってからも和歌山県は第二の故郷という思いがあり、
和歌山県や和歌山高専の応援団のつもりでおります。

私が和歌山高専にお世話になった時期は、高専の独立行政法人化、認証
評価システムの導入、JABEE（日本技術者教育認定機構）認定 など学校
改革が強力に進められた時期でした。初めてのことで作業は大変でしたが、
和歌山高専は歴代の校長や教職員のご努力により改革を先取りする形でい
ろいろな措置が講じられており、内容的にはそれらを踏まえて対応するこ
とができました。今後、和歌山高専に対する期待や要求はますます強くなっ
てくると思いますが、和歌山高専らしい技術者育成に特化したきめの細か
い教育を一層推進していただきたいと思います。また、大学や教育委員会
との連携協力協定の締結など外部との協力関係の推進や、校舎・学生寮の
改修など教育環境の改善が進められたことも懐かしい思い出です。

私の在任中全国高専ロボコン 2 年連続準優勝という快挙に恵まれまし
た。それまでの学生諸君や顧問の先生方のご努力が一気に花開いたという
感じです。御坊市はもちろん和歌山県の多くの方々にも大変喜んでいただ
き、これを契機として毎年御坊市でロボットフェスティバルが行われるな
どまちおこしにも貢献できました。その後も全国大会に毎年出場し好成績
をあげロボコンの和歌山高専として名前を全国に轟かせていることを誇ら
しく思います。さらにひと頑張りし、ぜひ優勝してほしいと思います。

高専で仕事をしてみて改めて高専の良さ、高専教育のすばらしさ、そし
て地域の発展に不可欠の存在となっていることを認識しました。和歌山高
専の果たす役割は今後ますます大きくなってくると思います。100 周年
に向けて和歌山高専のさらなる発展を祈念いたします。

第８代校長

韮澤　弘志
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和歌山工业高等专门学校 ：

欣闻贵校定于 2014 年 11 月 29 日举行建校五十

周年庆典大会，谨向贵校致以最热烈的祝贺和最诚

挚的敬意！

 半世纪沧桑万变，五十载春华秋实，贵校始终

与时俱进，开拓进取，在人才培养、科学研究、社

会服务等方面取得了骄人的成绩，现已成为特色鲜

明、多学科协调发展的国际化学校，培养了一大批

技术与管理人才，为中日友好发展做出了重要贡献。

贵校是我校最早的海外合作院校之一，双方的合

作与交流可以追溯到 1999 年。多年来，两校高层

多次互访，并签署各类合作交流协议，为两校合作

打下了良好的基础，两校历任领导之间也建立起深

厚而真挚的感情。

自 2003 年我校派出第一批赴和歌山高专学生访

问团至今，10 年多来共派出 11 批共 150 人次赴贵

校进行访学活动，而贵校也派出近 10 批学生来我

校学习交流，两校学生互访团始终保持着良好的互

动交流关系。

希望在未来，两校能够持续加深友谊、相互支持、

密切交流，携手并肩，为两校师生搭建起更好的相

互了解、相互交流、相互学习的平台而共同努力。

祝两校友谊地久天长！祝贵校庆典活动圆满成

功！

上海电机学院 夏建国　 二〇一四年七月

祝 辞
2014 年 11 月 29 日、貴校が創立 50 周年を迎

えられ、記念式典が挙行されますことは大変に喜
ばしく、深く敬意を表しますとともに、心から御
祝い申し上げます。

半世紀の歴史の流れの中で、貴校は常に時代に
即して発展を繰り返し、進取・開拓の学風のもと、
人材育成、科学研究、社会貢献などあらゆる方面
で誇らしい功績を積み重ねてこられました。特に、
多学科の調和を図る発展したグローバル高専とし
て、多くの技術者を輩出することにより、中日の
発展に非常に大きく貢献してこられました。

貴校は我校にとって、いち早く海外協定を締
結した学校の一つであり、両校の協定及び交流は
1999 年にまで遡ることができます。長い年月の
中で、両校は互いに訪問を重ね、様々な協定・交
流プロジェクトに調印し、非常に協力的な関係を
築いてまいりました。両校の歴代の校長ならびに
教職員の間にも、真摯な関係と深い親しみの感情
が根付いております。

2003 年より、我校は貴校へ訪問団の派遣を開
始し、この交流活動はこれまでに 11 回実施され、
我校のおよそ 150 名の学生が貴校を訪問しまし
た。貴校の学生も 10 回にわたり我校へ派遣され、
双方向の国際交流を行ってまいりました。両校の
訪問団は長年にわたり素晴らしい関係を発展させ
つつあります。

永く将来にわたって両校がこの友好関係を保
ち、互いに助け合い、密接な交流を展開し、教師
と学生のために理解を深め、さらなる飛躍に向け
て、ともに努力してゆけることを、心から願って
やみません。

両校の友好がとこしえに変わらぬように。記念
式典のご盛会を心から祈念いたします。

上海電機学院 夏建国　2014 年 7 月

上海電機学院 学長

夏　建国
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発刊を祝して
独立行政法人国立高等専門学校機構和歌山工業高等専門学校の創立 50

周年おめでとうございます。心からお祝いを申し上げます。
和歌山工業高等専門学校は、豊かな人間性と国際性を備えた技術者の育

成を目的に昭和 39 年本市に開校され、今日まで多くの学生が巣立ち、日
本のみならず世界各国においても、ものづくり日本の技術者として活躍さ
れています。

これもひとえに、歴代の校長先生をはじめ、教職員の皆様方のご尽力と
学校運営各般にご協力いただいた保護者の皆様方のお力添えの賜と心から
御礼を申し上げる次第であります。

和歌山工業高等専門学校が本市に開校されていることは、本市にとりま
しても「まちの魅力向上」や「まちづくり」に大いに貢献していただいて
いるところであり、その一つとして、御坊市が進めている「御坊工業団地」
や重要港湾「日高港」への企業誘致に和歌山工業高等専門学校の存在は大
きな魅力になっております。

また、地域ネットワーク支援や公開講座、地域イベント等を通じて、小
中高生にものづくりへの関心をより一層高める取り組みをいただいている
ところでありますが、とりわけ、「きのくにロボットフェスティバル」の
開催について、和歌山工業高等専門学校の皆様方には中心的な役割を担っ
ていただいており、このフェスティバルが本市の年末恒例イベントとして
定着し、全国規模に広がりをみせていることは、何より地域振興に大きな
力となっています。

この他、近い将来発生が危惧されている「南海トラフ地震」に備え、地
震津波対策や地域の防災力向上を図る防災対策について専門的な見地から
ご意見・ご助言をいただいていることは誠に心強く、本市が掲げる安全・
安心なまちづくりの礎となるものと感謝申し上げます。

今後、さらに産官学の連携を強め、本市の発展に取り組んでまいります
が、そのために多くの優秀な人材を輩出されている貴校のお力添えが不可
欠であると存じますので、一層のご指導・ご協力を賜りますようお願い申
し上げます。

最後に、創立 50 周年を機に独立行政法人国立高等専門学校機構和歌山
工業高等専門学校がますます発展・飛躍されますことと、関係各位のご健
勝とご多幸を祈念申し上げ、お祝いの言葉とさせていただきます。

御坊市長

柏木　征夫
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本年度創立 50 周年を迎えられましたこと心よりお祝い申し上げます。
和歌山工業高等専門学校は昭和 39 年 4 月に開校されてから 50 年、長い

年月様々な歴史を経て記念すべき本年度に至っていると思います。
長年にわたり学生の御指導をしていただいてきた歴代の先生方や、学校

運営の為に御尽力いただいてきた関係各所の方々、一言では言い表せない
御苦労の積重ねにより記念すべき創立 50 周年を迎える事が出来たのだと
思います。

また卒業第 1 期生の方々をはじめ社会で活躍されている歴代の卒業生、
同窓会の皆様と歴代後援会会員の皆様、それぞれ同窓会活動、後援会活動
を活発に行っていただき、この歴史ある和高専と共に、時には陰となり時
には日向となり長年にわたり和高専発展の為に御尽力いただいてきました
事、感謝と共に深くお礼申し上げます。

和高専の歴史についてすべての出来事を把握している訳ではございませ
んが、歴史や過去の出来事は人々にとってとても大切な事であると思いま
す。

過去の出来事や様々な失敗に対し、根気良く諦めない人々が、研究と努
力を積み重ねてきたからこそ、世界に誇る技術技能を持った平和な国へと
発展し、今現在も未来に向け発展し続けていると思います。そして過去の
出来事には様々なメッセージや問題を解決する為のヒントが隠れ潜んでい
るといっても過言ではないでしょう。

しかし、失敗を糧に未来に向け、問題を解決し理想を現実化させて行く
事はとても大変な事であると思います。

明確な目標と目的を持ち続け、時には今までの常識に逆らった方法で研
究や実験を行う事となり、周りの人や世間から批判を受ける事も有ろうか
と思います。相当な知識と創造力、そして様々な困難を乗り越える為の精
神が大切であると思います。和高専では専門的な知識や技術を学ぶ為、様々
な課題に対し研究そして実験や体験をさせていただけ、研究や実験をとお
し困難に差し当ったとしても問題に対し冷静な判断と行動で解決していく
方法や精神を養える環境が整っていると思います。

そしてクラブ活動や寮生活をとおし仲間との絆、人間関係の大切さを学
ぶ事が出来、とても充実した素晴しい学校であると思います。

最後になりましたが、和歌山工業高等専門学校が未来に向け益々の御発
展と、これからも「紀らめく和高専」であり続けていただけますよう願う
と共に後援会としまして、これからも出来る限り支持支援をしていけるよ
う会員一同で盛り上げていこうと考えております。

今一度、歴史や過去をみつめ未来へと繋ぐ

後援会長

川島　昌之
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同窓会長
電気工学科２期生

上野山 博実

この度は、和歌山工業高等専門学校創立 50 周年を迎えられ、おめでと
うございます。

開校当初、2 期生である私の思い出を振り返ってみる。入学式の日に初
めて建設されたばかりの和高専を見た。校舎・食堂・一棟の寮だけが建っ
ていて周りは石ころだらけの状態であった。ここで親元を離れ 5 年間を
過ごすのかと思うと不安でいっぱいだったことを覚えている。さらに中学
時代にあまり机に向かったことのなかった私は、授業中や寮では、周りに
圧倒され、不安は助長された。入部したバレーボール部で、1 期生と一緒
に石ころを拾いながらコートを作っての練習が唯一の発奮の場であったが
初めての近畿大会では先輩校の明石高専にこてんぱんに負かされ、これま
た打ちひしがれてしまった。しかし 1 年生の後半になると同級生も何人
か入部してきて、打倒明石の目標も立てるまでになった。コーチもなく本
を読んだり、高校との練習試合で見てきたことを取り入れたりして目標達
成は 4 年生になるまでかかったが、部活動に打ち込むことで徐々に種々
の不安も消え、寮生活はもちろん学校でもみんなと家族のような学園生活
を過ごせるようになった。また学校も体育館、プール、武道館の新設、校舎・
寮の増設、土木工学科の新設、たくさんのクラブも設立されて卒業時には
学校としての形が出来上がったことを実感した。初めての文化祭・体育祭・
高専祭等もみんなが手探りで開催した。すべてが構築の時期であり、技術
技能習得が目的の中、作り上げるということを自然と学べたと今になって
思う。

就職については、日本全体が急激な工業化を目指していた時期でもあっ
たため、就職には恵まれていた時代であった。私の就職先は、まだまだ未
発展な半導体分野であったため、職場全体が勉強の時代であった。就業時
間で実験とレポート、終業後は文献による勉強会の毎日で、学校の延長の
ようでもあった。英語の文献では苦労した。勉強会は上司や先輩・同僚達
とのグループで、実験は関係部門と実験設備の製作から、レポートについ
ても各部門から質問やコメントを頂く等大勢の人々からの協力を得ながら
であった。またその後、開発した製品の量産化は信頼性・生産現場・応用
技術・計画・営業等、さまざまな各部門との連携によるものであった。

今思えば、関係者と円滑に仕事を遂行できたのは和高専時代の生活が基
礎となっていたからだと思う。高専はますます高度化・多様化が要求され
てきているようだが、5 年間の一貫教育スタイルは、人間形成の点で他で
は得られないものがたくさん体験できたと実感している。それはどんな道
に進もうが必ず役立つと思う。創立 50 年という節目を迎え、今後さらに
社会に通じる卒業生を送り出せる「紀らめく和高専」としてあり続けるこ
とを期待します。

社会に通じる一貫教育スタイル
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昭和54年

昭和58年
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昭和60年

平成元年
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平成4年

平成7年
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平成16年

平成26年
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本校は、５年間の一貫教育を通じて、エンジニ
アとしての素養を身につける基礎教育と、実践を
重視した専門教育を効果的に行うことにより、工
学を社会の繁栄と環境との調和に生かすための創
造力と問題解決能力を身につけ、豊かな人間性と
国際性を備えた人材の育成を目指す。

とりわけ自然環境に恵まれた和歌山県中南部に
位置する本校は、地域社会の特色を生かしつつ、
地球環境に配慮した新技術の開発に貢献すること
により、新たな課題に挑戦する。

こうした環境と地域連携を考慮した教育・研究
活動が、国際社会へもアピールできるよう努力を
重ねる。

「学習教育目標」

(A）和歌山県の地域環境、地域社会との共生に関
する理解および倫理観を身につけ、公共の安
全や利益に配慮したものづくりの考え方を理
解し説明できる。

(B）社会のニーズおよび環境に配慮し、工学の基
礎的な知識・技術に基づいて課題を解決する
デザイン能力を身につける。

(C）自主的・継続的な学習を通じて、自己の専門
分野で学問的知識や経験を身につける。

(C-1）自然科学・情報技術に関する基礎的素養を
有し、専門分野での問題解決のためにそれら
を駆使できる能力を身につける。

(C-2）専門分野に関する学問的知識と実験・実習
で得た多くの経験を持ち、それらを問題解決
のために応用できる能力を身につける。

(C-3）長期的視野に立ち、計画的に継続して自ら
の能力を向上させようとする習慣とそれを実
現する能力を身につける。

(D）自分の考えを論理的に文章化する記述力、
国際感覚を備えたコミュニケーション基礎
力、プレゼンテーション能力を身につける。

アドミッションポリシー（学生受け入れ方針）

学校が求める学生像
・自らの考えを文書や口頭で説明し、理解させる

ことができる学生。
・科学技術に興味を持ち、充実した高専生活を送

りたい学生。
知能機械工学科
・機械はもちろん、コンピュータにも関心があ

り、自己を高めたいと考えている学生。
・将来、機械工学の知識を活かした仕事に就きた

いと考えている学生。
電気情報工学科
・電気・電子・情報技術について興味がある学

生。
・将来、電気情報工学の知識を活かした仕事に就

きたいと考えている学生。
物質工学科
・化学や生物学の世界に興味がある学生。
・実験や観察が特に好きな学生。
・将来、化学や生物学の知識を活かした仕事に就

きたいと考えている学生。
環境都市工学科
・街・道・港・橋などを作りたい学生。
・地球環境を守りたい学生。
・災害から人の命を守りたい学生。

和歌山高専の教育理念
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学校配置図
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沿  革



機械工学科

24和歌山工業高等専門学校創立50周年記念誌

■沿革
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1964年
（昭和39年）

4月 1日 県立日高高等学校西館（御坊市薗 263 番地）を仮校舎として機械工学科、電気工学科および工業化学科
の３学科で発足した。（昭和３９年法律第９号、入学定員各科４０名、計１２０名）

1965年
（昭和40年）

4月 12日 御坊市名田町野島７７番地の本校舎に移転した。

1969年
（昭和44年）

4月 1日 土木工学科を設置した。（入学定員４０名）

1993年
（平成5年）

4月 1日 工業化学科を物質工学科に改組した。（入学定員４０名）

1994年
（平成6年）

4月 1日 土木工学科を環境都市工学科に改組した。（入学定員４０名）

1995年
（平成7年）

4月 1日 総合技術教育研究センターを設置した。

2002年
（平成14年）

4月 1日 専攻科（メカトロニクス工学専攻、エコシステム工学専攻）を設置した。（各定員８名、修業年限２年）

6月 27日 上海電機技術高等専科学校（中国）（現　上海電機学院）と学術交流に関する協定書に調印した。

2003年
（平成15年）

4月 1日 総合技術教育研究センターを地域共同テクノセンターに改称した。
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2004年
（平成16年）

4月 1日 独立行政法人国立高等専門学校機構が設立され、同機構が設置する国立高等専門学校となった。
電気工学科を電気情報工学科に改称した。（入学定員４０名）

2006年
（平成18年）

3月 7日 和歌山大学大学院システム工学研究科と推薦入学に関する協定を締結した。

3月 20日 独立行政法人大学評価・学位授与機構による機関別認証評価の結果、高等専門学校評価基準を満たしてい
ると認定された。

3月 29日 大阪大学工学部・大学院工学研究科と教育研究交流に関する協定を締結した。

12月 11日 上海電機学院（中国）と学生交流に関する協定書に調印した。

2007年
（平成19年）

3月 28日 京都大学工学部・大学院工学研究科と教育研究交流に関する協定を締結した。

5月 14日 専攻科が、「地域環境デザイン工学」教育プログラムにより、日本技術者教育認定機構（ＪＡＢＥＥ）の
基準に適合していると認定された。（認定開始年度：2006年度）

10月 30日 大阪大学基礎工学部・大学院基礎工学研究科と教育研究交流に関する協定を締結した。

11月 8日 和歌山県教育委員会と和歌山県内工業高校との連携協力に関する包括協定を締結した。　

2008年
（平成20年）

3月 3日 株式会社紀陽銀行と包括的な連携協力協定を締結した。　

5月 19日 ロボット教育センターを設置した。

2009年
（平成21年）

4月 1日 機械工学科を知能機械工学科に改組した。（入学定員４０名）

2010年
( 平成 22年 )

4 月 30日 国際交流会館を設置した。

2011年
（平成23年）

3月 23日 上海電機学院（中国）と新たな協定を締結し、長期留学が可能となった。

9月 13日 近畿地区国立 4 高専で成都電子機械高等専科学校（中国）及び成都航空職業技術学院（中国）と交流協定
を締結した。

2013年
（平成25年）

4月 1日 実習工場を改修し、ものづくりセンターに改称した。
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物質工学科１期
平成 10 年 3 月卒業
物質工学科准教授

楠
くす

部
べ

　真
まさ

崇
たか

和歌山高専創立 50 周年を迎えるにあたり、記
念誌の中に創立当時の様子を「草創期」として
まとめることとなった。当時をよく知る伏木博
先生（一般教育科）、玉置邦太郎先生（機械工学
科）、宮原一典先生（電気工学科）、冨上健次郎
先生（工業化学科）、中本純次先生（土木工学科）、
中村慶治さん（事務部）、および 2 名の専攻科学

生谷川公実子、大隈ゆきを交えた会談（写真 1）
を平成 26 年 7 月 4 日に行った。会談では、創
立 10 周年誌原本を拝見する機会を得た。それは
60 ページ程の薄い冊子ではあるものの、内容は
創立当時の様子が詳細に描かれてある貴重な資
料であった。

会談は、まず校歌の話題で盛り上がった。創立

後しばらくの間、校歌が無かったようである。し
かしながら、初出場で当時の優勝候補である市立
和歌山商業に惜敗した昭和 42 年第 49 回全国高
校野球選手権和歌山大会（写真 2）の応援時に、
当時の事務部長である四宮春行氏が「これに勝っ
ても校歌斉唱できない」という無念な想いを持ち、
応援の帰路に作詞されたという。第一節にある「阿
古根の浦」とは万葉集巻 1 − 12 で使用されてい
る野島周辺の海を指す。四宮氏は「海」「松林」「日
高川」を学生の人生に喩え、その姿に祈りを込め
て歌ってもらいたいと願っていたようである。

また、50 周年記念碑（写真 3）にも取り上げ
た一節「学

まなび
業修めむ」「真

まこと
理究めむ」「技

たくみ
術磨かむ」

には、四宮氏の工学技術に対する強い訓示と表現
のセンスを感じる。

さて、本校は昭和 39 年に御坊中学校講堂で開
校式および第 1 回入学式が執り行われ（写真 4）、
日高高等学校西館にて授業が開始された。機械、
電気、工業化学の 3 学科 1 クラス 40 名で開始し
た第 1 期生の入試倍率をご存知だろうか ? 何と
9.21 倍という今日では想像もできない程の高倍
率だったのである。さらに、当時は仮進級制度と

写真 1

写真 3

写真 4写真 2
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いうものがなく、留年無く無傷な状態で卒業する
人数が今よりも少なく、当然の事ながら卒業生は
極めて優秀で、技術立国を支えたと聞いている。

大きく様変わりしたのは、これだけではない。
校歌の「煙樹ヶ浜の翠松」は今もその姿をとどめ
ており、本校学生であれば校歌を思い浮かべなが
ら、一度は目にした光景であろうと思う。しかし、
開校当時はこれとは別に、学校グラウンド海側に
立派な黒松が帯状に自生していたようである。残

念ながら現在は跡形すら無いが、当時の学生の活
動を収めたフィルムに偶然写っていた物がある

（写真 5）。この立派な松林はキャンパスが野島に

移動した数年後に突然松食い虫で全滅したのだ
と、当時の様子を語って頂いた。その後、もう一
度「松」を復活させようと、松食い虫に強いとさ
れるテーダ松の植樹に取り組んだが、台風による
塩害等で上手く根付かせる事ができなかった。学
内には今も数本の松が残っているが、おそらくそ
れらの木は当時植樹した苗木の一つだろうという
ことである。

歴史を物語る写真がある（写真 6）。この写真
は機械工学科第 1 期生のクラス写真である。創
立当時は制服、制帽、革靴、名札を正装としてい
たようだ。ところが、教員においても学生におい
ても、ドレスコードを遵守する指導に力を注ぐこ
とは、高専で学問に取り組む本質ではないという
考えから、急遽全学的に制服を取りやめたことが
あった。次の年は、寝間着のままドテラを羽織
り、寮から下駄履きのまま登校する学生が急増し
たが、一時的な風紀の乱れは比較的迅速に収束し
たという。現在の学則にある下駄の禁止令は歴史
の名残ともいえるかもしれない。

今回の会談は、松や学則に創立の歴史を感じつ
つ、今もその校歌を歌うことのできる慶びを得る
良い機会となった。

写真 5

写真 6
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機械工学科
平成25年3月定年退職

５０周年を迎えて

りました。カリキュラムの全面見直し、教員資質
の向上（教員研究費配分方法・学内研究発表会・
相互授業参観など）、公開講座・出前授業などの
地域貢献と様々な取り組みがなされました。そん
な中、機械工学科のみが専攻科設置の条件であ
る博士号取得者数を満たさず、その対策に苦労し
ました。他学科から博士号を取得している先生の
異動や新規採用人事など全学的な協力と支援を得
てなんとか条件を満たすことが出来ました。旧文
部省への申請資料は、和歌山県における専攻科の
位置付け・育成すべき専攻科生・出身学科の組み
合わせなどの広範囲にわたる項目をまとめる作業
を多くの教職員が徹夜で取り組んだことを思い
出します。文部科学省に専攻科設置が認められ、
2002 年 4 月 1 日に入学試験を実施して最初の専
攻科生が生まれ、専攻科教育が始まりました。修
了生を世に送り出し始めて 10 年が経ち、和歌山
高専は本科と専攻科が一体となり、それぞれの卒
業生は共に社会で活躍されています。

和歌山高専の学生をみたとき、兄弟姉妹で入学
している人達と卒業生のご子息の入学が多いと思
います。実際に高専生活を体験した人達は、和歌
山高専の強い支持者となっています。和歌山高専
の益々の発展を祈っています。

私は、1975 年（昭和 50）工業化学科助手と
して本校に着任し、1990 年（平成 2）に機械工
学科に異動し 2013 年 3 月に定年退職するまで
の 38 年間在籍しました。退職した 3 月の卒業式
は、機械工学科最後の卒業生を担任として送り出
しました。発足当時の学科名は 4 学科ともその
名称を変更しています。基幹学科として自負して
いた機械工学科の名称も、2009 年に知能機械工
学科に変更しました。また、機械工学科の多くの
学生が愛した実習工場が改修され、使いやすく新
設備を有するものづくりセンターに生まれ変わり
ました。

創立から 25 年までは「二十五年史」に纏めら
れていますので、その後の 25 年間を思い浮かべ
ると、幾多の障害と大きな前進がありました。私
が機械工学科に異動して 4~5 年経ったころ、高
専制度もそろそろ転換期を迎えていると感じてい
ました。国立高専の幾つかを合併統合して規模が
縮小されるのではないかと感じていました。現在、
確かに一部の高専で合併統合がありましたが、沖
縄高専の新設や全ての高専に専攻科が設置される
など予想に反して更なる前進と充実が図られてい
ます。素晴らしいことです。

1997 年に興地校長が着任され、“ 和歌山高専
の将来像を検討せよ ” と助教授 8 名を集められま
した。特色を持ち夢のある高専にするため自由な
意見交換を行なった結果、専攻科の設置しかない
との結論に達しました。既に 10 校以上の高専に
設置されている専攻科を和歌山高専にも作ること
を校長に提言し、全学をあげて取り組むことにな 懐かしの実習風景

旧実習工場
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電気工学科
平成19年3月定年退職

我が半生を和歌山高専で過ごさせていただきま
した。在職中は研究できる環境と多くの研修の機
会を与えていただき、研究成果もある程度上げる
ことができました。学会関係で役員（理事、幹事、
評議員、協議員）、論文査読委員や各種委員を務
め、また外部評価（JABEE 審査長、大学評価委員）
にも携わりました。本校として初めて JICA の専
門家としてインドネシアの学校建設に係わり、中
小企業庁の省エネルギー相談員として県下の多く
の企業の省電力相談に協力しました。

本校卒業生や企業関係者が本校を訪問時に、あ
るいは出張等で企業訪問したときに、卒業生が活
躍しているのを見聞きするのは大きな歓びであり
ます。現在までに多くの卒業生が各方面の第一線
で活躍されており、少しはお手伝い出来たのでは
ないかと思っています。

最後に創立 50 周年の節目を迎え和歌山高専が
ますます発展することを祈念します。

採用面接のため、初めて御坊の地に降り立って
から40数年が経ちました。高専へ向かうタクシー
から望む太平洋の美しく碧い海に感激し、面接後
に主任教授から「来ていただけますか」と問われ
たとき、毎日このような美しい海を眺めながら生
活できる歓びで胸が躍り、進路についていろいろ
迷っていたにも拘わらず、「よろしくお願いしま
す」と申し上げたのが思い出されます。赴任から
数日後、朝から雨が降っていました。当時の上野
官舎から歩いて出勤途中、横殴りの雨のため下半
身ずぶ濡れになってしまいました。教官室から見
る海は灰色で波高く荒れていました。海辺におけ
る晴天時と荒天時の余りの落差に驚きました。本
校への訪問当日の天候によって印象に相当差異が
あるように感じました。

赴任当時の高専は学生運動が盛んな時期でもあ
りました。元気な学生が多く年齢も近いというこ
ともあり、学生とよく議論したり一緒に遊んだり
しました。卒研で一緒に合宿したり、旅行に行っ
たり、学生から見たら兄貴分のような存在だった
のでは。当時は教職員（教官、事務官、技官）に
も同世代の若い人が多く、各種交流が盛んで議論
したり懇親会を行なったりと楽しい時間を過ごし
ました。

学生が希望する硬式テニス部や将棋囲碁部の創
設に係わり一緒に活動したのも楽しい思い出の一
つです。また学生の資格取得を援助する目的で電
気技術研究会を創り、一緒に学びながら電験その
他の国家試験に多くの合格者を出すことができま
した。

高専での思い出
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工業化学科
平成21年3月定年退職

高
たか

木
ぎ

　浩
こう

一
いち

高専生と共に過ごして

れません。私がお引き受けした時は土足で寮内に
上がり、汚く、これでは勉強する雰囲気ではない
と言う印象でした。私は指導寮生を集め、「土足
厳禁」を言い渡しましたが、実現は難しいもので
した。そこでうまく運営している寮を見学しに行
き、学生同士の話し合いをさせてもらいました。
和歌山高専の学生はかなりショックを受けたよう
で、いろいろな取り組みに積極的になるようにな
りました。指導寮生による新寮生のウエルカミン
グパーティーや餅つきを兼ねた球技大会を始めた
のはその頃でした。後を引き継いでくれた寮務主
事の働きもあって、今では他の高専から訪問を受
けるまでになっています。高専生はいつでも変わ
りうる潜在能力を持っていることを私は実感しま
した。

その時その時を一生懸命に学生と共に過ごして
きましたが、このような付き合いの仕方は良かっ
たのかどうか今でもわかりません。あまり深く考
えずに飛び込んだ教育と言う職場でしたが、学生
と共に過ごすことで学生から学び、教えられ自分
も成長できたと思います。これは私の大きな財産
です。さらに 100 周年に向けて、和歌山高専の
ますますの発展を願ってやみません。

私が和歌山高専にお世話になったのは昭和 51
年 4 月からで、31 歳の時でした。企業の技術者
として 6 年間、高専出身の優秀な技術者の方と
も一緒に仕事をしてきました。そのような状況か
ら教育畑への転身でしたので、最初、高専生との
接し方にずいぶん悩み、迷いました。しかし、自
分は自分でしかなく、生き様をぶつけるしかない
と覚悟しました。特に卒研生に対してはストレー
トに生き様をぶつけましたので、ずいぶん煙た
かった卒研生もいたと思います。しかし 33 年間、
多くの卒研生と研究の話をすることが出来たのは
幸せでした。

私と学生との付き合いでは、野球部のことも印
象に残っています。約 30 年間、野球部の顧問と
して携わり、平成 4~10 年の間、高校野球の監督
をしました。和歌山県では夏の県大会で 1 勝す
るのは非常に難しく、並大抵の努力ではできませ
ん。毎日、部員と時を過ごしていると、練習で地
道な努力をコツコツ積み重ねた部員が夏の大会で
結果を残すことがわかりました。そういう学生は
次第に成績を上げてくることもわかりました。私
は勉学とクラブ活動の取り組みには共通する部分
があると信じています。真っ黒になって高校野球
で一緒に過ごしていると、高専大会では 7 回も
全国大会に連れて行ってもらい、それなりに成績
を残すことが出来ました。野球部を起ち上げた先
輩たちと話しますと、思春期をこの地で過ごし、
同じクラブで生活をした彼らの野球部に対する愛
着は非常に強いものです。

また寮務主事の時の学生とのかかわりも忘れら

野球部練習風景

本校舎の化学実験室
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土木工学科
平成26年3月定年退職

たレポートを各自作成して提出する。学生も大変
時間がかかったが記憶に残ったと思われる。

宿泊先に現場で仕事をしている OB を呼んで、
夕食後、後輩に対してレクチャーをしてもらい、
充実した研修となった。研修先は大滝ダム工事現
場、大鳴門橋工事現場、明石架橋（橋脚・上部構
造）工事現場、南港工事現場と大阪港橋梁群見学
等、巨大土木工事の現場を肌で感じる機会を得た
ことに学生たちは目を輝かせていた。引率した私
たちも感動したものである。

環境都市工学科の現場見学は、土木工事があっ
て初めて成り立つものであるから、実施は非常に
困難である。そのため達成出来た時の満足感が学
生にとって非常に有意義なものである。学校と本
学科には是非これからも現場見学を実施して、更
なる充実を実現させてほしいと願う。

和歌山工業高等専門学校 50 周年おめでとうご
ざいます。和歌山高専をこの 3 月に定年退職致
しました。昭和 50 年に旧土木工学科に着任し、
39 年間在勤中お世話になり感謝しております。

環境都市工学科において学生達と一緒に取り組
んだ現場見学について振り返ってみる。昭和 55
年、柴田祐三先生が土木工学科に着任された頃か
ら、現場見学の重要性が見直され、数多く実施さ
れるようになった。学年ごとに年 1~2 回の実施
だが 4 年生は 1 泊 2 日で実施した。その頃は 2
年生が研修旅行（本校開設期は九州、後にスキー
研修）を実施していたため、4 年生でも宿泊研修
を取り入れるという配慮だった。

さて、この現場見学は事前の準備が大変であっ
た。教官は工事現場を探すことから始まり、現場
の受け入れ時期が学校の見学の日時と合うかどう
かに悩まされた。そして日時が決まると、次は授
業変更を行うので授業担当者の了解を得なければ
ならない。またスクールバスの使用許可の手続き
が必要になる。更に、運転手の労働時間を超えな
いように配慮しなければならない。四国の大鳴門
橋の見学の時には和歌山港から徳島港間にフェ
リーを使用するので運転手の労働時間が制約され
るなど、遠方への実施が困難になっていった。

実施日が決まれば、学生は事前学習だ。クラス
を 5 班に班分けし、写真係・記録係・現場での
質問係（質問事項を調べておく）などの役割分担
を決める。現場見学終了後、学校に戻って、写真
の焼増し、質問・現場での説明などをテープレコー
ダーから掘り起こし、説明資料や写真を貼り付け

現場見学の思い出と更なる充実を願って

土木棟建設工事

コンクリート実験
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一般科目
平成13年3月定年退職

吉
よし

川
かわ

　壽
とし

洋
ひろ

思い出の一般教育科

行った。
一般科の教官は一般に低学年の担任をするこ

とが多かったから、新入生の特別教育活動として
計画され、高野山の宿坊や紀北青年の家、白崎少
年自然の家等で実施された合宿教育や二年生での
修学旅行は主として一般科主導で行われた。学生
の多くが寮生であったので、宿舎での寝具の整頓
やセルフサービスによる食事の準備や後始末のス
ムーズな点において常に高い評価を受けた。

一般科目、専門科目の別なく学力は容易に身
につくものではない。そのことは誰もが経験的に
知っている。一般科では基礎体力及び基礎学力の
育成を目標に営為努力を重ねて来たが、よほどの
手間隙をかけない限り基礎力はつき難い、教育が
手仕事であるゆえんである。大学では教養部の解
体を見たが、本校では基礎科目の重要性が再認さ
れて総合教育科として発展していることは大きな
喜びである。

宇宙船アポロが月面に着陸した翌年のことで
あったから、本校への赴任が昭和四十五年の春で
あったのを容易に思い出すことが出来る。最初の
教官会で澤井校長が本校は四つの専門学科からな
る学校であるが、その他に一般教育を重要視する
観点から一般教育科を設けて本校教育の十全を図
るといった旨のことを述べられたのを覚えてい
る。

早い技術者の養成が急務であったため、高専で
は低学年から専門教育を施すことになっていて、
そのカリキュラム編成の特色を楔型と呼んでい
た。一般科目には、時間数には違いはあったもの
の、普通科高校に似た科目が多くあり、他に図学
や法学、経済学などが含まれていて、学校はどこ
へ行ってもさほど差異はないはずと思っていた身
には驚きだった。

赴任して間もなく全校で行う生
お

石
いし

高原への遠
足があり、積雪に足をとられながら苦労して歩い
たのを記憶している。しかし、この種の行事は生
石登山で終りを遂げた。校内体育大会も年に四回
ほど行われていたが、このほうも回数が減少して
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学生課寮務係
平成24年3月定年退職

「基礎（基本）さえしっかりしていれば、崩れな
い。」という理念の下、寮内は、土足厳禁となり、
寮生自身の掃除の徹底で見違えるように綺麗にな
りました。「指導寮生」を活用して学寮規則を厳
守徹底させ、学寮関係の先生方は、早朝や深夜に
まで巡回をしてくれました。この方針は、藤本先
生、米光先生と歴代の寮務主事に受け継がれ、よ
い伝統が築き上げられ、柑紀寮に追い風が吹き始
めました。寮生は、人生の一番多感なこの時期を、

「柑紀寮」で同じ釜の飯を食い、笑い、泣き、怒り、
主張し合う仲間達と過ごします。ここで、どんな
に世の中が変わっても、しなければいけないこと、
絶対にしてはいけないことを判断する力、どんな
に辛いことがあっても乗り越え、生きぬく力が養
われます。「柑紀寮」は、和歌山高専の誇りの一
つになりました。

柑紀寮にはいつも海風が吹いています。この風
が常に追い風だと感じられる、そんな柑紀寮に勤
めていたことが私の誇りとなっています。

和歌山高専創立50周年おめでとうございます。
50 年前、大自然に恵まれたこの地に和歌山高専
が設立されました。広大な敷地が整地され、いく
つもの建物が建ち、環境設備が整っていくのを目
の当たりにし、「ここに県下のトップクラスの中
学生が集まってくるのか !」と思うと、なにもか
もが憧れでした。

昭和 50 年 12 月「和歌山工業高等専門学校学
生課栄養士」に採用され、全国屈指の大規模学生
寮（柑紀寮）が私の職場になりました。念願だっ
た「青少年の心と身体の健康を創る仕事」ができ
るようになり、毎日毎日、寮食堂で、寮生の喫食
状況等を見ながら、「先ず健康 ! ちゃんと朝ご飯
食べてる ?」、「好き嫌い言うな。何でも食べる !
食べられないものは出してない !」と言い続けて
きました。昭和 61 年 4 月寮食堂が業者委託され、
寮生相手の仕事が寮務係での私の主な業務になり
ました。柑紀寮では、寮生は親元を離れた開放感
からか、学寮規則もなんのその、連日連夜、修学
旅行騒ぎで、いつまでも明かりの消えない不夜城
状態でした。また土足であった寮内は、泥とゴミ
の山だらけで、教育寮とは名ばかりの、無法地帯 ?
そのものでした。「男子寮はどこもこんなものな
のか ?」と思いつつ、この中で寮生のために自分
に何ができるか ? 何をするべきか ?「先ず健康 !
心も身体も健康であってほしい。ここでの 5 年
間で社会に出ても通用する人になってほしい」と
考えるようになりました。

平成 7 年 4 月寮務主事に高木先生が就任され
ると、柑紀寮は、針路を大きく変え始めました。

追い風の吹く「柑
こうきりょう

紀寮」は私の誇りです。





先輩からの
熱きメッセージ
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機械工学科

５０周年おめでとうございます。我が
母校と同じ年齢を人生重ねて来たか
と思うと何かしら感慨深いものがあり
ます。

松
まつ

本
もと

　義
よし

幸
ゆき

さん

機械工学科１８期
昭和６1 年 3 月卒業
現在：和歌山高専技術支援室勤務

卒業後は、化学系のメーカーに就職するもパッ
とせず流れに乗ってダラダラと人生を歩んで来た
気がする。ただ会社内には昔から『高専卒』とい
う縄張りみたいな核（コア）があり、同年代を超
えて全国高専から色々な面々が集まって来た。仕
事の内容・管轄は違えどお互い顔を会わせると意
識しあい、先輩からはフォローして頂き後輩には
サポートしていくという風土が出来ていた。

転機は 40 代を迎える頃にやって来る。会社の
業績が悪くなり職場の環境も一変していく。それ
でも 10 年は頑張れた。高専グループという面子
がいた事で、メンバー同士が集まる事で何かしら
発散できた。会社を辞める時も、温かく送り出し
てくれた。この事が長い会社人生をいい面で終わ
らせてくれたのだと今も感じている。

さて本校職員として働きはじめた現在、若い彼
らに何を伝えて行こう ? いまの彼らは私らがいた
時代より優秀だ。ただ何事も一生懸命に取り組ま
なければ、人生からつま弾きにされてしまう。岐
路にぶつかっても、自分の信じた道は突き進むべ
きだ。そういう方面を教えていければ、我が第二
の人生も捨てたものじゃ無くなるだろうか。

高専卒という仲間がいた

創立５０周年おめでとうございます。
和高専は、未来を創りだし世界に貢
献し、永遠に未完成でありつづけて
欲しい。

西
にし

畑
はた

　秀
ひで

夫
お

さん

機械工学科２期
昭和４5 年 3 月卒業
現在：H N Systems Inc CEO
神戸事業所インドネシア工場勤務

光陰矢のごとし、振返ると、私達 2 期生は、
一年間御坊市の仮校舎で過ごされた 1 期生の先
輩達と一緒に名田町の新校舎に初めて足を踏み入
れたのが、1965( 昭和 40) 年 4 月、49 年前のこ
とでした。当時、正門から無舗装の坂道を雨の中、
長靴で登校し、和高専の伝統を創るべく内外の期
待を背負って、同じ釜の飯を食べ、助け合い勉強
にクラブに熱中しました。良き尊敬する先生方や
事務職員に恵まれ、下宿を提供して下さった地元
の方々の温かい協力には感謝でした。

卒業後、多くの仲間が多分野で活躍し日本の
成長に大きく貢献していることは和高専の誇りで
す。私個人は、しばらく社会人を経験した後アメ
リカの大学と大学院で学び、今なおグローバルな
環境で仕事をさせて頂いていることは感謝なこと
です。

後輩へのメッセージとして、①夢とビジョンを
持ち、②失敗を恐れず創造的アイデアに挑戦し、
③本校教育目標にある国際的に適用するコミュニ
ケーション及びプレゼンテーション能力を身につ
けて下さい。（学校にはカリキュラムの見直しを
提案します。）　近い将来、地球規模（global）から、
さらに宇宙規模（cosmic）へと活躍を広げる時
代が来ます。

立ち止まらないで、今日の営みの上に明日の
工夫を、明日の工夫の上にあさっての新たな思
いを。この新鮮な気持ちをいつも持ち続け成長
して下さい。

和高専は、いつまでも未完成
である。
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機械工学科

ロボコンで思い出されるのは上手くいかなかっ
たことばかりです。ロボット作りは理論通りに進
むことはまずありません。例えば、教科書の問題
ではこのような一文をよく見かけます。
「ただし、摩擦はないものとする。」
テストでは無視できる部分も、ロボット作りで

は大変やっかいで頭を悩ませることになります。
仕事が理論通りに進まなくても、そりゃそうだよ
な、と苦笑いできるのは、こういった学校では教
えてくれないことを、自分の手を動かして学ぶこ
とができたからだと思います。

ロボコンの醍醐味は新しい物を作り出すことに
あると思います。新しい物を考えている間はとて
も苦しく、投げ出したくなります。部室のドアを
バンッと閉め、もうこんなのやめた ! と思って帰
ったことも何度もありました。しかし、夕飯を食
べ、風呂に入る頃には、すでにロボットの事を考
えていて、布団に入る時には、もう少しだけ頑張
ってみようかなという気持ちになります。それは
きっと、苦しいだけでなくどこか楽しかったから
なのだと思います。苦しくて楽しい。矛盾してい
るようにも見えますが、ロボコンはどうだったと
聞かれれば、私はそう答えます。それがきっとロ
ボコンの魅力なのだと思います。

高専ロボコンを振り返って

創立 50 周年を迎えられましたことを、
心よりお祝い申し上げます。

機械工学科 45 期
平成 25 年 3 月卒業
現在：神鋼テクノ㈱　産業機械本
部　開発室

秋
あき

山
やま

　宗
ひろ

之
ゆき

さん

私は、高専時代、サッカー部に所属し、NHK
ロボコン、エコラン・ソーラーカーレースと、興
味をもち、それを実現できる環境が高専にあった。
モノづくりが好きだったのか、バイクやクルマが
好きだったのかはわからないが、動くモノを作り、
そのモノを操縦することが好きであったことは間
違いない。うまく動かず、仲間や先生達と悩んだ
日々を覚えている。

今は、東京大学工学部機械工学科に所属し、研
究室 * を運営している。私の研究室では、高齢者
や障害者、私も含む人間が、変遷する社会の中で
どのように生活の質を向上させるか、“ コト ” を
考え、それを機械工学、情報工学の知識を統合・
活用することにより “ モノ ” を設計することを行
っている。実際、社会実装や人間が使う心地良さ
までを追求するため、人間の行動や運動・認知・
生理・心理特性の理解やその特性を考慮した支援
に関する研究を行っており、社会や生活環境にお
ける現場を舞台とするため、実学を通して知識が
得られる。

実は、どの研究対象においても必須の知識があ
る。それは、高専生に親しみやすい “ 設計 ” とい
う概念である。どの対象においても、問題把握と
課題設定、要求機能の抽出と制約条件に基づく実
装手順の過程を通る。この素養を早い時期から、
楽しく体験し、学べる環境と教育体制が高専には
あり、私の原点になっている。

*: http://www.sl.t.u-tokyo.ac.jp/

創立 50 周年、おめでとうございます。
和歌山県および日本をささえるエンジ
ニアの創生、楽しみにしております。

機械工学科 27 期
平成 7 年 3 月卒業
現在：東京大学工学部機械工学科
勤務

小
し

竹
の

　元
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興味を形にする素養・本質を
和高専で学べ。



電気工学科

42和歌山工業高等専門学校創立50周年記念誌 43

50 周年、おめでとうございます。自
由で寛容な和歌山高専文化をこれか
らも大切に。

50 周年おめでとうございます。世界
的な視野を持ちグローバルで活躍で
きる人材の育成を。

電気工学科 1 期
昭和 44 年 3 月卒業
元パナソニック㈱　勤務

私は、電気工事会社の代表をしています。会社
と言っても、私 + 妻 +1 という超零細組織ですし、
家業を継いだだけなので、高い志があったわけで
もありません。学生時代に、電力、信号、情報処
理、物性、電気理論といった広い基礎知識を叩き
込まれたおかげで、転職しても、なんとかやって
いけています。

私の高専時代は、授業、実験、レポート、部活、
試験と忙しく、また寮生活で友人とくだらない話
を遅くまでしていました。そこで得たものは、「問
題の解決策は一つでは無い」「人の考えは一つで
は無い」という、当たり前の考えです。現在は、ネッ
トワークの発達により、検索が省力化されました。
あふれた情報は、玉石混交です。検索上位が正確、
正解とは限らないし、ウソ、デマ、勘違いもあり
ます。

他の回答にも理解を示すことも面倒だし、集め
た情報の真偽を判断するのも面倒です。最初から
自分の考えだけを通せば、両方の面倒から解放さ
れます。しかし、技術者たる者は、慎重で、謙虚
で、素直であるために、常に自分を疑い、広い視
野と客観性を持ってほしいと思います。

和歌山高専の今後の発展を祈念するとともに、
後輩諸賢の活躍に期待します。

電気工学科 20 期
平成元年 3 月卒業
現在：有限会社　松房電機
代表取締役

松
まつ

房
ふさ
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ジ　エンジニア

創立 50 周年おめでとうございます。
50 周年と聞いて、改めて歳月のすぎるのが早いも

のだと感じています。
御坊のプレハブの仮校舎で勉強した日々が懐かし

く、あれからもう50 年も過ぎたのだと思うと感慨深い
ものがあり、色々な思い出がよみがえってきます。

プレハブ校舎で先生方も生徒も、新しい学校に将
来への大きな夢を持ってスタートしました。化学の授
業は最初から英語で行われ、試験の問題が英語で出
され、問題が分からず答えられなかった事や数学の問
題集はどれだけ早く終わらせるかと競争をしたり、授業
もレベルが高く、ついて行くのに必死で頑張った事を
昨日の様に思い出します。

二年目からは名田の海のそばの校舎に移り、大きな
新しい校舎で勉強出来る喜びを感じました。毎年、我々
の成長とともに校舎も出来上がって行きました。

卒業してからの 40 年の会社生活も早いものでした。
その間に海外で約 13 年、国内で海外関連の仕事を
約 8 年と会社生活の半分を海外関連の仕事をさせて
もらいました。

初めての海外勤務でタイに行った時は海外から見
た日本にカルチャーショックを受けて、異文化の中で考
える事の大切さ、異文化の中での仕事の難しさを学び
ました。ドイツでの勤務では海外でのマネージメントに
戸惑いの毎日でした。しかし、国は違っても同じ人間で
あり、お互いの信頼が大切である事を教えられました。

後輩の皆さんに言える事は現在はグローバルに考
えないと生きていけない時代だと言う事です。冷戦体
制が終わり、急激にグローバル化が広がり、グローバ
ル競争が激しくなり、真のグローバルな時代になって
います。世界の情報は一瞬に世界中に広がります。日
本もグローバル競争の中にあり、グローバルの中で勝
ち抜いていかなければ生き残れません。

そのためには国際感覚を持つことが大切です。自分
の専門職能を磨くと共に異文化を理解し、自分のアイ
デンティティと日本人としてのアイデンティティを持ち海
外の人と一緒に仕事をして行く事が出来る様なグロー
バルビジネスパーソンになる事が必要です。

世界的な視野を持ちグローバルでの活躍を目指し
て頑張って下さい。

堅
かた

田
た

　十
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５０周年メッセージ
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今しかできないことがある。
―５年間の高専生活を経て

50 周年おめでとうございます。学生
にとって楽しい自由な環境であって欲
しいと思います。

高専に入学したものの、目に見えない電気は
イメージもしづらく勉強が苦手でした。「どうせ
つかわんし、就職したら勉強したらいい。」先輩
達にもそう言われて遊んで過ごした学生時代でし
た。

2009 年に NTT ファシリティーズに入社し、
NTT の電力設備の保守に携わり通信インフラを
支える立場となりました。現場で作業を行ってい
る際に何気なく DC200V に触れてしまい、指に
ホッチキスの針であけたような穴があき、初めて
電気の恐ろしさを実感しました。

私の場合ですが、高専時代に学んだ事は実際の
業務に大きく関わっています。就職してからとい
うものの、年数を重ねるにつれ、どんどん時間は
なくなります。

4 年目の今は、太陽光発電の営業業務を行って
いますが、システムの構成や、発電効率・設計
等日々勉強の毎日です。「あのときこうしてれば」
と思うことは正直いくらでもあります。学生時代
に戻りたいと思うことも多々あります。だから皆
さんには、後悔しないように充実した学生生活を
送っていただきたいです。やって無駄な事はあり
ません。なんでも吸収できる今、大きな視野を持っ
て何事にもチャレンジしていって下さい !

電気情報工学科４3 期
平成 23 年 3 月卒業
現在：㈱ＮＴＴファシリティーズ勤務

奥
おく

村
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　美
み
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さん

「少数派」を生かせる高専生に

電気情報工学科 42 期
平成 22 年 3 月卒業
現在：パナソニック株式会社勤務

50 周年おめでとうございます。高専
は今後も、学生にとって良い環境で
あり続けて欲しいです。

木
き

村
むら

　聡
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一
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さん

僕が高専在学中から高専に抱いていた印象は、
「高専は少数派である」と言うことです。専門的
な授業がメインであることや知る人ぞ知る学校で
あることが主な理由ですが、僕は高専に良い印象
を持っています。

僕は在学中、高専ならではの実践的な授業も楽
しむと同時に、副指導寮生や高専祭でのクラス企
画など、勉学以外のことにもチャレンジしました。
その中で印象に残っているのはプログラミングコ
ンテストです。部活動の一環で参加し、チームと
して知識も技術も高くはありませんでしたが、課
題に対しみんなで様々な意見を出し合い、一つの
ものを完成させました。僕は主将として、周囲を
引っ張っていく難しさもありましたが、完成した
時の感動は人一倍大きく、学ぶことも多くありま
した。

僕は皆さんに、少数派であることを生かし、自
ら進んで多くのことにチャレンジして欲しいと思
います。高専では勉学以外に寮生活や部活動、各
種コンテスト、留学生との交流など、高校や大
学で経験しづらいことが 5 年間という長い期間、
経験出来ます。それらに積極的に参加し、周囲と
協力しながら、少数派な高専生だからこそ、自分
だからこそ出来ることにチャレンジし、より自分
を成長させて欲しいと思います。それらの経験は
将来、必ず生きてきます。
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50 周年おめでとうございます。
日本の経済成熟期を支えこれからの
日本を支える技術人財育成機関とし
て、今後の発展を心から祈念します。

会社が近くなので母校を訪れ現役生と出会う場
面がよくあるのですが、学生さんの挨拶が好印象
でよい環境で勉強されているのだなと感じます。

難しいことはわかりませんが、挨拶はその人間
のすべてを表現しているといっても過言ではない
と思うのです。
「礼儀だから挨拶しなさい」とよく言われます

が、本当は自己の存在を周囲にアピールする手段
だと思うのです。ですから、「おはよう」と言っ
たら、「失礼します」と言ってその場を去る必要
があり、周囲に自分の存在を気付いてもらう為に
は、大きく元気な声を出す必要があるのです。

そして、自分の存在が認められることで、所属
する集団や社会のために役立つことをしようとい
う気持ちが芽生え、周囲の理解や協力が得られる
ことに繋がります。

世界的に「ものづくり」の技術レベルは発展し
ており、今後日本のエンジニアにもっとメンタル
な強さが加われば、新しい「ものづくり」が誕生
するのではないかと思います。

工業化学科第７期生

石
いし

橋
ばし

　幸
こう

四
し

郎
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さん
（旧姓：西）
工業化学科７期
昭和５０年 3 月卒業
現在 : ㈱石橋　代表取締役

創立 50 周年の記念誌に寄稿できることを大変
光栄に思っています。私が 38 年間勤務した和歌
山県工業技術センターやその後のわかやま産業振
興財団勤務で、国の研究開発にかかる補助金など
の業務を担当する中で、和歌山高専の先生方にお
世話になった縁で原稿を依頼されたと思うのです
が、超低空飛行でお情けで卒業させて頂いた身と
しては、お恥ずかしい限りです。あえて恥を忍ん
で、在校生の皆様にごくごく当たり前のことをお
伝えさせて頂きます。私はとにかくポジティブに
考えるということを心がけてきました。何かに直
面した時でも、自分は運が強いのだから大丈夫、
できる限りの努力をしたら何とかなると思うこと
です。人より劣っていると思った時でも、特別な
人を除いては、古今東西チョボチョボなのだから
悲観しないことです。それと人間は日々変わり成
長していくものです。1 年では目に見えないが、
5 年後、10 年後ではいろんなことで成長してい
る自分を思い描いて、驕らず自信を持って事に当
たってください。最後に、これまで高専が果たし
てきた役割や重要性は今後も変わることは無いと
思います。先生方には、社会からの本質的でない
変な要望などに惑わされることなくご活躍され、
高専がますますご発展されますことを心より祈念
申し上げます。

和歌山高専の創立 50 周年を心より
お祝い申し上げます。

中
なか

岡
おか

　元
もと

信
のぶ

さん

工業化学科１期
昭和４４年 3 月卒業
現在：和歌山県鋳物工業協同組合

高専５０周年に寄せて
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和歌山高専創立50周年おめでとうございます。
ふと、数えてみたら、寮生活に憧れて和歌山高

専に入学した日からもう 21 年目。社会人になっ
て一番最初に携わった成形加工の技術開発の仕事
を縁あって今も続けています。とはいえ、いわゆ
るリケジョのイメージからはほど遠く、作業着に
軍手、安全靴という全く色気のない格好をして、
モーター音が響く現場で実験やら試作やら。ボル
トの締め方もすっかり上手くなりました。

新入社員の頃は、知識も経験もないくせに気
が強くて生意気で、よく叱られました。でも、当
時の上司に唯一誉められた言葉を今も覚えていま
す。
「誰とでもコミュニケーションが取れるなあ。」
誰とでもとは言い過ぎですが、これは私が高専

生活で得た最強の武器と断言できます。個性の強
い面子の中で生き抜いた高専出身者ならいつのま
にか身についている技ではないでしょうか。仕事
は人ありき、コミュニケーション力というのは高
専出身者が職場で重宝される理由の１つなのかも
しれません。現役の皆さんは大いに磨いて下さい。

さて、私もいよいよ中堅と呼ばれる世代です。
目下課題は仕事と育児のバランス。主人や周りの
協力があってこそと日々感謝です。・・・こんな
話、友人や先輩後輩を交えて語りあいたいもので
す。談話室で女子会とか、いいなあ。

最近、娘が私に似てきて、大きくなっ
たら和高専へ行くとか言うのかなと、
密かに楽しみにしています。

南
みなみ

島
しま

　美
み

沙
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物質工学科 2 期
平成 11 年 3 月卒業
現在:三菱電線工業（株）技術開発部

“リケジョ”歴　２１年目

和歌山高専 50 周年おめでとうござ
います。還暦手前の我々にとって大
事な母校です。ますますの発展を期
待しています。

本年ここに、和歌山高専の 50 周年の節目を迎
えることが叶いましたことを物質工学科（工業化
学科）同窓会長として一言お慶び申し上げます。

8 期生の私にとっても、卒業後 35 年以上経過
しており当時の学生時代を振り返って見ると、何
よりも寮生活を思い出します。中学校を卒業後、
15 歳で親元を離れ 20 歳前後の 5 年生と一緒に
生活をするわけですから大変不安でした。また、
4 人部屋で上級生と同室でしたが 1 年生から 5
年生まで「同じ釜の飯を食った仲間」という一体
感が非常に強かった様に思います。なお、当時は
家族との連絡も公衆電話が 1 台あるだけで、し
かも電話交換手を通じての公衆電話でした。今で
は寮も個室中心、家族との連絡も携帯電話と時代
は変わっています。

混迷する現代社会においてグローバルな幅広
い視野が求められています。和歌山高専生の志や
スピリッツは「日本の中枢技術を支え社会の求め
る人材に成長していくこと」であり、昔と変わら
ず伝統として受け継がれていると思います。 今
後とも、進化と伝統を大切に和高専が発展するこ
と、巣立つ若駒たちが、社会の様々な分野で卓越
したリーダーとして成長していくことをお祈りし
ます。また、中学校卒業後すぐに自分の将来の方
針を決め、目標に向かって勉学に励む時代の航海
士である後輩達にエールを送り今後さらなる発展
を期待します。

工業化学科８期
昭和５1 年 3 月卒業
現在：和歌山県立箕島高等学校

栗
くり

山
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　昌
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之
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さん

時代の航海士

（旧姓：尾崎）
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和歌山工業高等専門学校開設が今
年平成 26 年で 50 周年を迎えるに
当たり心よりお慶び申し上げます。

私が和歌山高専　土木工学科 11 期生として卒
業したのは、昭和 59 年 (1984 年 )、今から 30
年前のことです。1 年間の橋梁メーカーを経て、
和歌山市役所に入庁、現在に至っています。入庁
後、下水道部に配属され、2 期生の坂本先輩にお
世話になりながら、下水の「いろは」を教えてい
ただきました。その後、道路、財政、秘書と土木
分野以外の部署も経験し、現在、交通政策課で公
共交通の確保維持という大きなテーマで仕事をし
ています。

振り返ってみますと、どんな職域でも立向かっ
てこられたのは、5 年間親元を離れ、女性でも何
か技術を身に付ける事が後の人生に役立つのでは
ないか、と考え和歌山高専に入学し、集団生活の
中で土木技術だけではなく、自立心やコミュニ
ケーション能力も身に付けたからだと思っていま
す。和歌山高専で学んだ 5 年間は私にとって大
変貴重な財産です。

後輩の皆さんも名田町の素晴らしい環境の中
で、目いっぱい学び、遊び、そして「ものづくり
のセンス」と「人の輪をつくるセンス」の両方を
身に付けてほしいと思います。工学系の技術の進
展は目まぐるしいものですが、基本となるこの 2
つがあれば大丈夫です。皆さんの今後のご活躍を
期待します。

土木工学科 11 期
昭和５9 年 3 月卒業
現在：和歌山市役所総務公室政策
推進部　交通政策課

山
やま

路
じ

　都
みや

子
こ

さん

「和歌山高専の創立５０周年
を迎え」

創立 50 周年おめでとう。
本四連絡橋建設で土木のロマンを
体験！橋も和高専も永遠であれ！

漫画の「土木は地球に爪痕を残す仕事だ」の言
葉に魅了され土木工学科に進んだ。高専時代印象
に残っているのは、4 年生の時、高専祭で関門橋
の現場から工事中の大パネルを借り、自分たちで
模型も作り展示したこと。教授の勧めで、橋の公
団を受け本四公団に入社したこと。高専も公団も
実力以上の所に入れたラッキー者である。

本四では、北備讃大橋等の建設や明石海峡大
橋等の管理にも携われ、仕事は辛かったことも多
かったが、世紀のプロジェクトであり技術者とし
てすごく幸せな思いをさせてもらった。

現在、本四の橋を 200 年以上良好に保つよう維
持管理をしている。構造物を造り守ることは・・・・。

土木工学科 3 期
昭和５1 年 3 月卒業
現在：本州四国連絡高速道路株式
会社　本社　安全防災監

「本州と四国を橋で結ぶ」

古
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彦
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明石海峡大橋塔頂
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圏央道／外環道／新東名／京奈和
／那智勝浦／奥瀞等の橋梁、神戸山
手線／淀川左岸線等の開削トンネ
ルの設計に携わり、柑紀寮からの一
人暮らしを継続中

5 年間同じ境遇で過ごす仲間とは一
生ものの絆で結ばれます。絆はより
深く、より強固に。

50 周年おめでとうございま
す！

はじめに、和歌山工業高等専門学校の創立 50
周年並びに、環境都市工学科（旧土木工学科）の
創立45周年にあたり心よりお祝い申し上げます。

さて、私は弊社のリクルーターとして卒業後も
和高専との関わりがあることから、なかなか「懐
かしいな」と思うことが少ないのですが、この機
会に自分が高専在学中の頃を思い返してみます
と、環境都市工学科特有のものか、勢いと団結力
があり、その持て余した力を随分と遊びに注いで
しまいました。その結果、今は学生時代の教本を
片手に仕事をしていることが多々あります。ぜひ
皆さんにはこうならないよう専門技術力を高めて
いただきたいと思います。

また、土木・建設系の仕事を進めていくときに
はたくさんの方との関わりが必要不可欠です。そ
の中には環境都市工学科を卒業した 1400 名もの
先輩・後輩と関わることもあり、自分自身も、会
社は違えど 3 期生の大先輩にご指導を仰ぎなが
ら業務を遂行したり、中本先生に技術相談をした
経験がありますが、そのとき本当に信頼できる諸
先輩方とつながりが持てていることに感謝しまし
た。皆さんにもこのつながりがあることを忘れず
に、困った時には頼ってもらえればと思います。

最後に、在校生の皆さんには和高専の更なる発
展、および未来の土木建設産業の担い手となるこ
とを願っておりますし、共に頑張りましょう !

環境都市工学科 8 期
平成１8 年 3 月卒業
東海旅客鉄道株式会社、現在 :ジェ
イアール東海建設株式会社（出向）

増
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私は、「ロボコン大会」で高専の存在を知り、
平成元年（1989 年）に土木工学科に入学した
21 期の卒業生です。

5 年生の授業で、非常勤講師の方が就職説明会
的な講義をされ、“ 自分自身で計画・設計した構
造物が実現し、地図に載る、転勤が無い ” の言葉
に魅力を感じ、その講師であった久保田先生が勤
める建設コンサルタント会社に就職し、現在に至
ります。

TV 番組で高専を知ったことで、クラス替えが
なく 15 歳という若さで経験した寮生活により育
まれた友人、誌面では書けないことを含め様々な
問題で御迷惑をお掛けした先生方、他界されまし
たが私の人生の道標となった久保田先生等、和歌
山高専には多くの出会いがあり、私にとって大き
な財産となっています。

在校生の皆様、土木業界には他の高専を含め、
多くの卒業生が活躍されています。翠松会名簿を
利用すれば、諸先輩方との繋がりを感じますし、他
高専の卒業者とも仲間のような繋がりを感じます。
縁あって和歌山高専に入学したことで出会った先
生や仲間、これから訪れる社会人生活において “ 和
高専 ” や “ 高専 ” によってもたらされる出会いを財
産とし、社会で活躍されることを期待します。

土木工学科 21 期
平成 6 年 3 月卒業
現在 : 株式会社　綜合技術コンサ
ルタント　大阪支社　構造Ⅲ部

宮
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「和歌山高専との出会い」

【那智勝浦道路 竹向橋：和歌山県那智勝浦町】
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創立 50 周年おめでとうございます！
母校のこれからのご活躍を楽しみに
しています。

メカトロニクス工学専攻 8 期
平成 23 年 3 月修了
現在 : アークレイ株式会社
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電気情報工学科を卒業して 6 年、専攻科を修
了して 4 年と、時が流れるのは早いものだと感
じている今日この頃です。現在、私は医療機器
メーカで主に電気設計業務に携わっています。電
気設計以外にも、時には機械加工・ソフトウェア
改良・細胞培養等の業務もすることがあり、在学
時に培った様々な経験が今に活かされていると感
じています。私の在学中の経験は、例えば、卒業
研究で実験に使用する鉄箱や基板を入れるための
ボックス加工を、他学科の先生の協力のもと作製
したこともあります。それは、先生方の協力があっ
たからこそ経験でき、すぐに実践に活かすことが
できたのです。

また、私は在学時から「人に痛みを与えること
なく検査・治療ができる医療機器を作りたい」と
いう夢を持っており、それを実現するために、イ
ンターンシップでカテーテルを作製したり、医療
工学のテレビ講座を受講したりしました。自ら行
動したり、何にでも興味を持って積極的に取り組
んだりとしてきた甲斐もあり、現在は少しだけ、
夢に近づくことが出来ました。

そんな私から在学生のみなさんへのメッセージ
は、「何か一つ、自分のやり遂げたいことを持って、
それを実現するために突き進んでいくこと。アン
テナを張りめぐらせて、いろんなことに挑戦する
こと。」です。If you can dream it,  you can do it!

You can do it

「高専というのは、本科が 5 年間で、専攻科が
2 年間なんです。ですから、私は同じ高専に 7 年
間いたんです。」

就職してから、こんな説明を何度したかわか
らない。高専が 5 年間だということは、比較的、
認知されているようだが、専攻科の場合は、その
存在自体をご存知ない方のほうが多いようだ。と
は言え、そんなことは専攻科在学中に就職を決め
た時から、予想をしていたことで、さほど驚きは
しなかった。

そんな専攻科での時間は、先生は変わらないが、
授業スタイルというか雰囲気は少し落ち着いてい
て、本科の延長線のようで、そうでもないところ
もある、そんな印象だ。ただ、7 年も同じ学校に
いれば、かなりの数の人と接する機会がある。特
に、長い期間を学寮で過ごした私には、多くの仲
間ができた。これは、つくづく良い経験だったと
思う。

たまに和歌山高専に行くことがあるが、その度
に “ 帰ってきた ” という感情になる。きっとそれ
は、楽しかったことや苦しかったこと、いろいろ
あったが、和歌山高専が今の、そしてこれからの
自分の原点だと、意識せずとも、心のどこかでわ
かっているからだと思う。

５+２=?

卒業して、まだ１年余り。けど和歌山
高専は、すでに僕の帰る場所、第二
の故郷になっています。

メカトロニクス工学専攻１0 期
平成２5 年 3 月修了
現在 : 村田機械株式会社
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職場には和歌山高専出身者がたくさ
んいます。このつながりを大切にして
いきたいと思います。

和歌山高専は第二の故郷とも言える場所で、
様々なことを私に教えてくれました。　

7 年間過ごした寮生活では、15 歳から親元を
離れて 5 歳以上歳の離れた先輩や後輩と共同生
活を送ったことで、自立心や協調性を身につける
ことができたと思います。なにより寝食を共にし、
お互いの長所や短所を知り尽くした、気の置けな
い生涯の友人ができました。

専攻科では、他学科だった同級生との合同授業、
学会発表や学位試験等、本科や大学では中々でき
ない貴重な経験ができました。学位試験は「まじ
めにやっていればほとんどの人が受かるよ。」と
は言われても、やはり結果がわかるまでは不安で
いっぱいで、合格通知がきたときはとても嬉しく、
自分で学位を掴み取ったという充足感がありまし
た。

就職後も、学位があるというのはやはり強みで、
専攻科に入って良かったと感じています。

高専生活は長いようであっという間に過ぎてし
まいます。興味を持ったことにはどんどんチャレ
ンジしていって欲しいと思います。

7 年間に感謝して

エコシステム工学専攻 8 期
平成２3 年 3 月修了
現在 : 東京水道サービス㈱　施設
整備部施設整備第二課
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この度、和歌山工業高等専門学校におかれまし
ては、創立 50 周年を迎えられますことに対し、
心からお祝い申し上げます。

さて私は同校のエコシステム工学科を卒業し、
専攻科としては 3 期生にあたります。本科の時
に第一志望の企業に就職できなかった為、それな
らばより専門的な知識を学べる専攻科に進学しよ
うと考えました。今ではそれが良い選択だったと
感じています。

専攻科の魅力はやはり本科から継続して研究を
実施できること、そして先輩、後輩と研究を通じ
て同じ時間を共有化できることではないでしょう
か。私は研究が好きで、よく夜遅くまで実験もし
ていました。また定例の勉強会や、高専シンポジ
ウムなど対外的な場での研究発表にも参加させて
もらい、大変有意義な時間を過ごしました。研究
以外では、研究室の仲間の誕生会をサプライズで
企画していたことも良き思い出の一つです。この
ように、専攻科は様々な経験を積む事ができる素
晴らしいところであり、またこの経験が次の新天
地で力を発揮すると確信しております。

最後に、教職員の皆様や在校生並びに OB の皆
様の力で、和歌山工業高等専門学校が益々ご発展、
ご躍進をとげられるよう心よりお祈り申し上げま
す。

専攻科を振り返って
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卒業後、化学工場の設備管理として、
化学工学の知識だけでなく、機械、電気、
建築あらゆる分野の知識を学び、活用
しながら日々 仕事に精進しております。

エコシステム工学専攻 3 期
平成 18 年 3 月修了
現在 : 株式会社ダイセル
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知能機械工学科主任
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機械工学科の歩み
－平成元年から今日まで－

が設けられた（写真 1）。このようになった理由
は、教員と学生が空間と時間を共有することで、
意思疎通が円滑になり、教育的効果が高まるとい
うことだったらしい。この大部屋計画を聞いたと
き、「論文執筆に集中できないのではないか」、「学
生には聞かれては困るような保護者との電話がで
きないのではないか」、などを危惧したが、実際、
慣れてくれば論文執筆に集中することができ、機
密性の高い電話をするときは、学生に一時退室し
てもらうことで対処できた。何より学生と同室に
なることで会話が増えたことは、大部屋制度が有
効だという証でもある。

改修工事に伴うもうひとつの変更点として、機
械工学科棟 1 階にあった流体力学実験室の実習
工場（現 : ものづくりセンター）への移設、2 階
の物理実験室および 3 階の製図室の閉鎖がある。
製図室の閉鎖は、ドラフターを使った製図の必要
性と膨大な維持管理費を天秤にかけ、ドラフター
を使用しない、つまり製図室の閉鎖を選択したと
記憶している。ドラフターを製図するための単な
るツールと考えれば、必ずしもドラフターを使っ
て製図する必要がなく、方眼紙を使うことで手
書きの製図は可能だと判断した。また、この頃、
CAD による製図も始まっていたので（写真 2）、
1 年生では方眼紙を使った手書きの製図、2 年生
以降は CAD を使った製図という教育体系に落ち
着いた。

本校創立 25 周年（平成元年）以降の機械工学
科（現 : 知能機械工学科）に関する大きな話題を
挙げるとすれば、平成 15 年に実施された機械工
学科棟改修工事に伴う研究室・実験室の配置変更、
および平成 21 年における機械工学科から知能機
械工学科への学科改組に伴うカリキュラムの変更
になるであろう。ここでは、機械工学科の大きな
転機となった改修工事および学科改組について記
したい。

（1）機械工学科棟改修工事
校舎の耐震補強および教室の狭隘解消を主たる

目的として、平成 15 年、まず機械工学科棟から
改修工事が行われることになった。教員室の運用
について、これまで教員 1 人に 1 部屋が割り当
てられていたが、その個室制度を廃止、2 〜 3 名
の教官が大部屋に入ることになった。また、大部
屋には学生のためのスペース（主に卒業研究用）

（写真 1） （写真 2）
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う経緯がある。改組に伴うカリキュラムの変更に
ついては（表 1）、機械工学科の開設単位数は 97
単位であったが、知能機械工学科は 98 単位とし
た。開設科目の主な変更点は、メカトロニクス設

計（2 単位）を新たに開設し、工作実習（8 単位）
を工作実習（6.5 単位）とロボット創作実習（1.5
単位）（写真 3）に分け、電子制御（3 単位）を
電子制御Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ（合わせて 5 単位）にした。
制御・メカトロニクス系科目を増やしたことによ
り、当該分野を担当できる教員の採用を進めた結
果、現在の知能機械工学科の人員配置は、力学・
材料系教員 2 名、熱・流体系教員 2 名、情報・
制御系 3 名、設計・工作系 3 名、専門基礎 3 名
となっている。時の校長および学科主任の尽力に
より、全国にある高専機械系学科の中で比較的早
期に改組を実行し、時代に応じたカリキュラムを
構築することができた。

（2）知能機械工学科への改組
近年、ロボット技術に代表されるメカトロニク

ス分野の発展が著しく、本校でもメカトロニクス
関連教育を強化しようとする機運になってきた。
これを受けて、「幅広い産業における機器やシス
テムの設計、開発、研究、保守、操業等の業務に
おいて、創造的且つ主体的に取り組むための基礎
技術や制御・知能化技術を含めた総合力を身につ
け、日々進歩する科学技術を推進できる基本的知
識と知的好奇心を備えた機械技術者の養成」とい
う教育目標を掲げ、機械工学科を改組し、学生を
募集、平成 21 年 4 月より知能機械工学科第 1 期
生を迎え入れた。改組に先駆けて、学科名称につ
いての議論がなされた際、ロボット工学科とい
う斬新な学科名が候補に挙がったが、卒業生の就
職先がロボット関係企業だけではないということ
から、最終的に知能機械工学科に落ち着いたとい

（表 1）

（写真 3）
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電気情報工学科の現在と未来
－ Apple が電気自動車を売る日に備えて－
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起こり世界的な金融危機により急速に景気が悪く
なりましたが、卒業生の就職は求人数の落ち込み
が多少あったものの順調でした。日本の基幹産
業である電気・電子・情報産業はバブル後の失わ
れた 10 年で 1980 年代に隆盛を極めたことすら
忘れてしまうほどに勢いがなくなっていますが、
21 世紀はエネルギーと環境技術の時代であり、
エネルギーと情報技術およびエレクトロニクスを
有機的に統合したシステム技術の重要性がより増
してくる時代であると思います。電気情報工学科
の目指す人材像はまさにその分野において活躍で
きる人材をこれからも輩出していくことであり、
複合学科名称である電気情報工学科は非常に意義
深いものと感じています。

1980 年代に隆盛を極めた総合電機メーカー
はその成功体験から抜け出ることができず、80

年代半ばに主力の DRAM から CPU 製造への戦
略 転 換 を 果 た し た Intel や そ の CPU 上 で 動 く
ディスクベースの OS とその OS のアプリケー
シ ョ ン ソ フ ト 群 を 開 発 し た Microsoft、 ま た
XeroxPARC で開発された GUI を PC に実装した
AppleComputer のような変革を行うことが出来
ませんでした。1990 年代は日本企業が最も得意
とした高品質を実現する量産技術が Motorola や
GE といった米国企業において全社的な改善活動

（シックスシグマ活動）により標準化されグロー
バルでの量産・品質管理技術として一般化してい
きました。2000 年には IT バブルが終息して経
済はより混沌とした状態となりました。2008 年

電気情報工学科へ私が赴任したのは平成 19 年
でした。電気工学科から電気情報工学科へ名称変
更されたのが平成 16 年でしたので、電気工学科
を母体に情報工学を含めて複合学科としてから 3
年が過ぎていました。電気工学と情報工学を一つ
の名称とする学科名に当初は違和感を覚えながら
も、本校創立 50 周年となる平成 26 年で 7 年目
となります。この間、平成 20 年には電気情報工
学科棟の耐震工事・改装が行われ、現在の建物と
なりました。同じ年の秋にはリーマンショックが

電気情報工学科主任

ハイブリッド配電システム

情報系研究室風景
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事業内容が変わることも日常茶飯事です。
「幸運は準備された心に宿る」というパスツー

ルの名言のとおり、技術者としてイノベーション
を起こすために、技術の本質は知識であり、その
背後にある能力であることを再認識する必要があ
ると感じます。イノベーションは狙って確実に得
られるものではなく偶然にまた予想外の帰結であ
ることが多いですが、これには準備が絶対に必要
です。一方、企業は存続しなければならず、この
目的を最大化するために利用可能な資源をどう運
用するかの戦略として、短期的な成功・失敗を判
断基準とせず事前確率によって戦略を判断する必
要が叫ばれるようになりました。大数の法則には
背けないということでしょうか。

現在の日本の基幹産業である自動車産業は垂直
統合型の産業であり、部品メーカーが供給する部
品の「すりあわせ」が必要な産業です。しかしな
がら、エレクトロニクス化は急速に進んでおり、
特に今後主流になると見込まれる電気自動車では
産業構造が最終的に水平分業型になっていくので
はないかと予想されます。そのときには、Apple
や Google、日本の電機メーカーが電気自動車を
売る日がくるかもしれません。その日に備えて準
備できイノベーションを起こせる技術者を今後も
輩出していくことを電気情報工学科の目標とした
いと考えています。

秋（平成 20 年）にはリーマンショックが起こり
世界的な不況となりました。

日本企業の強みはデバイス品質と独自デバイス
の量産体制でしたが、最終製品を差別化できず、
液晶 TV を例とするとその技術分野の水平分業型
アーキテクチャへの転換を読み間違え設備投資競
争を強いられた結果巨額の損失を被りました。か
つては「材料を制するものはすべてを制する」と
教えられ、3 つの製品開発フェーズ - デバイスや
材料の「新しい機能の提案」がある製品、デバイ
スや材料を組み合わせて「新しい使い心地や使い
勝手の提案」がある製品、分野や国境を越えた

「新しいライフスタイルの提案」がある製品 - に
対応した製品開発を自社ですべて抱え込んで研究
開発を行ってきました。近年、テクノロジー企業
のハードウェア事業への参入が一般的になってき
ていますが、これは EMS の普及とインターネッ
トを基盤とした移動通信システムの統合というイ
ンフラの整備が進んだためと考えられます。もの
づくりの要素であるデザイン・製造・品質保証に
おいて、製造は EMS に委託し、世界で売れる製
品にするために何をどこまで汎用とするかを定義
しデザインに注力する。また、オープンイノベー
ションで新しい技術をデザインに取り込むととも
に、M&A により自社の研究開発プラットフォー
ムを強化・生産規模の拡大・ブランドの強化・販
路の拡大を行い、コア・コンピタンスを明確化し
グローバルかもしくはニッチ市場におけるグロー
バル・ナンバーワンを目指すといったことが普通
に行われるようになってきました。会社の名前や

学生実験室（1F 強電系実験室）
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物質工学科主任
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に与えられた仕事の 1 つが物質工学科への改組
と、もう 1 つが超電導型核磁気共鳴（NMR）装
置の導入といった、共に大型予算の申請に関わる
ものだった。特に前者は学科の生残りを賭けたも
ので、当然文部省には簡単には認めてもらえず、
これら 2 つの予算が同時に認められた平成 5 年
まで、かなりの時間を費やすことになった。

重要な仕事だとは分かっていても、当時の自
分には結果が出るまで 5 年と長期であったため
正直重荷でしかなかった。これほど何年も申請を
繰返すのは当時でも異例で、今であれば間違いな
く途中で見切りをつけられたと思う。その間、我
慢強くご支援とご指導を頂いた教員や事務職員の
方々には本当に感謝に堪えない。しかし、今では
どちらも普遍的なものとなり、私にとって当時の
仕事は掛け替えのない財産であり思い出となって
いる。

工業化学から物質工学への改組は、バブル期に
開花したバイオの分野を従来の工業化学の分野に
加えると言ったもので、文部省主導であったが独
自性に富み 4 年生から物質系と生物系の 2 コー
スに分かれるといったシステムは今もなお継続さ
れており、さらに新棟増設と教員の定員増まで含
まれていたので非常に大きな変化を伴った。特筆
すべきは、これを契機に土木工学科改組（平成 6
年）や専攻科新設（平成 14 年）など、次々と本
校にとって大きな変化がもたらされたことであ
る。また、推薦入試が平成 3 年に始まり女子学
生が急増したのも、創立初期からおられた学科の
顔とも呼べる重鎮の先生方が定年などで学校を去
られたのもこの頃からであった。

現在（物質工学科全盛期）
時は流れ、工業化学科卒の OB が教わったほと

んどの先生方は既に退職された。寂しくはあるが、
一方で改組後の物質工学科 1 期生が既に本校教
員として教壇に立っており、存じ上げるだけでも
私を含め本校に 2 名と他高専（旭川、東京、鈴
鹿 2 名、新居浜）に 5 名の教員を我々の学科か

昭和 39 年 4 月の本校設立と同時に、現在の物
質工学科の前身である工業化学科も誕生し、今年
50 周年を迎える。この間、我々の学科は工業化
学で 29 年そして物質工学で 17 年にわたり卒業
生を輩出して来た。

昭和の時代（工業化学科全盛期）
実は私自身も本校の工業化学科を卒業してい

る。当時の先生方には心苦しいが、昭和 53 年か
らの学生時代は部活が本業で余暇に勉強すると言
うスタイルで、とても学生の見本と呼べるもので
はなかった。世間は、オイルショックの影響で景
気も悪く、就職先も限られていたと記憶している。
今と違い当時は留年する学生が多く、5 年間で卒
業できた同級生は驚くべきことに入学時の半数で
あった。反面、学生同士の連帯感は強く、例えば
余裕のある者が留年しそうな同級生や後輩の勉強
を手伝うのは当り前で、寝坊して試験に来ない者
を、今のように携帯はおろか電話も満足に持って
いなかった時代で、走って近くの下宿まで起しに
行くことが何度もあった。

平成初期（工業化学科変革期）
大学へ編入学し、助手として本校に戻って来

たのは平成元年の春で、工業化学科は終盤を迎え
ていた。また、平成元年は設立 25 周年の式典が
行われた節目の年でもあった。学生時代に教わっ
た先生方のほとんどが在職されておられ、私の方
は大学院を出たと言っても気持ちは学生のままで
あった。そのような中で、本来の講義や実験以外

物質工学科の歩み
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そして実践された、一枚岩で学生指導に当たると
言う伝統は今も引継がれており、学生にとっては
ある意味迷惑なことかも知れないが、これは何物
にも代え難いものだと思う。現職の我々は一層身
を引締め歴史に甘んじることなく、良き伝統を未
来につなげる努力をしなくてはいけないと今更な
がら感じている。

最後に、公私共に特にお世話になった故橋本　
巌先生、そして学生時代から尊敬する先輩であっ
た故塩路修平先生に謹んで哀悼の意を表します。

ら輩出していることは喜ばしい限りである。
高専は設立当初から実践的技術者の育成を目標

に掲げ、実際多くの企業に卒業生を送り出して来
た。そして、大勢の OB が非常に高い評価を受け、
そのお蔭で今もたくさんの企業から求人を頂いて
いる。50 年の間にはオイルショック、バブル崩
壊さらに近い所でもリーマンショックなど危機的
な状況下で困難な時期もあったが、その度に県内
企業をはじめ OB の皆様のご協力でこれまで持ち
堪えることができたと考えている。

また、進学者数は年に 5~10 名と言う時代が長
く続いたが、10 年ほど前からは専攻科へ進む学
生も増え、物質工学科ではここ数年に限ると進学
者数が就職者数と同じか、上回る状況が続いてい
る。中には、大学院を出て将来は高専の先生にな
りたいと明言してくれる学生もおり、微笑ましく
思うと共に彼らを日々支えてくれている先生方に
は頭が下がる思いである。

未来へ
改めて思うのは、先輩教員の皆様がご苦労され NMR 装置の導入（平成 7 年撮影）

物質工学科１期生（平成８年春撮影）
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環境都市工学科主任

靏
つる

巻
まき

　峰
みね

夫
お

たことが特筆
される（参考
例　 写 真 2）。
拡充は所属教
員の専門分野
のほぼ全領域
にわたってい
る。

2. 教育課程
教育課程（カリキュラム）は、この 45 年間で

6 回改定が行われている（図 1）。実学的な教育

を目指す高専の特徴である実習・実験及び卒研を
含む総合科目とともに構造系の科目が重視されて
いる。コンピュータの必要性から数値情報処理系
の科目が徐々に増加されるとともに改組に伴い平
成 13 年度以降、環境系の科目の増設も行われた

（測量実習の様子　写真 3）。
専門科目に

おける必修科
目は初期に比
較的単位数が
多く、平成元
年から平成 3
年入学生に適
用された課程

では開設 97 単位中 78 単位が必修となっている
が、現状では開設92単位に対して60単位となり、
学生の自主性の重視と負担の軽減が考慮されてい
る。今後も時代の要請に応じて改定が必要であり、

1. 概要
環境都市工学科は本校の開校に遅れること 5

年、昭和 44 年 4 月に土木工学科として開設され
た。したがって本校 50 周年の今年度は学科創設
45 周年に当たる。平成 6 年度に名称を現行に変
更のうえ改組されて今日に至っている。ただし、
英語名称については現在でも「Civil Engineering」
を用いており、学科創設以来の基本的スタンスは、
下記の求める学生像のように変わっていない。
①街、道、川、港、橋などを作ることや、私た

ちを取り巻く環境問題に関心が高く、将来この
分野の仕事をしたいと考えている学生

②理科や数学が好きで、さらに知識を深めたい学生
③何よりも強い学習意欲を持って高専生活を送る

ことのできる学生
④自分の考えを言葉や文章で説明できる学生

校舎は、他の 3 学科の学科棟が改修された一
方で当科の計画はあったもののトイレ等の改修等
一部の改修にとどまっている（写真 1）。実験・
実習設備については徐々に設備補強が進んでい
るが、平成 23 年度末の大型予算で拡充がなされ

環境都市工学科の歩み
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（写真 1）

（写真 2）

（図 1）

（写真 3）
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競技風景　写真 4）。
研究の分野では、平成 23 年度に 2 名の学生が

土木学会教育賞を受賞している。

5. 進路
卒業生の進路の推移を 5 年ごとにまとめてみ

た（図 2 参照）。就職先の分類は公務員（国、地
方自治体）、公共サービス（電力、ガス、鉄道、
道路、水資源等）、建設会社、コンサル（建設コ
ンサルタント、測量等）、建設資材関連（鉄鋼、
セメント、コンクリート製品等）、その他とした。

進学が徐々に増加して平成 11 年度以降ではほ
ぼ 1/3 で推移している。

就職先としては近年 JR をはじめとする公共
サービスに分類される企業への人気が高い。これ
らは本を正すと公社、公団等の公営企業であり、
安定志向の表れと考えることができる。同じ安定
性があっても公務員については就職決定時期や求
人数の絶対数の関連で学生としては選択しにくい
ものと考えられる。

喫緊の事項としては高専機構から示されたコアカ
リキュラムへの対応が必要となってきている。

3. 教員
教員は初年度入学生が卒業した昭和 48 年度で

は 10 名であった。現状は 11 名でありほとんど
人数的に変化はないが、専門分野別に見ると、昭
和 48 年度では構造系 3 名、材料、地盤、水理
系がそれぞれ 2 名、計画系が 1 名となっている。
平成 25 年度での構成では、構造系、材料系、地
盤系、環境系がそれぞれ 2 名、水理系、計画系
と物理が 1 名である。環境系の教員は平成 15 年
度と 17 年度にそれぞれ社会人を採用した。また、
学校の方針で従前は総合教育科配属となっていた
物理が専門の教員を当科のスタッフとして平成
25 年度に迎えている。専門課程の教員のみでは
特に低学年の学生の情報が不足する場合があり、
その点でも重要な戦力と言える。

当科の教員の特徴として、国や県、市町村が
設置する諮問委員会への参加による社会貢献があ
り、他の学科の教員にはあまり見られない形の貢
献を行っている。国の常設委員会では国交省近畿
地方整備局和歌山河川国道事務所流域総合評価委
員会、県では和歌山県事業再評価委員会、市町村
では御坊市都市計画審議会など、他に臨時の委員
会へ多数貢献している。

4. 学生の活躍
土木系の学生が挑戦できる競技会として「全国

高等専門学校デザインコンペティション」（高専
デザコン）がある。構造部門、空間デザイン部門、
環境デザイン部門、ものづくり部門があり、構造
部門以外は開催が年度によって多少異なる。当学
科の学生は構造部門は継続的に参加しており、他
の部門にも参加している。平成 21、22 年度には
優秀賞（最優秀賞に次ぐ 2 位）に輝いている。
また、近畿高校土木会が開催するコンクリートカ
ヌー大会に毎年度参加しており、平成 23 年度に
は総合 3 位に入賞している（コンクリートカヌー
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副校長

森
もり

川
かわ

　寿
ひさし

総合教育科の歩み

には、社会科、数学、英語、ドイツ語をそれぞれ
1 単位ずつ減らし、芸術は音楽と美術の 1 単位ず
つであったが美術を廃止して音楽だけとした。一
方、理科教育を充実させるために「生物」1 単位
を新たに開設した。

平成 10 年頃から、全校的に教育内容の見直し
を図る議論が活発化した。一般科目と専門科目に
おける授業内容の連携が大きな論点となった。そ
の数年後から、数学教育は、電気工学科（当時）
では原則として専門教員が担当することになって
現在に至っている。また、物理は機械工学科、化
学は物質工学科が中心となって科目の授業計画を
立てて教員を配置する体制にもなった。

平成 13 年度には、進級規定の改正に伴って、
科目の単位を分割して、それぞれの授業目標と内
容を分かりやすくした。例えば、社会科では、1
〜 3 年で世界史、日本史、政治・経済各 3 単位
としていたが、それぞれ 2 単位とし、残りの 1
単位で 1・2 年では「環境と社会」、3 年では「倫
理」を開設して、現代社会の動向に対応して社会
人として必要な教養を身につけるようにした。

和歌山高専の学生は 4 つの専門学科のいずれ
かに所属していて、表向き総合教育科に所属する
学生は一人もいない。しかし、総合教育科が提供
する一般科目を全学科の学生が履修し、その必
修科目が 75 単位と、卒業に必要な 167 単位の
約 45% を占めていることを考えると、実質、高
専生全員が総合教育科にも所属していると言えよ
う。その教育は、幅広く深い教養および総合的な
判断力を培い、豊かな人間性を涵養することを目
標としている。一般科目を通して、学生は、専門
学科の知識・技能を修得するための基礎学力を構
築するだけでなく、国内外の急速な変化に柔軟に
対応し、自ら問題を発見して解決に努力する社会
人として必要な人間力を身に着けることが期待さ
れている。本稿は、学生の実態や文部科学省、産
業界など社会の要請に合わせつつ、一般科目教育
が技術者教育の基盤を形成するためにどのように
成長してきたかを振り返り、将来を展望するもの
である。

創立 25 周年式典を挙行したのが平成元年で
あったので、50 年史の後半はまさに平成の歴史
であり、それは大幅なカリキュラム変更で始まっ
た。まず、平成元年度には、それまで 6 単位あっ
たドイツ語のうち、2 単位を「外国語（Ⅰ）〜（Ⅳ）」
という選択必修の科目に振り替えて、英語とドイ
ツ語の 4 種類の科目から選ぶことにした。これ
により、5 年生でも英語を続けて学習したいとい
う学生の要望に応えることができた。次に、設置
基準の大綱化で卒業に必要な単位が見直されたの
で、平成 4 年度から単位数を調整した。具体的

授業風景（体育）

授業風景（世界史）
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国語教員が 2 科目ずつを担当している。さらに、
平成 20 年度には 5 年生を対象に選択科目「知的
財産権」が開設され、企業人として必要な法令の
知識を教授することになった。

3 年生対象の国立高等専門学校学習到達度試験
は平成 19 年度に数学で開始され、翌年物理が加
わった。本校では、当初あまり振るわなかったが、
数学および物理担当教員が試験対策に尽力した結
果、近年では全国の平均点を上回る成績を上げる
ようになった。

海外からの留学生が円滑に本校の授業に溶け込
めるように、一般科目でも特別なカリキュラムを
設定している。昭和 63 年度に最初の留学生を受
け入れて以来、3 年次の国語と社会科、さらに 4
年次の社会科の科目を、「日本語」と「日本事情」
という留学生用の科目に置き換えて、外国人が日
本社会をよく知ってもらえるように配慮してきた。

平成 11 年度から、一般科目でも公開講座を開
始した。当初は御坊市中央公民館だけで開いてい
たが、17 年度からは和歌山市の県立図書館文化
情報センターでも開催している。専門学科の公開
講座ほど受講者は多くないが、息長く続けている。

平成 25 年度から、教員集団名を一般科目から
総合教育科に改めた。名称の改正は、少子化の傾
向とともに学力にばらつきの出てきた学生たちが
21 世紀の国際的技術者に育つためには、その基
盤となる知力、体力、社会人として必要な教養を
総合的に涵養するように、教員全体が一丸となっ
て努力を続けていく決意の表れである。

なお、現在では 2 年生の 1 単位は「現代の世界」
と内容を改めている。他の教科でも、数学では各
学年を「α」と「β」に分割して、それぞれの科
目で担当する分野を明らかにしたし、各学年で一
括りにしていた英語も、「英語総合」「英文法」「英
会話」「英作文」と分割した。なお、平成 25 年度
から施行された高等学校指導要領に配慮して「英
作文」を「英語表現」に改めて今日に至っている。

平成 14 年度には専攻科が発足し、一般科目と
して「時事英語」「実用英会話」「現代アジア論」「ビ
ジネスコミュニケーション」「テクニカルライティ
ング」が開設され、後に「技術者倫理」が加わった。
科目名から推察できるように、専攻科では、国際
的コミュニケーション力と技術者としての倫理性
の涵養のために貢献している。専攻科 1 年生には、
発足 1 年目から年 2 回 TOEIC IP テストを実施し
て、実践的英語力の養成と意欲増進に努めている。
TOEIC は、次で述べる 5 年生「英語 A」履修生
にも実施し、平成 21 年度からは、4 年生全員に
受験させて卒業後に求められる実践的英語を実感
させている。

平成 16 年度には、必修単位であったドイツ語
を「第 2 外国語 A 〜 C」として 4 〜 5 年生で合
計 5 単位の選択科目とし、学生がドイツ語、フラ
ンス語、中国語の 3 か国語から選べるようにした。
合わせて、英語とドイツ語から選べるようにして
いた 5 年生の「外国語（Ⅰ）〜（Ⅳ）」の代わり
に英語のみの選択科目「英語 A・B」を開設した。

また、同時に 5 年生で選択科目として開設さ
れた「地域と文化Ⅰ〜Ⅳ」では、社会科教員と外

授業風景（英語）

公開講座（平成 24 年 9 月）
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てきています。

【JABEE・機関別認証評価の認定】
欧米で始まった工業教育の質の保証の流れに呼

応して、日本技術者教育認定機構（JABEE）が発
足し、工科系大学が認定を受け始めました。それ
に合わせて専攻科も、本科 4、5 年と専攻科を併
せた 4 年間で認定を受けることになりました。

専攻科が JABEE 認定を受けるようになった時
期と相前後して、法律で義務づけられた機関別認
証評価の受審も始まりました。本校は平成 18 年
に機関別認証評価を受審し、高等専門学校評価基
準を満たしていると認定されました。翌平成 19
年には「地域環境デザイン工学」の教育プログラ
ムで JABEE の基準を満たしていると認定されま
した。

これら二つの認定に共通しているのは、教育の
質の保証と社会への説明責任でしょう。教育目標
や卒業生像を明確にすることで、教育機関として
の役割や使命を明確にし、また成績評価の根拠等
を明らかにすることで、どのような指導をしてい
るのかを社会に示すことになったのです。

【学位問題】
大学と同じ 22 歳まで教育を受けた専攻科修了

生は、大学評価・学位授与機構にレポートを提出
し、試験に合格することで「学士」の学位を取得
することができます。これにより専攻科修了生は、
社会的に大学学部卒と同等だと認められたことに
なります。

大学が自分達の判断で学生に学士を与えるのに
対して、専攻科修了生は外部機関に個人で申請し、
学士を取得する必要があるのです。申請の時期が
早い、認定決定が遅い等に加え、当初は試験に落
ちても、その理由が明確でない等、多くの問題点
がありました。中でも指導した学校で判断できな
いことは、教育上大きな支障となっていました。

どこの大学でも出している「学士」を、自分
達の判断で出せないという現実は、上記の表面的

【専攻科設置と歩み】
平成 9 年に赴任された興地斐男校長から専攻

科設置の検討を指示され、機械工学科の坂田光雄
先生と共に専攻科設置プロジェクトを立ち上げま
した。当時は「専門学科の助教授以上の 1/2 以
上が博士号を持っていること」という、今では当
然のことのようにクリアしている文部科学省の専
攻科設置の条件すら満たせていませんでした。

在籍教員の博士号取得の推進や学科間の異動
等、考えられることをすべて実行した結果、平成
14 年 4 月に「メカトロニクス工学専攻」と「エ
コシステム工学専攻」の二つの専攻からなる専攻
科が設置されました。最初の専攻科が奈良高専と
新居浜高専に設置されてから 10 年後のことでし
た 1）。

当初は、専攻科の授業だけでなく、外部単位の
取得が義務づけられる等、独立性が担保されてい
るのかどうか、怪しいものでした。しかし多くの関
係者の努力によって、外部単位も不要になり、徐々
に成熟した教育システムが構築されてきました。

知名度の低さから心配された就職や進学も、進
路担当者の努力により、今日まで決定率 100%
を維持しています。最近では専攻科の欄を設けた
求人票が当たり前になり、専攻科修了生だけを対
象にした求人も珍しく無くなってきました。進学
でも旧帝大等の有名大学の大学院への進学も増え
てきました。また幾つかの大学院と推薦入学協定
を結ぶこともでき、修了生の進路も徐々に広がっ

専攻科長

藤
ふじ

本
もと

　晶
あきら

専攻科のこれまでの歩みと今後への期待
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究実績があるからと言って、専攻科修了生に修士
を与えろというのは、余りにも無理筋です。そこ
で学士や修士といった既存の尺度ではなく、確固
たる理念の下で 2）独自の称号を検討しても良い
ように思います。

【今後に向けて 3）】
大学の評価は主としてその大学の最高学年の成

果、すなわち博士課程の学生の研究成果が目安に
なるでしょう。同じように高専では、専攻科生が
どのような研究成果を出しているかで、その高専
が評価されるのです。その意味で専攻科の持つ意
味は、単に 2 年間の教育システムが付け加わっ
た以上に大きいものがあります。

専攻科でどのような研究をし、どのような成
果を上げるかが、これまで以上に問われるでしょ
う。このときの成果は、既存の大学と同じである
必要はありません。むしろ大学とは異なる、高専
だからできる、高専の特色を前面に出した成果が
必要になるのです。高専の特色を持った研究成果
が次々と出てくる、それが専攻科の高度化だと考
えます。

高専に専攻科が設置されてまもなく四半世紀が
過ぎようとしています。専攻科の設置は高専設立
以来の最も大きな変革であり、大きなインパクト
を与えたことは間違い無いでしょう。この専攻科
をどのように発展させられるかが、高専の今後に
大きな影響を与えるものと思います。今後の専攻
科が高専全体にとってよりよい方向に進むことを
願っています。

1）藤本晶 ,“10 年遅れの専攻科設置 ”, 和歌山
高専学園だより , 第 66 号 ,p.5.

2）藤本晶,“専攻科にも明確な『理念』が求めら
れる”,日本高専学会誌,Vol.17,No.2,pp.62-63
（2012）.

3）藤本晶 ,“ 専攻科の発展に期待する　−
解決すべき課題と将来への展望− ” 日本高専
学会誌 ,Vol.18,No.1,pp.3-7（2013）.

な問題だけでなく、教員やそこで学ぶ学生のモチ
ベーションに直結する問題なのです。幸いなこと
に多くの方の努力によって、認定を受けた高専で
は平成 26 年度専攻科入学生から、高専の判断で
学位を与えることが実現する予定です。

【改善すべき問題】
専攻科修了によって学士の学位が取得でき、

JABEE の認定を通じて専攻科修了生は国際的に
も大学卒程度と認められるようになりました。し
かしこれは高専にとって必ずしも良いことばかり
では無いと考えています。

その最も大きな問題は、専攻科が大学学部卒と
同程度だと社会から認定されることが、高専本科
の立ち位置を下げかねないことなのです。専攻科
修了生が学部卒と同程度なら、専攻科修了生より
教育期間が 2 年短い本科卒業生は学部卒よりも
到達レベルが低く見られるのです。

高専は今日まで、「専門領域において大学学部
卒」を目指してきました。学部卒程度の力を持っ
た本科卒業生に、更に 2 年の専門教育を行った
専攻科修了生は、学部卒を超える実力を持ってい
ても不思議ではありません。専攻科修了生が学部
卒と同等だとすることが、肝心の本科の立ち位置
を下げているのです。これが専攻科設置に由来す
る最も大きな、そして改善すべき問題だと考えて
います。

【専攻科への期待】
色々な問題があるとしても、専攻科の設置は和

歌山高専にとって大きな変革をもたらせました。
その最も大きなことは、研究水準の向上でしょう。
専門学科ではほぼ全員が博士号を持つようになり
ました。それに加えて、本科の卒業研究と専攻科
の特別研究を合わせて 3 年間にわたって同じテー
マで研究を続ける学生が出てきました。

これは年齢が 2 歳若いことを除けば、専攻科
修了生は研究面で修士課程に匹敵する実績を持っ
ていると言っても過言では無いでしょう。勿論研
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教務主事

米
よね

光
みつ

　裕
ひろし

高専の育成する人材像も、時代の変化に伴い、
設立当初の「中堅技術者」から「発想力豊かな実
践的技術者」（「21 世紀の大学像と今後の改革方
策について」（答申）大学審議会 1998 年 10 月）、

「工学基礎教育、体験重視型の早期創造教育・人
間教育により、基盤となる幅広い知識・技術とと
もに、特定の専門工学領域において基礎的知識・
素養をしっかりと身につけた実践的・創造的技術
者」（「高等専門学校教育の充実について」（答申）
中央教育審議会 2008 年 12 月）と変化してきた。
本校の現在の教育研究理念もこれに沿った内容と
なっている。

近年、高等教育機関の質の保証が国際的に重要
視されてきている。本校は、2006 年に独立行政
法人大学評価・学位授与機構による機関別認証評
価で高等専門学校評価基準を満たしていると認定
された。この機関別認証評価は 7 年以内毎に受審
することが義務づけられているが、本校は 2013
年にも引き続き認定された。また、2007 年には
本科 4 年生から専攻科 2 年生までの 4 年間の教
育が「地域環境デザイン工学」教育プログラムと
して、日本技術者教育認定機構（JABEE）の認定
基準に適合していると認定された。 JABEE は技
術者教育認定の国際的枠組みであるワシントン協
定に加盟していることから、その認定は、工学系
高等教育機関で行われている技術者教育の国際的
な質の保証といえる。本校では 2012 年にも引き
続き認定された。以上のことから、本校は工学系
高等教育機関としての質が国際的にも保証されて

高等専門学校（以下、高専）は、1962 年、日
本の高度成長期の工業発展を支える中堅技術者育
成のため、「深く専門の学芸を教授し、職業に必
要な能力を育成することを目的」（学校教育法第
115 条第 1 項）に、中学校卒業者を受入れる 5
年制の高等教育機関として全国的に創設された。
和歌山高専はその 2 年後の 1964 年に、機械工
学科、電気工学科、工業化学科の 3 学科で発足
した。1969 年には土木工学科を新設した。

和歌山高専は今年度創立 50 周年を迎えたが、
創立以来多くの優秀な技術者を輩出し、各方面か
ら高い評価を受けている。しかし、その間に国内
外の社会・経済情勢は大きく変貌し、特に工学分
野では、ロボット、情報、バイオ、環境等に関す
る技術が急速に発達し、それらを活用した産業が
発展してきた。本校ではこの変化に対応するため、
1993 年に工業化学科を物質工学科に改組し、化
学分野に加えてバイオ分野の科目を増やして物質

（化学）と生物の 2 コース制を敷いた（写真 1）。
1994 年には土木工学科を環境都市工学科に改組
し環境分野の科目を整備した。2004 年には電気
工学科を電気情報工学科に改めて情報工学分野の
科目の充実を図り、2009 年に機械工学科を知能
機械工学科に改めてロボット工学分野の科目を充
実させた。これら高専本科の学科の改編とともに、
2002 年には高専本科卒業生が更に高度な知識や
技術を修得できる専攻科（メカトロニクス工学専
攻、エコシステム工学専攻）を設置し、7 年一貫
の高度技術者教育システムを構築した。

教務関係五十年の歩み

（写真 1）生物系科目を取り入れ改組した物質工学科
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移している。しかしながら、30 年前の入試倍率
（2.5 倍）に比べると大きく低下しており、入試
倍率の維持は今後も大きな課題となるであろう。
なお、本校では 1 年次入学以外に、3 年次に外国
人留学生を 1 ~ 3 名、4 年次に高等学校卒業生を
数名、編入生として毎年受入れており、優秀な学
生の確保に努めている。一方で、本校全学生数に
対する女子学生数の割合は、物質工学科及び環境
都市工学科の改組をきっかけに大幅に増加し、現
在では約 14% となっている。今後、女子入学志
願者数の増加が優秀な学生の確保の鍵になると思
われる。

卒業生の進路について、本校本科の目的は技術
者人材を世に送り出すことであるが、一般的に高
学歴化が進む中、本校においても進学率が徐々に
増え、現在では卒業生の 4 割強が本校専攻科ま
たは大学の理工農学系学部（3 年次編入）に進学
している状況で、多様な進路となっている。

以上、本校の教育組織、育成する人材像、教育
の質の保証、入学者の確保、進路の多様化につい
て、変遷の概要を述べた。今後益々進む技術革新、
グローバル化、少子化、財政減少等の社会・経済
情勢の変化の中で、社会から今以上に必要とされ
る魅力ある和歌山高専に進化するためには、現在
の教育活動の充実に加え、国際的に活躍できる人
材や持続的な社会発展に貢献できるイノベーショ
ン人材の育成の工夫、また地域や産業のニーズに
応える融合複合分野への教育研究内容の展開な
ど、たゆまぬ改革が必要である。

いる。
本校の教育の質を維持・向上させるためには、

教育システムの充実と同時に優秀な学生の確保も
重要である。そのためには基本的に入試倍率（受
験者実数 / 合格定員）を高くする必要がある。し
かし、日本の人口は 2004 年をピークに減少に転
じ、高専を受験できる全国の中学 3 年生の数も
2004 年の約 131 万人から 2014 年は約 120 万
人まで減少した。和歌山県においても中学 3 年
生 の 数 は 2004 年 の 10,888 人 か ら 2014 年 の
9,877 人まで減少している。このような少子化の
流れの中で入試倍率をいかに高く維持するかが課
題である。

本校では、先述の学科改組に加えて、学校説
明会やオープンキャンパスの実施、教員による中
学校への広報活動、公開講座や出前授業並びに女
子学生対象宿泊型高専体験プログラムの実施等の
努力を重ねてきている。また、入試方法につい
ても検討を行い、2005 年度から新たに AO 入試

（Admission Office 入試、現体験実習入試）を全
国の高専に先駆けて導入した。現在では、中学校
長推薦入試（合格定員の 30% 程度）、体験実習入
試（同 20% 程度）、学力入試（同 50% 程度）の
3 種の入試を実施して、多様な技術者人材の確保
に努めている。これらの努力により、最近 10 年
間の入試倍率には、年度による変動はあるものの
顕著な減少傾向は見られず、おおむね 1.5 倍で推

（写真 2）認証評価認定証および JABEE 認定証
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寮生および寮生会役員に対する指導等がある。こ
の他、平成 16 年からの 5 年間に限っては、中国
の上海電機学院と本校との短期交換留学を取り纏
める国際交流委員長を兼務した。

2. 寮生の指導体制
寮生の日常生活における指導の多くは専任の

寮監の業務に含まれていたが、上記のように平成
14 年に変更された後は、全教員が指導当直を交
代制で担当する制度が取り入れられ、指導当直で
は低学年の寮生の指導に重点を置いてきている。

これとは別に寮生自身による 2 つの指導体制
が代々継承されている。その 1 つが寮務主事推
薦で校長が任命する指導寮生の制度であり、もう
1 つが寮生から選出され校長が任命する役員で組
織される寮生会である。この内、寮生の生活指導
に当たる指導寮生制度は寮生の日常生活を支える
上で大きく貢献している。本制度に関しては、平
成 7 年に初めて実施した他高専寮の視察とそこ
での交流会が当時の指導寮生に大きな意識改革を
呼び起こしたといわれ、以降の彼らの目覚ましい
活躍が良き伝統となって今日の指導寮生に受け継
がれている。一方、寮生会の方は、寮内での広報
や環境整備、またレクリエーション等のイベント
を企画する等の活動を行い、寮生の交流を推進す
る組織としてその役を立派に果たしている。

3. 清掃と生活指導　
「ぴかぴかだった廊下が土足で汚され、再度ぴ

かぴか状態にしても程無く土足で汚される…」こ
の言葉が、寮の清掃を業者が年 3 回行っていた
当時の状況を表し、過言とは言い切れない過去が
あった。現在は視察者も多く訪れ模範寮としての
評価が高いが、この間にはターニングポイントと
なる何かがあったと考えられる。平成 7 年から
の数年の間に、指導寮生による他高専寮の視察、
共有スペース清掃の業者から寮生自身への切り替
え、グリーンキーパー制度の導入等、新たな試み
が次々に実施された事、同時に、歴代寮務主事を

はじめに
昭和 39 年 4 月に新入生男子 77 名を迎え入れ

運用開始した学生寮は、昭和 43 年、寮生からの
応募を元に「柑紀寮」と命名された。平成元年に
は総勢 510 名（男子 499 名、女子 11 名、この
内留学生は男子 3 名）と収容者数を拡大、その
25 年後となる本年 9 月には 8 号館の新たな運用
に伴い、総勢 570 名（男子 491 名、女子 79 名、
この内留学生は男子 6 名、女子 2 名）を収容す
る全国有数の大規模寮として再スタートする。平
成元年から現在に至る間には、寮監業務の教員分
担、専攻科新設、国際交流事業の開始、女子学
生および留学生数増加への対応、保安対策の強
化、設備の近代化、居室の個室化等、本校や社会
の変化に応じた様々な取り組みが学寮において行
われてきた。これらの取り組みを交えながら、創
立 25 周年に当たる平成元年以降の「学寮の歩み」
を以下の 5 項目に分けて振り返る。

1. 学生寮の運営体制
学生寮の運営は、昭和 42 年に導入された寮務

主事を中心とする体制（図 1）を基本的に引き継
いでいる。但し、昭和 48 年から採用された寮監
1 名の業務は平成 14 年 11 月より全教員で分担
する事に変更となった。また、3 名であった寮務
主事補は平成 26 年から 4 名に増員された。寮務
主事は、寮務主事補、学生課長、寮務係長および
学寮委員等の学寮委員会メンバーと綿密に連携し
ながら寮運営の任に当たっている。その業務内容
の主なものに、学寮委員会開催や次に記した指導

学生寮の歩み
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専攻科生受け入れ開始の平成 14 年から、専攻
科 1 年生に対する部屋を 6 号館内に確保し、希
望者全員の入寮を可能にした。女子寮は管理室と
共に場所を移動させ、当初 7 号館にあったもの
を、平成 4 年に 2 号館の 3 階全部と 2 階の半分へ、
平成 7 年に 2 号館全体に拡大、平成 19 年には耐
震化工事に伴い全面改修した 1 号館へと移した。
さらに、本年からは 7 号館を第 2 の女子寮とし
て運用する事も始めた。留学生対応では、男子は
6 号館 1 階に、女子は女子寮 1 階に部屋を確保し、
平成 21 年には、男子留学生専用の調理室が手狭
となったため、調理室を 2 室に増やした。毎年、
対応に苦慮してきた入寮希望者の定員超過問題に
ついては、本年、待望の 8 号館が竣工する運び
となり、解消に大きく貢献するものと期待されて
いる。さらに、これに合わせて 3 人用の部屋は 2
人用となり、柑紀寮は全館が個室と 2 人部屋の
みからなる学生寮に生まれ変わる。

あとがき
寮内の寮事務室を拠点に、寮生の傍らにて寮

生と多くの時間を共有する寮務係長をはじめ寮ス
タッフの皆さんの献身的な働きなしで、今日のよ
うな柑紀寮の実現は難しかったと思われる。この
場をお借りし感謝申し上げます。

中心に指導寮生研修会や全寮生対象の定期生活指
導等が精力的に行なわれてきた事等と無縁ではな
いと思われる。

4. 寮食堂と寮設備
平成 14 年、食堂業者選考に関し、一般競争入

札では順位がつかない事態への対応として試食審
査が導入された。審査には学寮委員会メンバーの
他、寮生の代表数名も参加し、食に対する関心を
高める効果をもたらしている。1 日 3 食の費用は
永らく 665 円と全国でも有数の低価格を維持し
てきたが、寮生からの内容充実に対する要望も
あって、平成 25 年からは 725 円に変更した。

寮の設備については、IH（平成 18 年）、エア
コン（女子寮は平成 19 年、男子寮は平成 23 年）、
学寮内ネットワーク（平成 25 年）等が順に整備
され近代化が一段と進んだ。また、鍵の電子化お
よび監視カメラの整備等による保安設備の強化が
毎年のように進められ今日に至っている。

5. 入寮希望学生増加への対応
平成元年以降、専攻科新設による学生数の純増、

女子および海外からの学生の全寮生に占める割合
の増加、入寮希望者の大幅定員超過といった状況
があり、次のような対応が行われた。

校長

学寮委員会

図1　管理運営の体制組織図（平成14年より）

寮務主事補 指導当直教員各学科委員

学生課長

寮務係長

寮務係

事務部長

寮務主事

寮生会役員 指導寮生

一般寮生
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厚生補導の歩み

るものの本来業務を圧迫しかねない状態の改善が
課題である。外部人財・内部人財に活躍して貰え
る環境整備を進めていく必要性を痛感している。

これまで、クラブ活動等は夜間（21:00 まで）
練習を認められてきたが、学生の本分は勉学にあ
ること、学寮の日課（自習時間）との整合性を持
たせるために、今年度より 19:00 までに変更した。
高専体育大会

女子学生の増加（本科生 113 名 : 外国人留学
生 2 名を含む）に伴い、バレーボール部および
バスケットボール部においては、女子チームが結
成され高専体育大会でも活躍するなど女子の活躍
が著しい。平成 4 年の完全週休 2 日制の導入に
伴いクラブ活動時間が減少したこと等による一時
の低迷期を脱して、近年地区大会を勝ち抜いて全
国大会に出場するクラブが増えていることは大変
嬉しいことである。

補導・交通安全
昨年度、外国人留学生（私費留学生）による刑

事事件が発生し、退学処分が下されたことは遺憾
である。

近年、倫理観の欠如した SNS の利用、犯罪への
悪用等ネットに係る犯罪等が社会的な問題となって
いる。学生においては、無断で他人の写真や情報
等を投稿したり、自分の情報を無造作に掲載する
などが多発する状況にある。SNS に関する講演会
を複数回開催するなど対応しているところである。

交通違反、交通事故については減少傾向が窺え
るものの、数年に一度程度死亡事故が起こっており、
交通安全講習会や二輪車安全運転講習会を開催す

二十五周年記念誌（平成元年 11 月刊行）にお
いては、厚生補導関係には 25 ページが割り当て
られているがその内のほとんどをクラブ・同好会
関係で占めている。五十周年記念誌では、クラブ
活動は別項目としてまとめられるとともに、体育
大会関係の結果等については、資料編にまとめら
れることから厚生補導としては 2 ページの割り
当てとなる。なお、十周年記念誌においては厚生
補導関係としてのページは設けられていない。

厚生補導の目標は「学生の人間形成」にある
とされるのは創設時より変わらないと認識して
いる。現行の厚生補導委員会規則は、平成 5 年
4 月に制定（最近改正 16 年 4 月）されたが、39
年度の設立当初より現在まで厚生補導委員会とい
う名称は変わっていない。 

以下、二十五周年記念事業以降の特筆すべき事
項や学生の動向について触れたい。
体育施設の計画的更新について

体育施設・設備の老朽化による安全性・機能性
の低下が近年の大きな課題となっている。これは、
本校のみならず全高専共通の悩みである。今後、
応急的対策とともに計画的な整備・更新を推進し
ていく必要がある。
課外活動について

現在、体育系 20 クラブ、文科系 11 クラブ、
その他ボランティアやコンテストなどの 7 グルー
プがあり、概ね活発に活動している。一方、クラ
ブ数の増大に歯止めがかかっていない状態であ
り、活動場所の確保とともに、引率指導等活動に
対する顧問の業務が増え、複数体制で指導してい

中
なか

本
もと
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じゅんじ

次
学生主事
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している。また、近畿地区 7 高専では、人権教育
推進連絡協議会を毎年持ち回りで開催している。
進路対策

学修時間の確保および外国留学の推進等を目的
として、平成 27 年度卒業生から就職活動にかか
る「広報活動」は 3 月以降、「採用選考活動」は
8 月以降に後ろ倒しされることとなった。今年度
については例年通り（広報活動 12 月、採用選考
活動 4 月）で進路指導は順調に推移しているが、
来年度については不透明なところもあり、情報収
集に努めているところである。
優秀学生表彰
「卓越した学生に対する平成 24 年度授業料免

除について」平成 24 年 3 月付の高専機構理事長
裁定を受けて、5 年生 1 名を選考する申し合わせ
を制定して対応するとともに、同年度末に制定さ
れた「独立行政法人国立高等専門学校における卓
越した学生に対する授業料免除について」の理事
長裁定が施行されることとなった。
防災対策　

平成 23 年 3 月 11 日に発生した東北地方太平
洋沖地震とそれに伴う巨大津波による甚大な災害
及び同年 8 月 25 日に発生した台風 12 号による
豪雨災害はいずれも激甚災害に認定される大規模
で壊滅的な被害となった。それ以降も集中豪雨に
よる甚大な災害が連続して起こったことを受け
て、平成 25 年 8 月 30 日から気象庁においては「特
別警報」が運用されることとなった。また、近い
将来起こるとされる南海トラフによる巨大地震に
対する防災に関する関心の高まりを受けて、防災
力強化を図るべく取り組みを開始した。その一環
として、平成 25 年度に和歌山高専オリジナルの

「大地震対応マニュアル」を全員に配布するとと
もに、常に携行させ常日頃から災害時に即応でき
る心構えを求めている。さらに、授業時間中にお
ける避難、クラブ活動中の避難および学寮におけ
る夜間避難のための訓練を実施し、24 時間をカ
バーできる体制としている。また、平成 26 年度
より安否確認システムを導入し、運用を開始した。

るなど安全意識と技術の向上に取り組んでいる。
高専祭

高専祭は、昭和 41 年度から学生の自主活動の
場として始まった。以来、学生会の最大のイベン
トとして毎年開催されている。近年は、土日の 2
日開催で、中夜祭にはビンゴゲームで大いに盛り
上がっている。1 年生による演劇コンテスト、カ
ラオケ大会、ダンス、屋外演奏、漢前コンテスト
等々盛りだくさんの出し物とクラブバザーが人気
で毎年多くの来場者で賑わっている。昨夏、福知
山市の夏祭りで多数の死傷者を出す火災が発生し
たことを受け、厳重な管理を指導した。
学生相談室

学生相談室は、学生一人一人が悩みつつも成長
していけるよう、担任、教科、学寮、厚生補導など
とは独立して、どんな相談も受け入れ、秘密は厳
格に守りつつ、解決への方向を共に考えサポートす
ることを目的として設置されている。カウンセラー
による相談は、国際交流会館のオレンジルームで
行っている。カウンセラーは、2 名が週 2 日（各 1
日）来校して頂いている。平成 25 年度は、カウン
セラーへの相談件数が延 250 件、看護師への相談
が 180 件と相談者数は年々増加傾向にある。なお、
相談のほとんどは、健康・精神衛生上の相談である。
学生指導支援

近年、ADHD などいわゆる発達障害を抱え支援
を必要とする学生が増加傾向にある。当該学生が
深く関わることになる担任、学生相談室長、学科
教員、教務および学寮関係教員、看護師など個々
の学生に応じた支援 WG を早期に結成するとと
もにきめの細かい支援を目指している。
人権教育

学内差別事象を受けて昭和 49 年 8 月に発足し
た同和教育委員会は、永らく同和問題を中心に活
動を行ってきたが、活動が幅広く人権を対象とす
るようになっていたこと、また地対財特法が次年
度期限切れとなる平成 12 年 4 月に人権教育委員
会に衣替えされた。近年は、SNS を通したいじめ
や誹謗中傷などが大きな問題となっていると認識
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当初、相談室員は相談室長 1 名（教員）、各専
門学科と一般科目の教員 7 名、寮務係長、看護
師、計 9 名でしたが、平成 17 年度からは心療内
科医を委嘱して月 1 回カウンセリングをおこなっ
ていただいています。

平成 19 年 1 月から臨床心理士 1 名、平成 20
年 4 月からは臨床心理士 2 名が交替で毎週 1 回
来校され、学生や保護者、教職員に、よりきめ細
かく対応できるようになりました。

平成 23 年度から、よりいっそう気軽に活用し
ていただけるよう匿名のメール相談も受け付けは
じめ、現在は、臨床心理士 2 名が毎週 2 回オレ
ンジルームへ来校され、御坊市内の精神科医、学
校医の指導を受け、学生相談室長を含め各学科の
教員 6 名、寮の事務職員、看護師が心身の様々
な相談に対応しています。

和歌山高専『学生なんでも相談室』は、学生一
人一人がさまざまな悩みをかかえながらも充実し
た学生生活を送り成長していけるよう、通常の担
任・教科担当・寮・クラブ・厚生補導とは独立して、
どんな悩みについての相談も受け入れ、相談内容
の秘密は厳格に守りつつ、解決への方向を共に考
えサポートすることを目的として、平成 16 年 4
月に設置されました。

学生なんでも相談室
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「学生食堂・購買部スタッフ一同」
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「写真で見る」
教職員の変遷
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澤井八州男

阿河　利男

山本　　博

市原　松平

興地　斐男

堀江振一郎

近藤　繁人

岡本　　平

韮澤　弘志

歴　代 氏　　名 在職期間

1 澤井八州男 昭和39年 4月 1日〜昭和47年 3月31日

2 近藤　繁人 昭和47年 4月 1日〜昭和55年 4月 1日

3 市原　松平 昭和55年 4月 1日〜昭和60年 3月31日

4 阿河　利男 昭和60年 4月 1日〜平成 3年 3月31日

5 岡本　　平 平成 3年 4月 1日〜平成 9年 3月31日

6 興地　斐男 平成 9年 4月 1日〜平成15年 3月31日

7 山本　　博 平成15年 4月 1日〜平成16年12月30日

事務代理 谷口　　邁 平成16年11月 8日〜平成17年 3月31日

8 韮澤　弘志 平成17年 4月 1日〜平成21年 3月30日

事務代理 高木　浩一 平成21年 3月31日〜平成21年 3月31日

9 堀江振一郎 平成21年 4月 1日〜

校長
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　　氏　名

●機械工学科・知能機械工学科

笠　井　　　久

菊　池　喜久男

橘　高　知　義

玉　置　邦太郎

山　岸　昭　英

安　藤　公　雄

山　本　文　雄

河　合　　　彊

田　縁　正　幸

中　川　生　一

山　根　靖　生

吉　田　正　二

久保井　徳　洋

矢　野　久　由

矢　野　敏　雄

瀧　本　　　豊

舟　田　敏　雄

坂　田　光　雄

西　本　圭　吾

相　馬　哲　郎

辻　　　昌　宏

伊　藤　欣　也

樫　原　恵　藏

青　山　歓　生

三　原　由　雅

濱　田　俊　彦

冨　川　久　男

谷　口　　　邁

溝　川　辰　巳

藤　原　昭　文

津　田　尚　明

福　田　　　匡

	 昭和	 平成
39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

S40.04.01	 S 51.04.01

S 40.01.01	 S 50.04.01

S 42.04.01	 H 18.03.31

S 47.04.01 電気工学科	 H 02.03.31

H 03.04.01	

S 40.04.01	

S 43.04.01	

S 49.04.01	 H 02.03.31

H 06.03.01 電気工学科	

S 41.01.01	 H 07.03.31

S 43.04.01	 H 09.05.01

S 50.04.01 工業化学科	 H 25.03.31

H 07.01.01	

S 41.01.01	 H 10.03.31

S 43.04.01	 S 54.04.01

S 51.04.01	

H 07.04.01	

H 13.04.01	 H 24.03.21

S 44.04.01	 H 19.03.31

S52.04.01　　　S60.03.31

H 17.08.01	

	

S 54.04.01

H 11.04.01	

H 18.04.01	

S 42.04.01	

S 46.04.01	 H 22.03.31

S 58.04.01	 H 17.03.31

H 12.10.01	

S 45.08.31

S 43.03.31

S 41.12.31

S 48.10.31

S 50.03.31

S 46.03.31

S 58.03.15

H 11.03.31

H 11.01.01 機械工学科

H18.03.31

H 08.04.01

S 41.04.01

S 41.04.01

S 44.04.01

S 60.04.01 機械工学科

H02.04.01 機械工学科
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　　氏　名

山　東　　　篤

中　井　裕　教

北　澤　雅　之

佐　野　和　男

早　坂　　　良

村　山　　　暢

古金谷　圭　三

　　氏　名

●電気工学科・電気情報工学科

亀　山　重　子

谷　口　　　匡

井　原　典　男

大　西　重　光

鈴　木　光　義

仲　川　錦　作

鈴　木　正　義

瀬　戸　幸　作

宮　原　一　典

山　本　勝　男

加　茂　忠　恒

猪　飼　健　夫

上　出　　　満

若　野　憲一郎

渡　邊　仁志夫

山　口　利　幸

岡　邊　淳　悦

藤　本　　　晶

森　　　　　徹

日　和　　　清

雑　賀　洋　平

橋　口　清　人

山　吹　巧　一

	 昭和	 平成
39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

	 昭和	 平成
39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

H18.04.01	

S 42.04.01	 H 07.03.31

S 48.04.01	 H 23.03.31

S 50.11.01 機械工学科	 H 25.03.31

H 20.04.01	

S 39.06.01	 H 05.03.31

S 42.04.01	 H 07.03.31

S 61.01.01	

H 26.03.31

S 40.04.01	 H 02.03.31

S 42.04.01	 H 12.03.31

S 62.04.01	

S 41.04.01	

S 42.04.01	

H 03.04.01	

H 07.04.01	

S 43.04.01	

H 04.04.01	

H 11.06.01	

S 45.04.01	 H 19.03.31

H 06.04.01	

S 41.04.16	 H 04.03.31

S 46.10.01	 S 61.03.31

H 07.04.01	 H 23.03.31

H 24.04.01

H 19.04.01

H 20.03.31

H 25.04.01

S 45.04.06

S 41.04.01

S 41.04.01

S 42.06.30

S 42.03.14

S 47.03.31

S 48.04.01

H 06.03.31

S 55.04.01 一般教育科 H07.04.01 機械工学科

H12.04.01 電気工学科

H14.03.31

H 12.03.31

H 26.04.01

H 20.04.01	
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　　氏　名

上　出　哲　広

村　田　充　利

謝　　　孟　春

徳　田　将　敏

佐久間　敏　幸

直　井　弘　之

岡　本　和　也

竹　下　慎　二

　　氏　名

●工業化学科・物質工学科

大　野　正　巳

宮　前　正　男

隅　田　　　卓

近　藤　信　勝

佐々木　弘　次

水　谷　成　二

大　島　豊　樹

小　中　義　美

橋　本　　　巌

今　村　宣　二

沖　津　勝　治

妻　木　尚　武

大　原　洋　治

冨　上　健次郎

岡　本　行　央

西　　　博　義

高　木　浩　一

森　田　　　豊

塩　路　修　平

土　井　正　光

黒　田　彰　夫

岩　本　仁　志

	 昭和	 平成
39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

	 昭和	 平成
39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

H14.04.01	

S 41.04.01　　  S 49.04.05

S 43.04.16	 H 07.03.31

H 14.04.01	

S 44.04.01	 H 21.03.31

H 15.04.01	

S 42.04.01	

S 46.04.01	 H 17.03.31

H 19.04.01	

S 40.03.16	 S 50.12.15

S 42.04.01	 H 18.03.31

S 48.04.01	 H 04.11.30

H 01.04.01	

H 19.04.01	

S 43.04.01	 S 54.04.01

S 51.04.01	 H 21.03.31

H 03.01.01	

	

S 40.08.01

S 54.04.01	 H 01.03.31

H 04.04.01 一般教育科

	

S 40.11.01	 S 59.04.01

S 43.04.01	 H 06.09.30

S 60.04.01	 H 22.07.26

H 15.04.01 一般教育科　

H17.04.01 物質工学科

H15.04.01：物質工学科

H23.05.01

H 23.05.01

S 42.03.31

S 43.03.31

S 45.03.31

S 43.03.31

S 46.03.31

H 08.03.31

S 47.03.31

S 39.04.01

S 40.04.01

S 42.04.01

S 43.04.01

H 12.04.01

H 14.03.31
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　　氏　名

山　川　文　德

林　　　純二郎

岸　本　　　昇

松　田　照　夫

米　光　　　裕

河　地　貴　利

森　田　誠　一

楠　部　真　崇

野　村　英　作

綱　島　克　彦

奥　野　祥　治

石　丸　裕　士

西　本　真　琴

　　氏　名

●土木工学科・環境都市工学科

寺　西　宗　登

雨　宮　廣　二

伊　藤　　　満

星　　　　　仰

佐々木　清　一

戸　川　一　夫

尼　田　正　男

小　池　一　臣

中　原　清　志

中　本　純　次

田　中　　　光

久保井　利　達

有　坂　松　樹

柴　田　祐　三

早　野　　　豊

辻　原　　　治

木　村　一　郎

	 昭和	 平成
39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

	 昭和	 平成
39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

H07.04.01	

H 06.07.01	

H 18.04.01	

S 49.04.01	

H 07.04.01	

H 21.04.01	

S 46.04.01	 S 55.01.31

S 50.04.01  S 57.04.01

H 07.07.01	

H 21.04.01	

S 47.04.01	 H 20.03.31

S 50.06.01	 H 26.03.31

H 08.04.01	

	

S 47.04.01	 H 17.03.31

S 53.04.01　  　S 61.03.31

H 02.04.01　　  H 10.03.31

H 08.04.01	

S 48.04.01	 H 19.03.31

S 55.04.01	 H 03.03.31

H 12.04.01	

S 44.04.01	

S 48.04.01	 H 14.07.18

S 57.04.01　　  H 02.03.31

H 17.10.01	

S 45.04.01	 S 56.03.31

S 48.04.01	 H 14.03.31

S 61.04.01	

H 23.04.01

H 24.03.31

S 50.04.01

S 45.04.01

S 47.03.31

H 12.03.31

H 22.04.01
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　　氏　名

有　尾　一　郎

三　岩　敬　孝

伊　藤　　　雅

小　川　一　志

小　池　信　昭

大久保　俊　治

靏　巻　峰　夫

川　合　　　茂

原　　　　　忠

山　田　　　宰

林　　　和　幸

伊　勢　　　昇

孝　森　洋　介

小　林　彩　乃

　　氏　名

●一般教育科・一般科目・総合教育科

上　田　芳　郎

谷　　　雪　邨

原　田　正　雄

平　野　博　之

宮　崎　俊　行

伏　木　　　博

重　見　之　雄

神　保　孝　之

原　　　敏　晴

湯　川　龍　暢

北　濱　八　郎

溝　口　幸　美

瀧　本　昭　雄

野　田　　　宏

幡　川　三　夫

平　井　勇　一

	 昭和	 平成
39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

	 昭和	 平成
39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

S39.04.01	 S 51.10.06

S 39.04.01	 S 58.04.01

S 40.04.01

S 42.04.01	 H 01.03.31

S 39.04.01

S 40.08.01	 H 04.03.31

S 39.04.01	 H 01.03.31

S 40.04.01	 H 15.03.31

S 42.04.01	 S 60.02.28

S 39.12.01	 H 02.03.31

S 39.04.01

S 40.04.01	 S 57.04.01

S 43.04.01	 S 52.04.01

S 40.04.01	 S 61.10.31

S 42.04.01	 S 52.08.31

S 43.03.31

S 43.05.15

S 45.03.31

S 55.04.01 一般教育科 H07.04.01 機械工学科 H13.04.01 一般教育科

H09.04.01	

H 10.04.01	 H 22.03.31

H 21.04.01	

H 14.04.01	

H 22.04.01

H 14.04.01	

H 15.04.01	

	

H 17.04.01	

	

H 21.03.31

H 20.03.31

H 22.03.31

H 18.04.01

H 19.04.01

H 22.10.01

H 25.04.01

H 26.04.01

H 04.04.01 H 09.03.31

S 41.04.01 機械工学科	 H 18.03.31
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　　氏　名

榎　本　　　豊

東　　　　　駿

小　林　資　忠

難　波　　　恆

吉　川　壽　洋

浦　　　眞　輔

西　芝　茂　樹

吉　田　信　裕

名木田　　　薫

山　崎　數　義

橋　本　典　男

森　川　　　寿

日　吉　雄　次

相　良　英　輔

橋　本　雅　博

中　村　久　男

石　岡　精　三

橋　本　孔　成

西　村　政　人

原　田　嘉　昭

下田尾　　　誠

兵　頭　俊　樹

平　山　規　義

吉　田　光　浩

笹　川　裕　史

太　古　隆　治

森　岡　　　隆

吉　田　芳　弘

右代谷　　　昇

桑　原　伸　弘

阪　田　興　弘

中　出　明　人

菅　野　幸　夫

	 昭和	 平成
39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

S45.04.01	

S 46.04.01	 H 18.03.31

S 52.01.01	 H 19.03.31

S 45.04.01	 H 13.03.31

S 51.04.01

S 46.04.01	 H 06.03.31

S 52.04.01	 H 06.03.31

S 45.05.01	 H 15.03.31

S 51.04.01

S 47.04.01	 S 60.03.31

S 52.04.01	 H 22.03.31

S 56.04.01

S 43.05.16

S 44.03.31

S 51.05.27

S 45.04.30

S 47.03.31

S 51.04.01

S 56.03.31

S 61.03.31

S 61.03.31

S 63.03.31

S 63.03.31

H 01.03.31

H 05.03.31

S 58.04.01

S 60.04.01

S 60.04.01

S 61.04.01

H 02.04.01

S 44.04.01

S 45.04.01

S 48.04.02

S 53.04.01

S 56.04.01

S 63.03.31

S 56.04.01	 H 02.03.31

S 61.11.01	 H 08.03.31

H 02.04.01	

S 57.10.01	

S 63.04.01	 H 25.03.31

	

S 63.04.01	

	

S 63.04.01	

H 01.04.01	

S 61.04.01	

H 01.04.01	

H 01.04.01	 H 12.03.31
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　　氏　名

山　本　吉　孝

藤　田　亮　介

勝　部　眞　人

岡　　　元　司

重　松　正　史

塚　本　章　子

赤　崎　雄　一

松　田　雄　治

手　島　邦　夫

和　田　茂　俊

後　藤　多栄子

田　邉　　　智

宮　本　克　之

芥　河　　　晋

秋　山　　　聡

平　岡　和　幸

MARSH, DAVID JAMES

　　氏　名

●事務職員・技術職員

佐　竹　辰　夫

中　村　善　一

四　宮　春　行

浦（和田）美穂子

酒　井　由　吉

片　桐　孝　夫

池　田　新　吉

中　村　慶　治

鈴　木　孝　一

志　賀　一　夫

岡前（中尾）節子

山　本　幸　子

岩　木　豊　和

昭和	 平成
39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

H06.04.01	 H 20.03.31

H 22.04.01	

H 17.08.01	

H 08.04.01	

H 17.10.01	

H 08.04.01	

H 12.10.01　　  H 20.03.31

H 20.04.01	

H 13.04.01	

H 20.04.01	

H 20.09.01	

H 06.04.01

H 15.04.01

H 18.04.01

H 15.04.01

H 08.03.31

H 17.09.30

H 20.03.31

H 25.04.01

H 17.03.31

H 13.03.31

H 06.03.31

H 05.04.01

S 41.09.30

S 42.05.31

S 44.03.31

S 41.04.30

S 40.04.01

S 44.09.01

S 39.04.01

S 39.04.01

S 39.04.01	

S 39.04.01	 S 51.12.31

S 39.04.01	 S 56.04.01

S 39.04.01	 S 60.03.31

S 39.04.01	 S 61.03.31

S 39.04.01	 H 07.03.31

S 39.04.01	 H 09.03.31

S 39.04.01	 H 18.03.31

S 39.08.16	 H 13.03.31

S 40.04.01	

siensitsu-sanada
タイプライターテキスト
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創立周年 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

西　暦 1964 1965 1966 1967 1968 1969 1970 1971 1972 1973 1974 1975 1976 1977 1978 1979 1980 1981

年　度 昭和
39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56

学期制
学校週 6 日制

二学期制　　　　　　

本　科

機械工学科 [64.4 ～ 09.3]

電気工学科 [64.4 ～ 04.3]

工業化学科 [64.4 ～ 93.3]

土木工学科 [69.4 ～ 94.3]

専攻科

教　務

編入学（4 年次編入）試験実施

教育の変遷

創立周年 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

西　暦 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999

年　度 57 58 59 60 61 62 63 平成
元年 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

学期制
学校週 6 日制 学校週 5 日制

二学期制　　　　　　

本　科

機械工学科 [64.4 ～ 09.3]

電気工学科 [64.4 ～ 04.3]

工業化学科 [64.4 ～ 93.3] 物質工学科 [93.4 ～ ]

土木工学科 [69.4 ～ 94.3] 環境都市工学科 [94.4 ～ ]

専攻科

教　務

推薦入試実施

編入学（4 年次編入）試験実施

外国人留学生（3 年次編入）受入開始

創立周年 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

西　暦 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014

年　度 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

学期制
学校週 5 日制

二学期制

本　科

機械工学科 [64.4 ～ 09.3] 知能機械工学科 [09.4 ～ ]

電気工学科 [64.4 ～ 04.3] 電気情報工学科 [04.4 ～ ]

物質工学科 [93.4 ～ ]

環境都市工学科 [94.4 ～ ]

専攻科
メカトロニクス工学専攻 [02.4 ～ ]

エコシステム工学専攻 [02.4 ～ ]

教　務

推薦入試実施

体験実習入試実施

編入学（4 年次編入）試験実施

推薦による編入学（4 年次編入）試験実施

外国人留学生（3 年次編入）受入開始

仮進級制度の導入

90 分授業の導入

学修単位の導入

ＪＡＢＥＥの認定を受ける
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施設の歩み
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学生寮の沿革
寮務主事　北

きた

澤
ざわ

　雅
まさ

之
ゆき

昭和 39 年 4 月、仮寄宿舎として旧日高高校寄宿舎の一部を改修して使用し、新入生 77 名を
収容した。

昭和 40 年 4 月、現在の地に寄宿舎 1 号館、食堂、浴室などが整えられ、寮生 120 名を収容した。
昭和 41 年 3 月、寄宿舎 4 号館などの第 2 期工事が完成した。
昭和 41 年 12 月、寄宿舎 5 号館などの第 3 期工事が完成した。
昭和 43 年 3 月、管理棟（寮務係事務室）、寄宿舎 2 号館などの工事が完成した。
昭和 43 年 4 月、学生寮の名称を寮生から募集し、｢柑紀寮（こうきりょう）」と命名された。
昭和 45 年 3 月、女子寮、寄宿舎 3 号館などの第 4 期工事が完成した。
昭和 45 年 4 月、新しく管理棟に設置された女子寮に 5 名が入寮した。
昭和 62 年 8 月、浴室の改修工事が完成し、低学年用と高学年用とに浴室を分けた。
昭和 63 年 3 月、寄宿舎 6 号館が完成した。全室個室で、留学生用にシャワー室、補食室を設

けた。
昭和 63 年 4 月、マレーシア政府派遣留学生 1 名を入寮させた。
平成 14 年 4 月、専攻科 1 年生を入寮させた。
平成 19 年 1 月、寄宿舎 1 号館の改修工事がなされ、女子寮として利用し、寮務係事務室、宿

直室も移転した。
平成 23 年 12 月、男子寮室にエアコン設備を導入した。
平成 25 年 2 月、全室にインターネット接続端子、談話室とアメニティスペースには無線 LAN

が整備された。
平成 26 年 4 月、寄宿舎 7 号館を女子寮にする改築工事が竣工した。
平成 26 年 8 月、寄宿舎 8 号館（男子寮）が完成した。個室で 100 名が収容できる。

学生寮全景（昭和４２年）
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学生寮全景（昭和５４年）

学生寮全景（平成元年） 学生寮全景（平成２６年４月）

８号館（平成２６年 8 月完成）
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実習工場からものづくりセンターへ －この50年の変遷－

知能機械工学科主任　樫
かし

原
はら

　恵
けい

蔵
ぞう

科の研究室および実験室の再配置が行われ、本館
にあった流体力学実験室が実習工場内に移されるこ
とになりました。その移設に伴いキュポラが鎮座し
ていた鋳造工場が閉鎖され、残念ながら鋳造技術を
教えることができなくなりました。鋳造工場の閉鎖は、
限られた工作実習時間の中で、加工プログラミング
実習やロボット創作実習など、新しい実習課題が導
入されたためであり、仕方ないことかもしれません
が、我々機械屋としては苦渋の選択でもありました。

平成 24 年に実習工場の耐震補強工事が行われ、
平成 25 年度から実習工場は新たに「ものづくり
センター」として発足しました（写真 2）。もの
づくりセンターは CAD/CAM 室、FA 室、機械室、
溶接室、ものづくり工房、および流体力学実験室、
熱力学実験室から成り、バリアフリー・ユニバー
サルデザインが取り入れられました。平成 24 年
度の補正予算により、ワイヤーカット放電加工機
2 台、汎用旋盤 6 台、シャーリングマシン 1 台
を更新し、既存の工作機械共々、汎用性の高い最
新の工作機械を多数保有するようになりました。

本校設立当初からある実習工場はものづくりセ
ンターに名称を変え、施設内の役割、保有設備も
時代とともに変化してきました。今後とも、もの
づくりセンターは、ものづくりを通じて本校学生
の技術者教育を行う施設であり続けますが、紀南
唯一の高等教育機関のものづくり拠点として、地
域連携事業を通じて外部の方々にも貢献できるよ
う、現在、改革を進めているところです。

謝辞　資料提供をいただいた佐伯様に感謝申し
上げます。

資料［1］和歌山高専祭プログラム、和歌山高専、
1967 年、pp.9-12.

実習工場（現ものづくりセンター）は、ものづ
くりを通じて技術者教育を行う本校の中核施設
であり、機械工学科が主にその運営に携わってき
ました。実習工場は設立当初より存在したようで、
1967 年の資料 [1] によれば、実習工場は木工工場、
鋳造工場、鍛造工場、溶接工場、機械工場で構成
されていました。資料を読むと機械工作の基本で
ある鋳造、鍛造、溶接、切削、手仕上げの実習が
できるようになっていたことがわかります（写真 1）。

時代は変
わり、産業
界 で 工 作
機械のコン
ピュータに
よる制御が
主流になっ
てきたこと
から、実習
工場でも平
成 元 年 か
ら順次、マ
シニングセ
ンター、産

業用ロボット、ワイヤーカット放電加工機および
CNC 旋盤が設置されました。これらの工作機械を
工作実習の授業で使うことにより、加工プログラ
ムの作成方法やプログラム制御下での工作法を学
ぶことができるようになりました。

平成 15 年、本館の耐震補強工事のため機械工学

（写真２）

（写真 1）

（資料［1］）

機械工場

内燃機実験室

木工工場

溶接工場

鍛造工場

鋳造工場

実  習  工  場
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国際交流会館開所式（2010 年 5 月）

れまでに上海電機学院から 2 名の学生が、研究生
として半年間の特別聴講の研修を経て特別編入学
試験を受け、4 年次に編入した。そのうち 1 名はす
でに卒業し、日本の大学に進学した。一方、本校か
らも 2 名の学生が 1 名は半年、もう1 名は一年間
上海に留学した。

本校で勉強している留学生及び本校を訪問する
留学生などの交流の場として、2010 年 5 月に国際
交流会館がオープンした。国際交流会館は、3 階建
ての福利センターの 2 階と 3 階を占め、2 階には 3
部屋、3 階には 4 部屋ある。各部屋は壁に収納する
タイプのベッドを備え、会合と宿泊の 2 つの機能に
利用できる。同会館は、国内外から本校を訪問する
留学生の家族や友人、他の高等教育機関の共同研
究者に宿泊の便宜を図っている。特に協定校である
上海電機学院からの訪問団一行は、会館の完成に
よって滞在中の環境が大きく改善された。

本校は、日本のみならず、世界の技術者の育成
に大きく貢献してきた。国際交流を通じて「グロー
バルに活躍できる創造的、実践的技術者の育成」
の拠点として、益々発展していきたい。

和歌山高専の国際交流は、1988 年に最初の留学
生を受け入れてから始まった。2014 年度までに、
本校に編入学した日本政府の国費留学生とマレー
シア政府派遣留学生は、イラン、インドネシア、カ
ンボジア、ケニア、コロンビア、スリランカ、バン
グラデシュ、フィジー、ブラジル、ベトナム、ラオス、
マレーシアの計 12 ヶ国、約 70 名である。そのうち、
半数余りが国費留学生で、残りがマレーシア政府派
遣留学生である。前者は来日後 1 年間東京の日本
語学校で研修を受け、後者は 2 年間のマラ工科大
学国際教育カレッジ（INTEC）での予備教育を受け
た後、本校の 3 年次に編入している。本校卒業後は、
大半が大学へ進学し、その後研究者の道を選んだ
り、企業に就職したりして、日本国内や祖国で幅広
く活躍している。

2002 年に中国・上海電機技術高等専科学校（現
上海電機学院）と交流協定を締結し、2004 年から
両校の学生短期留学が始まった。これまでに、両校
でこのプログラムに参加した学生は 250 人を超え
ている。また、2011 年 3 月には上海電機学院と長
期留学生の交流協定を締結した。この制度の下、こ

上海電機学院訪問団の送別会（2010 年 7 月）

上海電機学院との長期留学交流協定調印式（2011年3月） 国際交流会館で歓談する留学生

国際交流と国際交流会館
国際交流副委員長　謝

しゃ

 　孟
もう

春
しゅん
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開を図ることとした。
平成 13 年 8 月には和歌山県下の高等教育機関

と県が連携・協力し、地域への貢献と魅力の発信
を目指して高等教育機関コンソーシアム和歌山が
設立され、本校も参画した。総合技術教育研究セ
ンターの受け入れ態勢を整備し、地域企業との技
術交流がさらに活発になることを願って平成 13
年 3 月には定期発行しているセンター広報に加
えて「利用のしおり - 地域との連携を目指して -」
を作成して、和高専産官学技術交流会および南紀
熊野産官学技術交流会の会員および関連企業に配
布し、さらなる地域連携の強化を図ることとした。

平成14年度から専攻科が設置されるとともに、
独法化に向けての動きが始まるなどこの頃から教
育、研究環境が大きく変化することとなる。平成
15 年 4 月 1 日総合技術教育研究センターを地域
共同テクノセンターに改称するとともに、副セン
ター長を新たに配置し、体制の強化を図ることと
した。

平成 16 年 4 月 1 日から「独立行政法人国立高
等専門学校機構」が設置され、同機構が各国立高
等専門学校を設置することとなった。独立行政法
人は、従来国が行ってきた事務・事業の一定のも
のについて、その効率化を図り、より良い行政
サービスを提供することを目的としたものであ
り、テクノセンター関連で言えば、非公務員化す
ることにより兼職や兼業が緩和され、産官学連携
の推進や地域社会への貢献が一層進むことが期待

紙面の制約上、詳しく内容を説明することがか
なわず、トピックスを羅列する程度になることを
お許し願いたい。また、開校 31 年目に開所し、
創立二十五周年記念誌には記載がないことから、
ここでは時系列に説明させて頂くこととする。

地域共同テクノセンターは、その前身である総
合技術教育研究センターが平成 7 年（1995 年）
4 月に開所し、学生の産業技術教育の充実、教職
員の共同研究の推進、地域産業との技術交流、卒
業生・企業技術者の再教育、公開講座等に貢献す
ることを目的として、新材料研究部門、情報計測
制御研究部門、環境機能研究部門、エネルギー応
用技術研究部門の 4 つの研究部門でスタートした。

平成 9 年 1 月 10 日には、本校が所在する地元
御坊商工会議所のお骨折りで、地域産業界との技
術交流を現実的なものとするために「和歌山工業
高等専門学校産官学技術交流会」を発足した。セ
ンターの設置以来必ずしも活動が活発とは言えな
い状況であったことから、平成 9 年度に業務の
活性化をテーマとして取りくむこととし、成果の
公表や地域社会に関連のある研究テーマへの支援
などを具体的な施策とした。平成 8 年度から研
究協力・技術相談申込書を作成して広報したこと
もあり、平成 9 年度から技術相談が持ち込まれ
るようになった。活性化の議論の中で、学内研究
テーマに対する支援の考え方がでて、平成 10 年
度から「学内奨励研究」助成制度がスタートした。

平成 10 年から田辺異業種交流会へのアプロー
チを開始し、同会の近畿ブロック技術・市場交流
プラザ和歌山大会「異業種交流と融合そして新た
な創造」が田辺市で開催されたことから、連携強
化の機運が高まり、南紀熊野産官学技術交流会と
して、平成 11 年 5 月 12 日に発足した。産官学
の連携を強め、技術交流や情報交換等、地域技術
および産官学それぞれの振興を図ることを目的と
し、各分野での情報交換、新技術の紹介、地域技
術の課題解決、人的交流を推進した。学外との
交流活動は、「情報を提供するだけの待機型から、
その後の交流活性化を目指す積極的行動」への展

地域共同テクノセンター
前地域共同テクノセンター長　中

なか

本
もと

　純
じゅんじ

次
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て 12 月 12 日に本校体育館で同行との共催によ
る「和歌山県内企業合同説明会」を開催した。

さらに、平成 21 年度には「きのくにものづく
り人材支援ネットワーク事業」および「中小企業
との連携による若年ものづくり人材育成事業」の
新規 2 事業に取り組むこととなった。また、1 期
卒業生が 60 歳を迎えるタイミングに今後の和歌
山高専における技術者教育や地域連携をより一層
推進するためには様々な分野の実績を有する卒業
生に協力を得るシステム「和高専人材バンク」を
創設した。

平成 23 年 3 月 11 日 14 時 46 分に発生した
マグニチュード 9.0 の地震とそれに伴う巨大な津
波は、広域、大規模、壊滅的地域の存在など今ま
でに類を見ない特徴を有するものであった。加え
て、原子力発電所事故が状況の悪化に拍車をかけ
た。また、同年 8 月 25 日に発生した台風 12 号
による大雨が 9 月 2 日 ~9 月 3 日にかけて和歌山
県を襲った。激甚災害が立て続けに発生したこと
から、23 年度から 24 年度にかけては、 従来の技
術協力依頼・技術相談に加えて、地元・県域から
の防災関係の講演依頼、助言要請が相次ぎ、地球
を救う技術講演と銘打って学内外の講演会も開催
した。

平成 24 年度（21 巻）までは、センター広報
とシーズ集 2 種類の冊子を発刊していたが、こ
の度一冊に合本しより使いやすい形に変更した。

また、24 年度には、文部科学省より募集のあっ
た「学校施設の防災力強化プロジェクト」に採択
され名田教育クラスターの総合的な防災力強化を
図った。

平成 25 年度には、平成 24 年度補正予算（緊
急経済対策）で多額の研究設備費が措置され、研
究環境が大いに充実され、今後の競争的資金の獲
得、地域共同研究の活性化が期待される。

された。一方で、産業界が求める技術者教育への
即応、教育研究能力の向上、外部資金の獲得、知
的財産の保有など数々の成果が求められることと
なった。

平成 17 年度からは、研究助成金の受け入れ、
公開講座・出前授業等々の成果を目に見える形で
広報することとなった。また、この頃から、紀州
材、梅、花卉、ジャバラなどなど地域に根差した
研究、人材育成に力を傾注していくこととなる。

平成 18 年度には、ロボットコンテスト、ブリッ
ジコンテスト、コンクリートカヌー大会など、も
のづくりに関わる活動が活発になっていく。平成
18 年度から、それまで発刊していた「研究紀要」
を廃止する一方で、「和歌山高専シーズ集」を発
刊することとした。これは、研究紀要が十分に活
用されていない状況に鑑み、地域連携をより活発
化させるためには和歌山高専が持つ研究シーズを
よりわかり易く地域に発信することが重要である
と判断したものである。

平成 19 年 10 月から、和歌山高専、和歌山高
専産官学技術交流会、南紀熊野産官学技術交流会、
NPO 法人次世代エネルギー研究所が主催する「和
高専次世代テクノサロン」を本校教員および実業
界で活躍する本校卒業生などの講師を招いて毎月
1 回開催することとした。機を同じくして、「日
高港エネルギーパーク」が開園されることとなり、
本校のみならず、地域として科学技術立国日本の
土台を支える人材育成に弾みがつくこととなっ
た。

平成 20 年 3 月技術相談や共同研究等および地
域における企業に役立つ情報を共有すること等を
通じて連携を強化し、地域経済の活性化に貢献す
ることを目的として、「連携協力に関する協定書」
による包括的な連携協力協定を株式会社紀陽銀行
と締結した。そして、その協定の最初の活動とし

年度（平成） 7～8 9～10 11～13 14 15～16 17～18 19～20 21～22 23～24 25～26

センター長 黒田 橋口 山川 藤原 田縁 大久保 米光 野村 中本 山口
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専、和歌山高専産官学技術交流会が実行委員会を
組織して、平成 19 年から毎年開催している。近
畿・東海・関東・中国・四国地区の高専等と連携
し、文部科学省、経済産業省、高等専門学校連合
会、国立高等専門学校機構に後援いただき、二つ
の大臣賞の特別表彰がある全国規模のイベントで
ある。本イベントは、全日本小中学生ロボット選
手権やスーパーロボットショー等で構成されてい
る。全日本小中学生ロボット選手権では、県内外
17 ブロックで行われた予選会で選ばれた代表の
小学生、中学生が決勝大会を行い、スーパーロボッ
トショーでは、世界最先端の ASIMO などロボッ
トの実演が行われる。

ロボットに関わる教育と地域貢献では、出前
授業の実施や「科学技術フェスタ in 京都」など
のイベントへの出展を行うとともに、地元の祭り
に登場する鈴振りさん（笑い男）をモデルにした

「WARAI ロボット」を卒業研究のテーマにして製
作した。

高専ロボコンでは、2010 年大会から本セン
ターが支援を行っている。高専ロボコンは、全国
から 57 校 62 キャンパスの高等専門学校が参加
する全国規模の教育イベントで、1988 年から毎
年開催されている。各キャンパスから 2 チーム
がエントリーし、全国 8 地区で開催される地区
大会で選抜された 25 チームにより全国大会が開
催される。本校は、1991 年の第 4 回大会から参
加し、この年に近畿地区大会を突破して全国大会

和歌山高専におけるロボットに関わる教育の
進展と地域におけるロボットを活用した科学技術
の理解促進に貢献することを目的として、本セン
ターを平成 20 年度に新設した。センター開所式
には仁坂知事も出席いただき、韮澤校長とともに
看板を機械工学科棟 2 階に掲げ、知事から激励
のお言葉をいただいた。

本センターでは、主に、きのくにロボットフェ
スティバルの企画運営、ロボットに関わる教育と
地域貢献、高専ロボコンへの支援等を行っている。

きのくにロボットフェスティバルは、高専ロ
ボコン 2006 全国大会で本校チームが準優勝した
ことを契機にして、県内の子供たちにものづくり
や科学技術に興味を持ってもらい、和歌山県や日
本の発展を支える人材に育ってほしいとの願い
から、和歌山県、和歌山県教育委員会、御坊市、
御坊市教育委員会、御坊商工会議所、和歌山高

ロボット教育センター
ロボット教育センター長　山

やま

口
ぐち

　利
とし

幸
ゆき

センター開所式

きのくにロボットフェスティバル

鈴振りさんとWARAIロボット
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回 年 競技課題 近畿地区大会出場ロボットと結果 全国大会出場ロボットと結果

19 2006 ふるさと自慢特急便
ウ メ タ ロ ウ 2 回戦敗退

ウ メ タ ロ ウ 準優勝
清 姫 初 戦 敗 退

20 2007 風林火山ロボット騎馬戦
紀 州 軍 団 優 勝

紀 州 軍 団 準優勝
戦 国 牙 太 郎 初 戦 敗 退

21 2008 生命大進化
す っ ぱ い ダ ー マ ン 準 優 勝

すっぱいダーマン ベスト 8
吉 宗 の 動 く 城 初 戦 敗 退

22 2009 DANCIN' COUPLE
ウ メ ボ ー イ 優 勝

ウ メ ボ ー イ ベスト 8
イ ン ス パ イ ア ー ベ ス ト 4

23 2010 激走 ! ロボ力車
ウ メ ン ラ イ ダ ー W 優 　 勝

ウメンライダー W 準優勝
濱 口 梧 稜 伝 初 戦 敗 退

24 2011 ロボ・ボウル
ウ メ ト ラ マ ン ベ ス ト 4

ウ メ ト ラ マ ン ベスト 8
光 線 を ク エ 初 戦 敗 退

25 2012 ベスト・ペット
八 咫 等 烏 優 　 勝

八 咫 等 烏 2 回戦敗退
ミ パ ン ダ 2 回戦敗退

26 2013 Shall We Jump?
ウ メ ン ジ ャ ー ベ ス ト 4

ウ メ ン ジ ャ ー ベスト 8
シャバデュビジャンパー ベ ス ト 4

高専ロボコンにおける和歌山高専の記録

にも選抜された。以来、全国大会出場 15 回
を数え、2006 年からは連続出場（8 回）を
続けている。近畿地区大会の成績は、優勝が
7 回で、全国大会連続出場の 8 年間で 4 回
優勝している。全国大会では、最近 8 年間
の成績が、準優勝 3 回（2006 年、2007 年、
2010 年）を含めベスト 8 以上が 7 回と上位
の成績を収めているが、悲願の優勝には一歩
届いていないことが最大の課題である。

全国高専ロボコンで本校初の準優勝（2006 年大会）

全国高専ロボコンで連続準優勝　対詫間（2007 年大会）
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センターを集約しメディアセンターとして名実と
もに運用を図る計画である。電子情報を有効に利
用するための教育と電子情報と書籍を含めた各種
情報を効率よく取得することができる施設として
の役割を持つ。また、図書館としてのこれまでの
役割や機能に加え、学内に少ない「憩いの場」を
提供することが重要となる。計画では、友人と気
軽に訪れ、学習や雑談も可能な場を提供するため
に、グループ学習や憩いのスペースの確保が織り
込まれる予定である。これまで通りの書籍の利用
だけではなく、多くのメディアを介して情報を手
に入れることができるとともに、友人やクラス仲
間で、また、1 人でも時間があれば図書館に行こ
うという思いを持てるような施設にすることが望
まれる。

さらに、計画では現在二階にある図書館を一
階に配置して利用しやすくするとともに、情報処
理教育センターを二階に配置して分散している三
つの演習室を集約する予定である。二階には、情
報処理教育の他に 100 名以上収容できる多目的
講義室やセミナー室を設置して各種講演会などの
催しを開催できるスペースも確保できる予定であ
る。

以上、メディアセンターの現状と将来構想につ
いて述べたが、図書館棟がメディアセンターとし
て多くの学生・教職員をはじめ地域の人々に愛さ
れ将来に渡り利用され続けるように進歩していく
ことであろう。

メディアセンター
メディアセンター長　野

の

村
むら

　英
えい

作
さく

図書館と情報処理教育センターが組織的に統合
され、メディアセンターとして発足したのが平成
17 年 4 月である。図書館は書籍、雑誌などの利
用が主であるが、電子ブックや電子ジャーナルが
普及してきた昨今では図書館もデジタル化に対応
する必要に迫られている。事実、この十年間で図
書の年間貸出冊数は約 1 万冊から約 5 千冊へと
漸減してきた。また、年間入館者は 30% 程度減
少した。本校のみならず全国的にも図書館の活性
化が課題となっている。このため、めざましく進
歩する情報通信技術に合せて、紙媒体を主体とし
た図書館と電子情報を取り扱う情報処理教育セン
ターとを有機的に統合して運用することが有効と
なる時代が到来したといえる。効率的な教育・研
究支援や各種情報を提供する施設として利用者増
を目指すことが必要である。

本校では、老朽化した図書館の改修計画を策定
中である。現在の図書館棟に別棟の情報処理教育
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和高専産官学技術交流会
−祝辞−

和歌山工業高等専門学校
産官学技術交流会　会長

上西　一永

このたび、和歌山工業高等専門学校が、創立 50 周年を迎えられました
こと、心よりお祝い申し上げます。

私が、和歌山工業高等専門学校産官学技術交流会を、前会長の田端淳二
様から、平成 16 年に引き継いで、早や 10 年が経過致しました。

当会は、地元企業と、和高専との橋渡しの場として、平成 9 年に発足し、
18 年がたち、その間、いろいろな事業に取り組んでまいりました。

その中でも、印象深いのは、平成 17 年にミニロボコン大会を、地元小
中学生を集めて開催したことです。御坊商工会議所の青年部の方や山口先
生はじめ、教員技官の方々や学生さんにご協力頂き、開催方法や、スケ
ジュールを調整しながら進めていったことを思い出します。最初は、どう
なることかと思ったのですが、何とか、参加者も小学生部門が 32 名、中
学生部門が 23 名集まり、盛況のうちに、終了することが出来ました。こ
れは、地元の子供たちに、技術の素晴らしさ、楽しさを体験してもらい、
地元を盛り上げてほしいという気持ちから出たものでした。そんなことが
続いた後、和高専が、高専ロボットコンテスト全国大会で、準優勝すると
いう快挙を成し遂げられ、今のきのくにロボットフェスティバルの開催に
繋がりました。今年度で第 8 回目を迎えます。子供たちの技術向上意欲
をより高めていって頂きたいものです。

また、平成 18 年から 5 年間、御坊商工会議所主催の経済産業省のもの
づくりに関する人材育成事業に和高専と共に取り組み、大勢の方に受講頂
き、地域の技術向上に繋がっています。

さて、和高専は、平成 14 年に専攻科開設、平成 15 年には地域共同テ
クノセンター設置、昨年には、ものづくりセンターの供用開始等々、設備
面、人材面での充実が図られているところですが、さらなる向上を期待し
ています。地域の活性化のために、当会も学校と一丸となり、活動を広げ
てゆきたいと考えています。

この地域の発展のために、優秀な人材を輩出し、理工系高等教育機関と
してますます活躍されますことを祈願するとともに、さらに地元企業との
技術交流が深まり、地域の発展に繋がることに期待しつつ、お祝いの言葉
とさせて頂きます。
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南紀熊野産官学技術交流会
−祝辞−

南紀熊野産学官
技術交流会会長

濵口　公一

まずもって、創立 50 周年を迎えられました事、お祝い申し上げます。
創立以来、歴代校長はじめ先生方、又学生や OB の皆様が、和歌山工業

高等専門学校の精神にのっとり現在まで受け継がれて来た事が、今日、大
きな社会貢献の出来うる高専として発展をして来た所以でもありましょ
う。

改めて敬意を表します。そして地域の皆様方にもささえられて今日を迎
えられた事が、結果として和歌山高専の名声を上げて頂いた事にもなり、
感謝を忘れてはいけないと思います。県下唯一の高専として、これからは
技術革新はもちろんの事、専門校のリーダーとしての気持ちを持って、学
校運営にあたって頂ければ和歌山の知名度も上がって行くだろうと確信を
しています。期待をしております。

学校のレベルアップだけではなく、地域企業との連携を密にして、企業
力、地域力を上げて頂ければ、こんなうれしい事はありません。是非お願
い致します。その為には、今ある地域共同テクノセンターをもっともっと
活用、発展させて企業とのコラボを強力に推進していかなければいけませ
ん。

50 年と一口に言いますが、その間には幾多の試練があったと思います。
その度、志をつらぬき発展させてこられた事に感謝を申し上げます。過去
の 50 年は今後の 50 年を保障するものではありません。自らの努力で次
の 50 年を発展させ歩んで行って頂きたいと思っています。そして和歌山
高専が研鑽を積んで日本一優秀な高専になるよう頑張って欲しいと思いま
す。よく「企業は人なり」と言いますが学校も同じで、良い優秀な先生と
学生が必要です。ますますこの学校力のアップが求められるでしょう。今
後はより一層の研鑽が求められ、学校間競争に勝ち抜かなければなりませ
ん。厳しいようですが、やりがいもある事だと思っております。是非、勝
利して下さい。

今後共、和歌山工業高等専門学校、田辺異業種交流会、南紀熊野産官学
技術交流会がより連携を密にして、地域の発展に寄与して行きたいと思い
ます。

最後になりましたが、今までの 50 年を礎えとして、今後の 50 年は「飛
躍の 50 年」になりますよう、お祈り申し上げまして、祝辞と致します。
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和歌山高専・鼎談
『未来の産業支える技術者育成　地域と共に歩む開かれた和歌山高専』

平成 21 年 7 月24 日
於　南紀白浜ホテル川久

浦 :化学関係の企業などは和歌山県北部に多いで
すね。そういった意味で、化学専攻の卒業生たち
が地元企業で活躍されているという印象を私など
は持っているのですが、そのほかの分野となると
やはりほとんどが出て行ってしまっているという
事実を、高専四十六年という歴史を見てもそうし
た傾向があるのかなと思っています。だけど私も
白浜でソフト開発の会社をやっていますが、今後
はやはり IT 産業というのは、特に東京とか大阪
でなくても良いわけでして。私どもの会社はいま
社員が七十名近くになっていますが、その多くが
地方でやれる仕事になっていますので、今後は高
専の優秀な卒業生の皆さんに来ていただける環境
は充分に整ったと思っています。
小堀 :私も高専の一期生として在学していた関係
で、この間四十五年ぶりに同窓会に出席させてい
ただき、そこで色々な話が出ましたけれど、県庁
とか公務員になっている人が意外と多くて少々驚
きました。高専出身者で県内の企業に勤めている
という話は正直、あまり聞かなかったですね。住
金に行っていて辞めてる方とかそんな人はいまし
たけれど、浦さんも仰ったように高専の卒業生た
ちはみんな県外へ向けて就職していくということ
が多いんじゃないでしょうか。

中 :本日は現在の開かれた和歌山高専と地域産業
活性化を踏まえた技術者育成についてご議論願い
たいと思います。まず、高専の果たす役割とし
て、地元の産業界を高度な技術で支える人材の育
成が期待されていると思いますが、和歌山高専の
四十六年の歴史の中で、その役割をどのように果
たしていると思われますか。
小堀 :いきなり難しい質問ですね ( 笑 )。地元の
産業界で、高専の卒業生に頑張ってもらっている
という話は聞くんですが、さて卒業生たちのどれ
だけの人数がその全体的な割合として入っている
かということについては把握できていませんね。
私など県庁にいてますと、県庁には高専の卒業生
はたくさん来てくれていますし、工業技術セン
ターに県の県土整備部にも相当入ってる。地元の
企業でも何人か来てくれてますよという話を聞い
ています。実際にはどうなんでしょう。卒業生の
就職先として、県内の企業にはどれぐらいの割合
で入ってるんですか。
堀江 :そうですね、就職については半分以上が県
外に出ていく、さらに進学者を含めると県外への
進学ということでは、専攻する学科にも依ります
が、県内に残る数は全体として二割に満たないか
も知れませんね。

小堀　基二
財団法人わかやま産業振興財団
前専務理事

浦　聖治
株式会社エスアールアイ
代表取締役社長

堀江　振一郎
国立高専機構和歌山高専
校長

聞き手：中　久枝
国立高専機構和歌山高専
専攻科修了生
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業の良さや魅力について、本当に和歌山県にはオ
ンリーワン企業がいくつもあるんだから、そう
いったアピールポイントをもっと上手に宣伝し
て、優秀な学生たちに入社してもらい、地場の企
業を支える、そういうシステムを早急に構築して
いかないと地方の産業界全体が益々疲弊してしま
います。
浦 :素朴な質問なんだけれど、学生さんの志向性
としては良い仕事、良い会社があれば県内に残り
たいという人は何割ぐらいあるのですか。実は私
なんかは和歌山からとにかく飛び出たくて仕方が
なかったんですけれどね ( 笑 )。
中 :就職した先輩（ひと）の話など色々と聞いた
部分では、やっぱり都会に出て行きたいという人
は多いと聞くんですが、まず県内には特に電気系
の企業が少なくて、私の場合は、医療機器メーカー
の方に進みたいと思っているんですけれど、県内
に企業がなくて、やはり外に出ていかざるを得な
い状況にありますね。
浦 :じゃあそういった希望する分野の企業がもし
県内にあるとするなら、本当は県内に残っていた
いと思っているのですか。
中 :はい、そうですね。
小堀 :大学という話になってくると、御坊市に住
んでいる私なんかは、大学へ行くイコール都会
( まち ) へ行くというイメージがどうしてもある
んですね。同じく、就職ということについても就
職イコール都会 ( まち ) に出るという考えがある
のではないか。ただ、今年もお盆シーズンになる
と経営者協会等々では、特に U ターン希望者を
対象とした就職案内会を開催するのですが、一度
都会へ出て行っても、田舎も良いよねっていう人
も必ず出てくるんです。だから盆とかで帰省する
ことが多い時期に、就職面談会を開催すると、田
舎で再就職するという話によくなりますよ。地元
企業の人たちはむしろそういった時期の方が採用
しやすいといってました。都会が良いと思って都
会へ憧れて出て行ったんだけど、現実を知れば、
まあこんなものかと。それだったら全体の生活の

堀江 :確かにこの経済状況が厳しい中、今年の五
年生を見ましでも、卒業を控えて就職活動をする
のに、一人の卒業生に対して五社から十社の求人
をいただけるという状況が続いているというのは
本当にありがたいですね。そうした中で、学生も
どこを選ぶかというとき、自分が卒業まで続けて
きた研究がいくらかでも続けられるような環境と
か、少しでも手取りの給料が多いところとか、そ
ういうところに惹かれるのも、まあ自然なことだ
と思うんですね。私たちが彼らの気持ちを引き留
めるということなどできません。去年、仁坂知事
が私たちの高専にお見えになって、学生たち十人
と『いきいきトーク』というのをやっていただき
ました。そのときに知事から『どうも皆さんは地
元の企業のことをあまり知ってもらっていないみ
たいですね』というお話しがありましてね、そこ
で今年からはもう少し地元の企業の方々にも私た
ちの学校に来ていただき、自社はこういう職場環
境です、こういうテーマで製品、新規開発をして
います、などといった会社の事業内容についてご
紹介していただく、そんな機会も増やしていきた
いと考えております。昨年までは学園祭のとき、
そして十二月の進路指導のときの二回、企業説明
会をやってきました。毎年十二月には地元の紀陽
銀行と合同でやっているんですが、今回はそれを
併せてやろうかと。知事の方からは和歌山市内で
大々的に就活のイべントを仕掛けてやろうという
話がございまして、高専だけでやるにはあまりに
規模が大きくなってしまいますので、そのガイダ
ンス方法については県にお任せしております。
小堀 :和歌山県に限らずどこでも地方都市の企業
などは特に県内の優秀な人材を求めていますね。
切実な話ですよ。地元の大学や地元の高校から採
らないと県外から優秀な人材を獲得することはや
はり難しい。中小企業の人たちに話をお聞きして
いても、できるだけ地元から優秀な人材を確保し
たいというのが本音でしょうね。だから今「知ら
ない」という話の中でね、地元の大学とか高専と
か高校とか色んなところで、もうちょっと地元企
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願っております。
浦 :七年前からこちらで始めたんですね、白浜の
方でね。私どもの会社には今、和高専から二人来
ていただいています。さらに来年は二人入ってい
ただくことになっており、今後はそのパイプをど
んどん広げてお互いにあそこに行けばこういう仕
事ができるといった、そんな事業内容をよく理解
していただき、世界に打って出られるようなヒッ
ト商品を作りたいと思っております。前年入社し
た和高専出身の社員は本当に優秀で、中さんの一
つ先輩ですかね、上司や同僚のスタッフから評判
も非常に良いですね。学校を出てすぐにあれだけ
出来るというのはやっぱり高専の勉強も含めて、
仕事ぶりを見ていると、プラス自分自身がその仕
事を好きで彼なりに努力したのかなということが
良く分かりますよ。私も非常に助かっておりまし
て、こういう人がどんどん入社してくれたら心強
いなあ、なんて思っています ( 笑 )。あと、高専
にはコンピューターのクラブがありますよね、今
後はそこのクラブともつながりを持って、社会に
出たらこんな仕事が待っているよ、こんなことが
出来ますよといった事を、学校にいるうちから体
験していただけたら良いかななんて思っていま
す。実はもうすでにちょっとやってもらっている
んです、和高専の三年生の二人にですね、アルバ
イトという形で、我々の社内で使うソフトとかア
プリケーションを作ってもらって実社会での製品
づくりについて体感してもらっています。
中 :ではその関係の質問なんですが、地元産業界
が抱える技術課題や新製品開発に向けた研究に、
身近な研究機関として、和歌山高専の先生方の力
を貸して欲しいという要請があると思うんですけ
れど、和高専の卒業生でなくても先生に相談する
ことは出来るんでしょうか。
堀江 :もちろん出来ます。卒業生だけの技術相談
じゃなくて、和歌山県以外からも大阪や名古屋、
三重などを含めて、ご相談があれば日本中どこで
も、ご相談の窓口は常に開けているつもりです。
ただ、まだまだ私たち高専の教授、准教授の先生

豊かさなど考えて、田舎のほうが良いんじゃない
か、上手く自分に合うような働く場所さえ見つか
れば戻ってこようか、そんな考え方もありますよ
ねえ。
堀江 :なるほど興味深いお話ですね。しかし学校
としてはできるだけ本人の持っている能力、本人
が持っている興味や関心ごと、それに一番見あっ
た教育を準備して、それらを一番伸ばしてあげた
いと思っています。そして伸びたときに本当に能
力がどれくらい身につくのか、私たち教師側もつ
ねに日々努力です。その努力の結果、先ほど中さ
んもお話されたように、自分が続けたいと思う研
究課題をさらに応用して使うことができる企業が
県内に多いとは言えないということは残念です。
学校としては全国各地で五十五ある高専の一校と
して、ある意味、みんな厳しい生き残りを賭けた
競争のなかで、他校を制してどれだけ豊かな良い
教育を提供し、国立の高等教育機関として成果を
上げていけるか、それが問われていると思うので
す。その一方で、地域への貢献という視点から申
し上げれば、私たち和歌山高専の学生たちが卒業
後には、彼らがぜひとも就職したいと希望する地
元の企業が県下に一社でも多くなって欲しいと

小堀　基二（こぼり　もとじ）
財団法人わかやま産業振興財団  前専務理事
和歌山県御坊市出身。和歌山高専第一期生として入学後
進路変更、県立日高高校を経て東京大学農学部を卒業後、
和歌山県職員として中小企業振興公社事務局長、東京事
務所長などを歴任。
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ングの乾燥機器工程でセンサーを使ってドライク
リーニングの時間を制御する、そういう研究をし
ていました。このケースは県からの要請で声が掛
かりましたね。今年は不況ということも手伝って
か、その研究はちょっとペンディングになってし
まい、新たに今年からは湯浅醤油の発酵工程をセ
ンサーで監視できたらいいか、という研究をさせ
ていただいています。
浦 :それはどういったルートで依頼が来るわけで
すか。
堀江 :和歌山高専も地元の企業、特に工業系の企
業の方とふれあいの機会をもって田辺の方でも研
究会をやっています。たぶん和高専次世代テクノ
サロンという形で、そういう機会などが一つのス
タートとなる切っ掛けではないのかなあと思いま
す。
小堀 :私ども「わかやま産業振興財団」では、技
術開発支援から販路開拓支援まで企業の育成支援
を行っています。産学官の連携支援を目的に、た
とえば高専とか大学、あるいは商工会議所、商工
会、銀行といった色んな支援機関が連携して、私
ども産業振興財団がその中核的な窓口となってわ
かやま地域産業総合支援機構いわゆる「らいぽ」

方みんながそういう姿勢を普段から取っているか
どうかということについては、一層の努力が必要
だと思っております。
小堀 :十年ほど前、わかやま産業振興財団の前身
の中小企業振興公社で、そのとき初めて大学等の
技術シーズを基にして、地元の企業と一緒に交流
会をやろうという話があって、県のほうから少し
補助金を出しましてね、そうしたらたくさんの研
究テーマが上がってきて、高専とか、和大、近大、
県立医科大からもいくつも上がってきて、そのと
きいちばん人をあつめたのが、高専のソーラーの
研究会、田縁先生の研究会、六十名以上集めたん
ですよね。特に田辺や紀南地域からたくさん集
まっていましたね。あれなど十年ぐらい前に始め
た事業なんですが、高専はそれ以前からもそうい
うことをやってきていたんです。高専の先生方は
地元企業の人、技術者の人と常に交流会をやりな
がらね、技術交流していく土壌があったんやと。
その延長線上として共同研究とかね、そういう話
があるんです。例えば、今は財団では「都市エリ
ア産学官連携促進事業」など、国の大型委託研究
事業を四件やっています。その三件に高専の先生
方も参加してもらっているんですよ。特に発展型
ということで、事業化に向けて、野村先生なども
そこのメンバーとして入ってくださっています。
そんな意味で、今いわれたような卒業生とかそん
な狭い話でなくて、地場の企業の人と直に一緒に
なって新しい製品づくりを推し進めていくとか、
高専の先生から技術指導を受けたりとかね、さま
ざまな企業ニーズに対応していただいており高専
の先生方は大きく地域に貢献されていますよ。
浦 :例えばそういった今まで一度も出会いのな
かった企業さんが、和高専の先生、あるいは学生
さんたちと共同して研究できる、そのようなきっ
かけとなる受け皿みたいなものは何かあるのです
か。
中 :私の場合、昨年は和歌山市内にあるドライク
リーニング研究所というところから要請があっ
て、二年ほど前からなんですが、ドライクリーニ

聞き手　中　久枝（なか　ひさえ）
和歌山県串本町出身。平成 23 年３月和歌山工業高等専
門学校専攻科メカトロニクス工学専攻修了。
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と実績を積んできた精鋭の人ばかりですから、も
のすごく実践的なアプローチをされます。その人
たちの持ってるバックグラウンドというか、人的
ネットワークなども大変有効ですね。そうしたも
のを活かしながら、企業のいろんな要望に応えよ
うとしているんですね。扱う分野も観光が入った
り、農商工連携も担当することとなり、農林水産
業の分野を扱うようになったり、国際経済のサ
ポートとかね、これなんかも商社の OB の方が担
当してくれています。体制的にも充実しています
し、全ての産業の支援を担うこととなっており、
是非何か提案や課題があれば、当財団に相談して
いただきたいと思っています。課題解決の手懸か
りぐらいは見つけられると思っています。もちろ
ん我々は高専の先生方々もどのような経歴をお持
ちで、今どんな研究テーマに取り組んでおられる
か、おおよそ把握しているつもりですので、企業
の要望に応じて是非ご協力をお願いいたします。
堀江 :はい、ありがとうございます。私たちは産
学官連携というお話でいうと「地域共同テクノセ
ンター」という窓ロを設けておりまして . そこに
突出して対応させていただいております。その建
物というのが、うちの高専に入っていただいた一
番最初、入り口から五メートルほど校内に入った、
すぐ右手にある建物がそうでして、皆さんに一番
最初に立ち寄っていただきたい場所として開放し
ております。私たち六十名近い、工学系の先生方
がいるんですが、その先生方一人一人が普段どう
いった研究をしているかということを、一人ひと
りのプロフィールについて冊子にして作成し、皆
さまには『研究シーズ集』という形でお目に止
まるようお配りさせて戴いています。それをご覧
になり、あっ、この人にちょっと話を聞いてみた
い、興味があると思っていただければ幸いなんで
すが。
小堀 :いかにして「やる気のある企業を発掘する
か」というのが私ども産業振興財団の一番の仕事
でしてね、受け入れる体制はできていたとして
も、こちら側が企業のニーズをきちんと把握して

をつくっています。ここでうちの宣伝やってい
いか分からないんだけど ( 笑 )、産業復興財団に
なってからいまで六年目なんですよ。で、ワンス
トップサービスということで県内中小企業の方々
の様々な経営相談を受ける総合窓口というのをう
ちの方でやっております。そうした企業ニーズに
応えるため、専門家派遣、共同研究、商品商談会
等々様々な事業を実施しています。テクノ振興財
団と中小企業振興公社、別々の支援機構があった
んですが、その二つの組織が統合して一緒になっ
て六年目に入ったわけなんですが、私自身はこの
六月に就任したのですが、これで二度目なんです。
最初に産業振興財団が出来たとき、二年間やって
そのあと三年ほどあいて、またこっちに戻ってき
ているんですが、設立当初と比べて本当に財団の
機能が一層多岐に渡り、内容的にも格段に充実し
ています。仁坂知事に替わって、二年前には長期
計画が出来たこともあって、その長計に即して知
事もだいぶテコ入れしてくださっています。企業
の OB の方々、今私たちの財団で、アドバイザー
とかコーディネーターという肩書きを持って専門
的に企業支援をやってもらっている人が十二名ほ
どいるんですが、皆さん長い問、大手企業で経験

浦　聖治（うら　きよはる）
（株）エスアールアイ　代表取締役社長

和歌山県串本町出身。和歌山高専第５期生として卒業後、
パイオニア（株）に入社。１９８４年ソフトウェア開発を行う
クオリティ（株）（東京都）を設立後、２００１年子会社とし
て白浜町に（株）エスアールアイ設立。
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県庁の機関とが一緒になって企業のところに手を
組んで研究に出かけるということが出来るという
ことが実現できるのなら刺激になって、きっと現
役の学生の皆さんの勉強もきっとより深い部分で
関心を持つようになり、絶対成果が上がると思い
ます。
小堀 :財団では様々な共同研究を行っています。
だから企業と先生方からそのような話が出てきた
場合、中さんのような若い学生たちにもぜひその
輸の中に入っていただき、現場の空気を肌で感じ
てもらいたいですね。
堀江 :先ほど中さんの話に出てきた醸造企業での
センサーの研究、あなたも工場現場まで実際に出
かけて行ったのですか。
中 :はい、醤油の方は依頼があったんじゃなくて、
県内の産業に貢献できるような研究がしたいとい
うことで、私の方から湯浅醤油の本社を訪問し
て、工場見学させていだだき、こういう研究がし
たいんですとご相談を持ちかけたのです。中紀地
方ならやはり湯浅醤油や金山寺味噌が地場産業と
して栄えていますので、私が在籍する研究室がセ
ンサー工学専門ですから、そのような食品の製造
についても興味があったんです。

いなければ上手くマッチングさせることができな
い。だから先ほどの技術交流会なんかでもそうで
すが、六年ほど前に商工会や商工会議所と一緒に
企業ニーズを発掘するため、「企業プロデュース
事業」を始めました。申請していただいた企業の
中から何人かの専門家チームを組みそこの企業の
問題解決をするということをやってきましたが、
その企業ニーズ等を審査する委員に高専の先生は
最初から入ってもらっているんですよ。今五年間
やってきて、申請している案件が千二百六十件ほ
どになっていると思います。それと今うちでは毎
週木曜日は情報メールを発信しています。三千件
ほどになっており、もし高専で企業等に情報を発
信したいということがあれば、是非利用していた
だきたいと思っています。情報内容についてはた
とえば国、県の支援制度についてであったり、イ
ベント開催のお知らせであったり各支援機関等か
ら様々な情報を発信しています。知らせたい、企
業側に知ってもらいたい、そういった内容を定期
的に提供してます。これを中核機関の重要な役割
と考えています。
浦 :私なんか高専の五期生で、ずっと昔ですけれ
ど、あの当時は学問を習ったという感じがしてい
ます。けれど今の先生方のプロフィールなど拝見
していると、もうすぐにでも今の産業界で使える
ようなことをやっている、これはすごいですね
え、あれを見せていただき衝撃でした。あんまり
私、他の分野のことはよく分からないですが、電
気情報の分野なら先生方のやられている研究につ
いて、仕事上私も理解できるので、ああこれはも
う産業界でやって来た人だなってすぐに分かりま
したね。だから今後、私たちが仕事をやっていく
中で、きっちりおつき合いしていただけるという
感じを受けました。ぜひ産学連携でやっていきた
いと思いますね。
堀江 :いま仰っていただいてたいへん嬉しく思い
ます。ただ小堀さんがご摘されたように「産学」
の連携だけではなく、官、役所・県庁の機関にも
入ってくださって、もしかすると私たちの学校と

堀江　振一郎（ほりえ　しんいちろう）
和歌山工業高等専門学校　校長
島根県松江市出身。東京大学教育学部を卒業後、文部
省へ入省。在米大使館書記官・文部省海外子女教育
課長、宮内庁東宮侍従、東京藝術大学副学長を歴任、
２００９年４月から現職。
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ドハイスが必要となってくる。大手企業で長いこ
と製造現場で合理化、効率化に携わって来られた
方、第一線でやってこられた方を中小企業の現場
に送り込んで診断してもらうと、どこがムダか、
何が欠けているか一眼で見抜く。さすがだと思い
ますね。経営のノウハウみたいなことまで教える、
製造現場の効率化をレクチャーする、さらに販促
に携わるし、新製品の開発にも参画していく。総
合的な支援を重ねていかないとなかなか上手くは
いかないことが多々ありますね。産学官連携によ
り新商品が開発されても様々な過程で、支援を重
ねる必要を痛感しています。
浦 :学生さんから見て、県内で就職するとしたら
こういう企業であって欲しいというか、地元企業
がこうあって欲しい、その理想像ってどんな感じ
ですか。
中 :やはりどんな企業であるのかという情報を
もっと細かく知りたいですね。そんな情報を得る
ことができる機会が少ないので、先ほどお話に
あったように企業紹介していただける会場などを
設けていただき、私たちに多くのことを宣伝して
いただきたいと思います。
浦 :私ども企業側としてもちょっと努力が足りな
かったということですね。今は反省をしていると
ころです。そういう場所にもっと積極的に出て
行って、県内にもこんな魅力的な会社があるんだ
ということを学生の皆さんには分かってもらわな
いといけない。でも前に誰かに聞いたんだけれど、
高専に入った段階で、学生諸君はすでにもう県外
へ行くんだと端から決めているって ( 笑 )。そん
な覚悟を持って入学してくると聞いたんですけ
ど。
中 :ええ、そういうわけでもないんですが、和歌
山の場合、とくに工業系の仕事がないようなイ
メージがあるというのは確かですね。
浦 :ただ、ものづくりについては和歌山県の場合、
和泉山脈があって、紀伊山地があって、まずモノ
を運ぶの大変ですよね。最近は船もあまり使わな
いから、トラックで 42 号線走ってたら効率が悪

小堀 :へえ、あなたご自身で研究させてくれって
営業してきたの。それは偉いなあ、立派なことや
( 笑 )。その積極的な姿勢こそこれからの時代を
担う若い人たちには大事やと思います。
堀江 :うちの学校の先生方は大学を出て、博士号
を取り、すぐ高専の教員として着任されるという
ケースが段々とメジャーではなくなってきていま
すね。むしろ例えば企業の研究所などで長く研究
開発などをやっていたという人がある一定のキャ
リアを積んで年齢に達したとき、高等教育機関で
後身を育てて見たいと志願され、公募によって先
生になったというケースがいま半分以上でしょう
か、徐々に多くを占めるようになり、新規採用の
場合など、純粋に学問だけやっていたという人は
さらに少なくなっています。また、高専に採用さ
れる前の経歴を拝見しても、皆さん、工学博士、
理学博士の称号をお持ちの方ばかりで、さらにそ
こから企業で働きながら学会などで研究発表され
たり、実践的な研究を積み重ねてこられた先生方
が多くなりましたね。
小堀 :私の知ってる人で、ある特許をもとに、産
学官連携の共同研究を行い事業化した製品を世に
送り出して特許収入を得ている人もおられます。
ここ何年の間で、大学の先生方の経歴や出身など
もずいぶんと変わりましたよ。たとえば和大など、
とくに工学系の教授陣のなかに民間企業ご出身の
先生方が増えましたね。時代の趨勢なんでしょう、
産学連携によって産業界をより一層発展すること
のできるイノベーション力を早急に身につけるこ
とが求められているのかも知れませんね。だから
私たち産業振興財団も頑張らんとあかんわけです
よ。うちがいかに元気な企業を発掘できるか、そ
の企業ニーズをしっかりと把握して総合的にサ
ポートできるかということでしょうねえ。共同研
究の話だけじゃなくて、販売が課題であれば、商
談会を開催してマッチングさせたり、商売相手ま
で見つけてきて引き合わせる。あるいは製造現場
で、ここをこういう風にしたらもっと効率化でき
るとか、生産力がアップするといった具体的なア
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の人々は小学生のころから、学問というのはぜん
ぶ英語で勉強する人もいます。だからそういう教
育環境で育ってきた留学生たちとつきあって、い
ろんな生活体験を含め、一緒に高専で学んだこと
がその後、きっと役立つことがある。和歌山の企
業であれ、関西の企業であれ、活動する拠点を海
外に移していくとき、高専の卒業生たちはそのと
き経験した外国人とのふれあいを通して色んなこ
とを自然と学んでいるので、そういう意味でもか
なりの戦力になると信じています。
浦 :すばらしいことですね。ただ高専の学生は一
般的な評価として他の大学生と比ベてやや外国語
が弱いという印象をまだ持っておられる人もいる
とか聞いているのですが、そのあたり如何でしょ
う。
堀江 :はて、そうでしょうか。確かに大学の受験
英語的な知織や受験テクニック、そういった面で
例えばうちの四年生と、進学校から大学に入った
ばかりの学生と比べて、知っている単語の数とか
文法の正確さあたりなどは確かに若干弱い面があ
るかも知れませんね。しかし恐らく県下の進学校
の中で、こんなに多くの留学生を抱えている学校
は私どもの高専以外にありません。留学生の数と
いうと、常時クラスで勉強している学生はいま
二十名ほどでしょうか。先ほども申し上げました
ように彼ら留学生たちの存在があって、高専の学
生たちの意識もずいぶんと大きく変わってきたよ
うに思います。彼ら留学生たちと接すると、まず
アジアにこんな優秀な学生がいて、自分たちも負
けてはいられないという強い思いに駆られます。
彼ら留学生たちはいずれ母国に帰って恐らくその
国でも一流の技術者となり、母国の産業界を支え
ていく人たちですからね。そういうことに気づけ
ば、自分たち日本人が研究開発とか品質管理など
プロセスにおいて手を抜いたり、粗悪な製品をつ
くってしまえば、恥をかくのは自分ですからね。
この間私たちは国立高等専門学校機構という組織
の中で、理事長から直接ヒアリングがあったとき、
和歌山高専は全国で五十五ある高専の一つではあ

いし、採算合いませんよと。だからものづくり産
業は正直いってむずかしいのかも知れないけれ
ど、もっとソフトな産業というか、サービスだっ
たりね、サーバーの監視しますなんていうのは別
にオフィスがここにあっても日本全国はもちろ
ん、世界中のコンピュータの監視をしてもいいわ
けですからね。さらにソフトウェアを組むとか、
ウェブデザインをするとか、そういった IT 系の
産業だったら別に和歌山でやっても良いかなって
思いますよね。今後はそういう産業がどんどん出
てくるだろうし、一緒にやりましょうよ。
堀江 :私たち、学生たちを育てて世に送り出す、
その立場にいる者としましては、就活する際にま
ず最初に県内企業を考えなさいという指導をする
ことは中々できませんが ( 笑 )、本当に自分の行
きたい所へ行きなさいということ、そして出来る
だけ自分で高い能力を学校で学ぶ間に身につけな
さい、就職したらそれは給料を貰う、会社のニー
ズに応えるということに汲々とするかも知れな
い。だからそれまでに出来るだけ自分の実力を蓄
えなさいということを一生懸命伝えています。今
後ますます国際化の進むなか、一気に東京とい
わず、県内企業であっても、ASEAN( 東南アジア
諸国連合 ) ですとか、中国ですとか、そういった
国々に生産拠点をつくって、活動エリアを大き
くシフトさせていく企業が出てくるかも知れな
い。そんなとき、そういう時代の波にもちゃんと
あわせて乗って、まずはある程度の国際的な経験
を持つ必要性があると思います。今私たちの学校
では早い段階から英語教育について力を入れてお
ります。また教育方針の一つとして、海外、なか
でも ASEAN とか中国からの留学生を多く受け入
れています、同じ寮のなかで、学生たちは彼らと
朝夕のご飯を一緒に取り、授業を一緒に受け、と
きには彼らが少し理解しづらい日本語について解
説してあげる。その反対に彼らから語学や異文化
のことを学ぶこともあります。留学生の中には
TOEIC( 国際コミュニケーション英語能力テスト )
満点の学生さんもいるんですね。彼らアジア諸国
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ながりをより一層強くしようと、来年四月に新し
く学年が始まりますが、その時には向こうから学
生が一人うちの高専に留学して一年間勉強するこ
とになっております。そして明けた一年後の九月
には向こうの新学期が始まりますから、順調に進
めば、うちの学生から一人、今度は最低でも一年
間、あちらの上海電機学院で勉強することになっ
ています。
浦 :それは非常に好いですね、上海ならうちの関
連会社の拠点がありますので、ぜひお立ち寄りく
ださい。今は世界のフレームワークがなくて何も
考えられないですからね、そういう国際感覚を身
につけた人がどんどん出てくると楽しみですね。
私どももクォリティという会社は営業の会社とし
て東京にありますけれど、ものづくりはこの白浜
でやっていますからね。この白浜が田舎とはいわ
れていますが、私は白浜からも上海へはしょっ
ちゅう出張しているわけで、国際的にやるしかな
いわけですよ。ですから国際感覚を持った学生さ
んが育ってくれると非常にありがたいとそのよう
に思います。
中 :話しが少し戻るんですけれど、和歌山県には
六つの大学とか高専、短大といった高等教育機関
がありますけれど、連携事業も進んでいるみたい
ですが、中紀にある御坊市に位置する和歌山高専
の役割について、どのように思われますか。
浦 :いやもう、地域の発展については和歌山高専
なくして語れないのではないでしょうか。中紀以
南では、やっぱり和歌山高専の貢献は大きいし、
私どもは和歌山大学とはちょっとお付き合いがで
きていないんですけれど、やっぱり工業的な意味
からしたら、和歌山高専に期待するところは大き
いなと。今こうして卒業生が入ってくれるように
なっていますし、もっともっと学生さんにも産業
界の仕事をしてもらおうとして、お付き合いを始
めようとしていますからね。緊密になっていく中
で、やっぱりここに産業を創れるような人が育っ
て欲しいなと思いますね。私どもも会社をしてま
すけれど、自分が種になって新しい会社をつくっ

るけれど、学校独自にその特色を出すためにも、
もう少し多くの留学生を受け入れられるよう定員
枠を増加できる調整をお願いしたいと申し入れ致
しました。
浦 :それは良いことですね。そういった留学制度
が進めば和高専の実力がより国際的になって、さ
らにレベルアップするかも知れませんからね。私
も高専を卒業後、パイオニアという会社に就職し
て、会社のお金で外国体験をさせていただきまし
た。今あらためて考えると、そのとき海外で学ん
だことは私の人生の中でものすごく大きな影響力
を持ってその後の生き方に強く投影されていると
思っています。海外で長く生活していると、まず
自分と違った考え方をする人間がこの世界にはた
くさんいるんだということが分かる。日本人同士
だとどうしても同質な考え方を持ちたがるけれ
ど、外国で暮らしてみて初めて異文化にふれたと
き、自分とはまったく異なった価値観を持った人
間がいて、この世界は回っているんだという事実
に気づかされるんですね。この経験は大変ありが
たかったですね。
堀江 :仰る通りですね。このあいだ二週間ほど、
中国から十一名の学生が訪問して、授業を一緒に
受けてもらいました。その他にも一部、日本の工
場見学とかしていただきました。上海電機学院と
いう大学なんですが、そちらと提携を結んでおり
まして、私たちの学校の学生も短期間ですが、毎
年留学できるようになっています。
中 :二年前ですが私もあちらで授業を受けさせて
いただきました。基本的に情報系がほとんどだっ
たんですが、情報系の授業をあちらの先生が英語
でやる。現地の学生に混じって授業を受けたり、
中国の企業、三菱エレベータだったけれど見学さ
せていただきました。あと四年生の時は修学旅行
で台湾に行く機会があって、そのときも現地法人
の NEC に連れていってもらいました。
堀江 :中さんはその二回のプログラムで海外経験
を積んだということですね。どちらもアジア、今
後の世界の生産拠点ですね。上海電機学院とのつ
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入学者がいるわけですので、そこを逆手にとって、
中学生、そして小学生の人たちをターゲットにで
きるだけ理科というのは楽しいんだ、実験という
のはこんなに不思議なんだ、としいうことを経験
してもらうことについては力を入れて活動をして
います。それは例えばこの間ですが、日本の陸地
では四十六年ぶりとなる皆既日食があったでしょ
う。あの時も私たちの学校で教室を開きまして、
硫黄島とそれから中国からの中継映像をずっと流
しまして、そして三十人ほど親子で来ていただい
て、その子どもたちが時間をかけて少しずつ、み
んなが黙って見ているんですよ。重なっていって
最後にぱあっと真っ暗になる瞬間にわっと声があ
がる、また時間をかけてぱっと明るくなる、これ
はニュースなど三十秒の報道を見ていて、知識と
して知っているというのとやはり違うんですね。
この時は和歌山大学さんとかビックユーとも協力
してやったんですが、これからも児童、生徒たち
の理科好き、数学好きの人たちにぜひいつでも遊
びに来てもらって、そういう理科の体験、実験の
体験などをしてもらって、そんな学校づくりをし
ていきたいと思います。そしてそれを通じて、私
たちの入試も変えました。社会の試験をやらない
ということで、国語、数学、理科、英語というこ
とで試験をしようという方向で現在動いていま
す。それだけではなくて「体験実習選抜入試」と
いう試験方法がありまして、各学科の三割程度は、
実験実習をやってもらいその特性を見い出したの
ち、選抜して技術者として素養のある学生を採る
と。これなども全国に先駆けて行っている画期的
な入試の方式です。
浦 :私どもでも期待していることが一つあるので
すが、地元の産業がですね、発展していくにはど
うしても IT に頼らざるを得ない、そのあたりが
まだ、これはたぶん和歌山だけじゃなくって、都
市部じゃないところの県は弱いと思うんですね。
やはり IT のリテラシーをもう少し固めて仕事の
上でももっと使えるようにすること。それを実現
しなければいけないんですけれど、その時に人材

てね、そういう風な人が育つように我々も動きた
いなと思っておりますし、ぜひとも一緒にやりた
いですね。
小堀 :県の長期計画にもね、有田市から白浜町ぐ
らいまでの地域までを紀伊半島沿岸産業集積ゾー
ンとして位置づけられています。このエリアの唯
一の高等教育機関は高専ですので、高専が産学連
携の拠点として、この地域を担ってもらう意義と
いうか、その使命は非常に大きいと思いますよ。
今後とも共同研究とか、色んな分野に進出して欲
しいなあという風に思います。もちろん、紀中、
紀南だけでなく、県下全域の高専であって欲しい
ですね。和高専といえばロボコン全国大会で連続
準優勝とかそういった方面の話題でもその名は知
られていますけれど、財団では高専の先生方のご
協力を得まして、夏休みに小中学生を集めた科学
教室を、もう十年以上やっています。私も現場に
行ったことがあるんですが、負けず嫌いの小学生
が泣きながら一生懸命模型づくりやっているんで
すよね。競争みたいになってしまってね、泣きな
がらやっている子を見ていると、おお、この子は
将来良い科学者、技術者になるなって思ってしま
います。子どもたちに科学の夢を与えるようなイ
ベントにも貢献していただいています。とくに紀
中、紀南では、製造業が少ないでしょう。こうし
た事業を通じて高専がもっと、こういうような世
界があるよということを子供たちに知らせて欲し
いですね。私は子どもは新しい窓を開いてあげれ
ばその方向に向かって行くのだけど、このあたり
に住んでいると海と山と畑しか見られないし、職
業も限られている。様々な世界で活躍してきた人
が次の窓を開けてくれたら、そういう世界もある
という話になってくるじゃないですか。そういう
窓を幾つも開いてくれるようなことを、これまで
も高専は果たしてくれていますが、今後さらに力
を入れて欲しいと思っています。
堀江 :体験講座ですとか出前授業ですとか、これ
は私たち高等教育機関で教授、准教授が教えてい
るんですけれども、一方で高校生段階のところで
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の挨拶で四月中にはブログを始めますから皆さん
読んでくださいということでスタートして、まあ
週に一回ぐらいですけれど、今までに十二本ぐら
い書き込みました。学生たちからもいろいろな反
響、意見、質問なども届いています。そういう対
話というものはいまの時代は校長室に来なくても
キーボードを通じて、私のところにドキッとする
ような質問も来ています。これも先ほど浦さんが
仰ったように、lT の時代ですね、学生との対話
というのはこういうかたちでやっていいんだろう
と。そのドキッとする質問を貰ったときに大変う
れしく思いました。こういう形でコミュニケー
ションってちゃんと取れるんだということが分か
りましたからね。
中 :本日は和歌山高専の現状とこれからの地域産
業発展に貢献できる技術者育成について大変貴重
なお話を頂きありがとうございました。和歌山高
専への期待の大きさに充分対応するためにも今後
ますます精進する必要があることを碓信しまし
た。本日はありがとうございました。

( 本対談の一部は平成 21 年 8 月 21 日 ( 金 ) 付毎
日新聞に掲載されました。)

がいないんですよね。その中でたぶん高専の学生
だったら三年、四年ぐらいになったらユーザーと
しても十分な使い手になっているはずなんで、そ
ういう人たちが何らかの形で地域の発展のために
手伝ってくれることによって、地域の lT 武装を
促進する、そんな風なことが出来るのなら、それ
がねアルバイトという形なのか何か色々とアプ
ローチできる方法はあると思いますが、先ほど校
長先生から皆既日食のお話がありましたけれど、
この時代、インターネットを使えばとりあえずた
いがいの事が出来る、そういう手段が出来ている
んで御坊にいながらにして、例えば北山村の何か
をお手伝いできるとか、そういったことが可能に
なってきているんで、そういった意味でも和歌山
高専は貢献できるのではないかなと。
同じく私も白浜に会社をつくった段階でそんなよ
うな使命は持っていると思っています。ですから
お互いが協力し合って、この地域で企業が IT 武
装する上でのお手伝いができると思いますよ。
堀江 :そうですね、私たちの学校というのは国に
とって、そして和歌山県にとって、なければいけ
ない欠かせない高専であるんだという実績をこれ
からも、今まで以上に固めていきたいと思ってい
ます。固めていきたいということは決して保守的
になるとか、何かパターン化したものをやってい
くということではなく、常に時代で必要としてい
るものを先取りをしながらもやはり教育機関です
し、十五才から二十才という若い人を育てるとこ
ろです。青年期の若人をお預かりして、そしてそ
の人たちがオトナになっていくまでのプロセスを
支えてあげるという貴重な五年間なんだというこ
と。ある意味では親としての愛情のようなものを
持って、常に優しい学校でもありたいと思ってい
ます。そういう形で学校の先生たちが一生懸命、
授業をそして研究を進めていれば必ずや背中をみ
て立派な学生が育っていくものという風に思って
おります。私もできるだけ学生たちと直接に話し
合う機会を持ちたいということで、校長ブログを
始めました。四月から学年が始まる始業式の最初
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平成 26 年度学生会長
電気情報工学科 4 年

中
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─自由さの守り方─

私は現在、学生会長として
二年目となる年を送っています
が、その二年間だけでも、和歌
山高専は大きく変化していま
す。学業の面ではもちろん、寮

生活やクラブ活動等の様々な場
面で新たな取り組みや改革が起
こっています。時代の変化に対
応していくために常にあらゆる
面で変化し続けることはとても
素晴らしいことです。ですが、
一部の制度改革の中で和歌山高
専の魅力であった自由さという
ものが少しではありますが失わ
れてしまったように感じてお
り、私自身、それはとても残念
なことだと思っています。

いま、和歌山高専では自由
な校風のなか学生達はのびのび
とした生活を送り、それぞれの
ペースで自主的に勉強やその他
の活動に取り組んでいます。私
は、学生がそのように過ごせて
いる和歌山高専がとても好きで
す。しかし、自由には責任が伴
います。ただやりたいことだけ
をやっていてはいけません。そ
のような行動を繰り返していて
は、自由さというものは少しず
つ失われていってしまうでしょ
う。

自由を許されているというこ
とは、信頼されているのだとい
うことを自覚し、自分の行動に
責任をもち、したいことだけで
はなく、しなければならないこ
とにも能動的に取り組んでいか
なければなりません。学生全員
がそうしてこそ、和歌山高専が
伝統的に守ってきた、自由さを
守っていけるのだと私は考えて
います。

この 50 年という歴史の節目
で、私達在校生は、いまいちど、
和歌山高専の自由さを守ってい
く決意を新たにするとともに、
和歌山高専がこれから 50 年先
も自由さを失わないよう、これ
からの新しい世代の後輩たちに
自由さの守り方を伝えていきた
いと思っています。

学 生 会
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平成 26 年度主将
電気情報工学科 3 年
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いまの空手部の現状として実
質活動している部員は 4 人し
かいません。このままでは部が
無くなってしまう危機にありま
す。そもそもこの空手部は、以
前は活動していたのですが、そ
の後しばらくのあいだ休部状
態になっていたという歴史を
持っています。そして、いまの
5 年生の先輩方が活動を再開さ
せ、現在に至っています。

せっかく再開させた部活をま
た休部状態にしてしまうのは現
部員としてなんとしてでも阻止
したいところです。そのために
はやはり、部員をたくさん集め

ることが不可欠です。部員を集
めるには、大会で実績を残して、
部の知名度を上げることが大事
だと思います。

ですが私達は今まで大会でこ
れといった実績を残したことが
ありません。大会に出るたびに
まだまだ実力が足りないことを
痛感させられます。しかし、私
達は敗戦の悔しさをバネにして
勝つためには何が必要なのかを
考え、新しい練習に取り組んで
います。例えば、強豪校と合同
練習をした時の経験を参考にし
た練習メニューを考え、自分た
ちの苦手分野を克服するような
練習をしています。いつの日か
大会で優秀な成績を残すことを
目標に、日々集中して練習に取
り組んでいます。

いまは部員の少ない寂しい部

活ですが、徐々に発展させてい
き、多くの部員がいる活気あふ
れる部活にしたいと思っていま
す。

空 手 部

【基本情報】
部 員 数 ：12 人
活動場所：武道館、第一体育館
活動状況：火・水：室内練習
　　　　　木 ：外練習
部　　長 ： 山吹先生
顧　　問 ： 山川先生

【年間の動き】
5 月末	 総合体育大会
7 月	 夏合宿、高専大会
8 月末	 橋本の選手権大会
11月	 新人戦
3 月	 春合宿
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平成 26 年度主将
電気情報工学科 4 年

山
やま
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─ 弓道部の歴史といま ─

我らが弓道部は歴史的に見
て、非常に規律正しく礼儀に厳
しい部活であったようです。こ
れは単なる噂話ですが、和歌山
高専の部活のなかで一、二を争
うほど厳しく、辛いと言われる
ほどです。その影響もあり、弓
道部を卒業していった先輩方の
姿は皆、凛々しく格好のよいも
のでした。

そんな弓道部が、年月ととも
に変わってきつつあります。今
では、練習時間中に小話をする
部員が増えてきています。さら

に、一日の練習が終わったころ
には、部員同士の会話が弾み、
笑顔が絶えません。卒業生が見
ると少し驚かれるかもしれませ
んね。

しかし、そんな部員たちも、
先輩やコーチの先生方が指導を
してくださる際には、真剣な表
情で耳を傾け、とても前向きに
弓道に取り組んでいます。和歌
山高専弓道部の基礎を築いてく
ださった先輩方の意思を引き継
ぎ、部員同士の心の距離も近く
なっている、そんな今の弓道部
の姿は、私の誇りです。

我々が目指しているものは、
二段、三段という高い段位を取
得すること。そして、高専大会
を主とする弓道の大会にて上位
に入賞することです。我々は今、
その目標に向け日々の練習に取

り組んでいます。今後も弓道部
の発展と成長を暖かく見守って
くださると幸いです。

弓 道 部

【基本情報】
部 員 数：35 名
活動状況：毎日
活動場所：弓道場
部　　長：三原先生
顧　　問：謝先生、福田先生
　　　　　辻原先生

【最近の戦績】
H２６年度高専大会
　男子団体準優勝
　男子個人優勝　山本 峻
　女子団体準優勝
　女子個人 3 位　徳田 恋
H２４年度高専大会
　男子団体 3 位
　男子個人 2 位　垣内 拓也
H２１年度高専大会
　男子団体準優勝　女子団体準優勝
H２０年度高専大会
　女子団体優勝
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平成 26 年度主将
環境都市工学科 3 年

瀬
せ
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─ 剣道部の歴史といま ─

剣道部は、「克己」と「至誠」
の教えを重んじている伝統ある
クラブです。その言葉のとおり、
私たちは剣道の技術を磨くとと
もに、剣道を通じて誠実で自制
心のそなわった立派な人間に成
長するために日々鍛錬を続けて
います。

私たちの稽古場である武道館
には、「克己」の文字をあしらっ
た部旗と、「至誠」の文字が入っ
た試合用の手拭いが飾られてお
り、これらはそれぞれ第三期生と
第三十期生の先輩方が作成してく

ださいました。部旗の作成を提
案した三代目部長の柳瀬さん（故
人）は「克己」の権化のような方
だったとお聞きしています。

和歌山高専剣道部は過去に
三回全国高専大会で優勝してお
り、先輩方はその絶え間ない努
力によって素晴らしい伝統を築
いて下さいました。我々はそん
な先輩方を尊敬し、誇りに思い
ます。また、近年は近畿地区
高専大会で三連覇しており、先
輩方には剣道の素晴らしさだけ
でなく人との繋がりについても

「剣
み

」をもって教えて頂いてい
ます。
「今」の剣道部を支えるのは

私たちです。今年の近畿地区高
専大会も部員が一丸となって四
連覇を目指して精進し、和歌山
高専剣道部の伝統に恥じない試

合を行う所存です。

剣 道 部

【基本情報】
部 員 数：23 名
活動状況：月曜日～金曜日
活動場所：武道館
部　　長：楠部先生
顧　　問：中本先生

【最近の戦績】
H26 年度第 49 回全国高専体育大会
　団体の部　3 位
H26 年度第 51回近畿地区高専体育大会
　団体の部　優勝
　個人の部　優勝　石徹白 翔太
H25 年度第 48 回全国高専大会
　個人の部　3 位　小出 健太
H25 年度第 50 回近畿地区高専体育大会
　団体の部　優勝
　個人の部　優勝　小出 健太
H24 年度第 47 回全国高専大会
　個人の部　3 位　山本 有祐
H24 年度第 49 回近畿地区高専体育大会
　団体の部　優勝
　個人の部　優勝　山田 真希人
H23 年度第 48 回近畿地区高専体育大会
　団体の部　優勝
　個人の部　2 位　山本 有祐
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平成 26 年度キャプテン
知能機械工学科 2 年

岩
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─ 硬式テニス部の歴史といま ─

毎日、テニスコートから快音
を鳴り響かせるクラブ、それが
和歌山高専硬式テニス部です。
硬式テニス部は今年で創部から
34 年、今や高専内でも中堅的
な存在に位置するクラブです。
「楽しく !! 真面目に !! 強く !!」

がモットーであり、初心者から
経験者まで同じコートで練習し
ています。また、普段は 1 ～ 3
年生で活動しているのですが、
休日などには、4 年生や 5 年生
の先輩方も来てくださったりす
るので、とても練習になってい

ます。部長の樫原先生もごくた
まに、ラケットをもってコート
に足を運び、私たちと練習をさ
れたり、試合をされたりすると
きがあります。

昔は、とても人数が多く、さ
らに、高専大会や高体連の大会
でも優秀な成績を収めることが
あったと聞いています。しか
し、ここしばらくは、部員数が
減り（一時期、現 2 年生は 2 人）、
県内でも弱いクラブになり、個
人でも団体でも結果を残せてい
ません。それでも、もう一度、
先輩たちのような硬式テニス部
の黄金時代を築こうと私たち
は、日々練習に励んでいます。

先輩たちが築き上げてきた、
この硬式テニス部の伝統は、途
切れることなく次の後輩たちへ
と繋げていきます。そして、い

つになるかわかりませんが、い
つかきっと、先輩たちのように
強く活発な「和歌山高専硬式テ
ニス部」を再興したいです。そ
のために私たちは毎日の練習を
怠らずに頑張ります。

硬式テニス部

【基本情報】
部員数：31 名
活動状況
平　日 16：30 ～ 18：50
土／日 13：00 ～ 17：00
活動場所　テニスコート（海側 2 面）
部　　長 ： 樫原先生
顧　　問 ： 右代谷先生、靏巻先生、
　　　　　野村先生、山川先生

【年間の動き】
6 月	 高体連総体
7 月	 高専大会、夏合宿
8 月	 サマーテニストーナメント、新人戦
11 月	室内テニス大会
3 月	 春合宿、スプリングステージ
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平成 26 年度キャプテン
環境都市工学科 3 年
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─ 硬式野球部の歴史といま─

硬式野球部は昭和 40 年に創
部され、和歌山高専の中でも長
い歴史のある部活動の一つで
す。硬式野球部がこれほどまで
に長い間部活動として活動して
こられたのは、野球部を応援し
てくださる OB の方々の支えが
あるからこそだと思います。ま
た独立した立派な野球場がある
のも理由の一つだと思います。

硬式野球部では学生が監督、
コーチとなり指導をする学生監
督という制度が伝統になってい
ます。学生が監督をしているの

でチームの雰囲気がとてもいい
のがこの制度のいいところだと
思います。ここ最近の公式戦で
は良い成績は残せていません
が、学生監督、コーチ、選手、
保護者の方々全員で一丸となっ
て勝利を目指しています。

今年は和歌山高専創立 50 周
年という記念すべき年でもある
ので、とにかく夏の大会勝利に
むかって日々練習に励んでいま
す。数年前には現在では OB に
あたる先輩方が夏の大会で過去
最高に並ぶベスト 8 に進出し
たこともあります。

硬式野球部は約二十年前に高
専大会の近畿予選を数年間連続
で優勝していたこともありまし
たが、ここ数年は予選敗退が続
いていました。しかし今年は先
輩方が強豪チームのひしめくな

か素晴らしい試合をしてくれて
十年ぶりに見事近畿優勝を果た
してくれました。和歌山高専硬
式野球部は永遠に不滅です。

硬 式 野 球 部

【基本情報】
部 員 数：43 名
活動状況：ほぼ毎日
活動場所：野球場
部　　長：岩本先生
顧　　問：徳田先生、中本先生、
　　　　　早坂先生、平岡先生

【年間の動き】
4 月：春季大会
7 月：激励会、夏の大会、夏合宿
8 月：夏合宿、新人戦
9 月：秋季大会
11月：冬の練習スタート
3 月：春合宿
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平成 26 年度キャプテン
環境都市工学科 3 年

平
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太さん

サッカー部は開校と同時に創
部され、50 年という歴史を持っ
ています。これも内外の方々お
よび OB・OG の方々のご協力の
おかげだと感謝しております。

創部以来 40 年代は 1 部リー
グに籍を置き活躍しました。50
年以後は一時 3 部リーグに籍を
置いた時期もありましたが、ほ
とんどの期間 1 部リーグに籍を
置いていました。平成 25 年度
からは高体連に籍を置くように
なり現在に至ります。

平成 25 年度の戦績は総体、
選手権共に 1 回戦負け、新人戦
は県ベスト 16 で、平成 26 年度

の成績は総体1回戦負けでした。
サッカー部には伝統として受

け継がれていることが 2 つあ
ると思います。まず 1 つ目は
先輩・後輩の間で仲がいいこと
です。僕が知っている限り、仲
が悪い先輩・後輩というのは見
たことがありません。現在も 1
年生から 5 年生まで非常に仲
が良く、練習するときは集中し
ていて、休憩になったらいろい
ろなところから笑い声が聞こえ
てくるようないい雰囲気の中で
練習をしています。

次に 2 つ目ですが、それは
寮の指導寮生が多いということ
です。現在、指導寮生になれる
3 年生以上の寮生 13 人のうち、
実に 8 人がサッカー部員です。
これはサッカー部の部員が、責
任感があり、信頼できる人間だ

と認められている証拠だと思い
ます。このことは我々サッカー
部員の誇りです。

最後になりましたが、土曜日・
日曜日も練習をしているので、
OB の先輩方には、是非練習に
来ていただけたらと思います。
先輩方と一緒に汗を流しながら
色々なことを学べたらと思いま
すのでよろしくお願いします。

サ ッ カ ー 部

【基本情報】
部 員 数：42 人
活動場所：グランド
活動状況：月曜日～金曜日
部　　長：赤崎先生
顧　　問：大久保先生、北澤先生、
　　　　　Marsh 先生、森川先生

【年間の動き】
5 ～ 6 月　高校総体
7 月　高専大会
8 月　中紀大会
10 ～ 11 月　選手権大会
1 ～ 2 月　新人戦
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平成 26 年度主将
知能機械工学科 5 年
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和高専の柔道部といえばかな
りの歴史と実績のあるクラブで
す。もちろん学校内で知らない
人はいないくらいの有名なクラ
ブです。このようなクラブにな
れたのも歴代の素晴らしい先輩
や良い環境などの様々な要因に
恵まれたからで、特に次の３点
は大きいと思います。

1 つ目は、本格的な指導者が
あまりいない和高専のクラブの
中で、柔道部は的確な指導を
行ってくれる顧問の先生に恵ま
れたこと。2 つ目は、先輩方が
上手く部費をやりくりして購入
した豊富なトレーニング器具が

揃っていること。さらに 3 つ
目は、柔道部の長い歴史の中で
培ってきた技術や経験を歴代の
先輩方や顧問の先生が、途切れ
させることなく教え続けてくれ
たことです。

現在は、5 年生が持つ技術や
経験をより多く後輩に伝えるた
めに、週に 1 日 5 年生がその
日の練習メニューを決め後輩を
指導する日を設けています。ま
た最近は行っていなかった新歓
を復活させ、新入部員ができる
だけ早く柔道部にとけこめるよ
うにするなどの取り組みも行っ
ています。

このように、これからも柔道
部の伝統を受け継ぎつつ、自分
たちでも新しい伝統となるよう
なことを行っていきたいと考え
ています。そして、文武両道の

柔道部として今後も活躍してい
きたいと思っています。

柔 道 部

【基本情報】
部 員 数：12 人
活動状況：週 6 日程度
活動場所：和高専武道館
部　　長：桑原先生
顧　　問：後藤先生、直井先生

【最近の戦績】
H25 年度近畿地区高等専門学校体育大会
　団体の部　第 2 位（2 年連続）
　個人の部　60kg 級第 2 位　薮田 大晴
H25 年度全国高等専門学校体育大会
　個人の部　60kg 級第 2 位　薮田 大晴
H25 年度和歌山県県高校総体
　個人の部　60kg 級第 3 位　薮田 大晴
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平成 26 年度主将
知能機械工学科 3 年
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少林寺拳法部には現在 14 人
の部員が在籍していますが、私
が入部した 2 年前は 5 人ほどで
した。入部のきっかけは、クラ
ブ紹介で体の小さな先輩が背の
高い体の大きい先輩を簡単に投
げるのを見てすごいと思ったか
らです。それとあまり聞いたこ
とのなかった「少林寺拳法」に
対して好奇心を持ったからです。
先輩方は全員親切で、私はすぐ
に先輩方と打解けて気軽に話を
することができました。同級生
の部員は１人だけでしたが、楽
しく過すことができました。

昨年は、9 人も１年生が入部

し、賑やかな部に変貌しました。
そして、今年はさらに 3 人の
新入生が入部してくれました。
入部のきっかけは、様々だと思
いますが、一生懸命頑張り、真
面目に技の練習に取り組む後輩
ばかりです。

今、私は主将をさせてもらい、
しっかりしているかと言われれ
ば失敗もあり、あまり自信があ
りません。しかし、そんな自分
を七転び八起きの精神で徐々に
変えて行き、いつか自信が持て
るようになりたいと思っていま
す。これまでの少林寺拳法部の
主将は、とても頼りになる先輩
方ばかりでした。これからは自
分がそんな先輩になり、またそ
のような後輩を育てられるよう
な部活動にして行きたいと思い
ます。

少林寺拳法部

【基本情報】
部 員 数：14 人
活動場所：武道館
活動状況：平日 週 2 ～ 3 日
部　　長：土井先生
顧　　問：綱島先生
監　　督：表先生

【最近の戦績】
平成 25 年県高等学校少林寺拳法新人大会
　5 組出場
平成 25 年県高等学校少林寺拳法新人大会
　自由組演武 5 位　尾上 敦紀、中原 睦貴

【年間の動き】
5 月	 海岸清掃
6 月	 新入生歓迎会
7 月または 8 月　夏期研修会（合宿）
11月	 高専祭出店
3 月	 春期研修会（合宿）
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平成 26 年度キャプテン
物質工学科 3 年
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─女子バスケットボール部
　　　　　　 OG の方へ─

女子バスケットボール部は和
高専でも数少ない女子部員だけ
の部活です。部員は少しずつ増
え、高校生の大会にも出場でき
るようになりました。それでも、
女子だけで練習中に試合をでき
るだけの人数がいないので、他
の学校と練習試合をしたり、男
子バスケットボール部の 1 年生
に相手をしてもらったりして、よ
り実戦に近い状況で練習できる
ように考えながら活動していま
す。そのおかげもあって、少し
ずつ試合に勝てるようになって

きました。
他にも色々といい変化があり

ます。まず、今まで男女バスケッ
トボール部だったので予算が男
子と一緒でしたが、今年度から
女子バスケットボール部になっ
たので、予算が別々にもらえる
ようになりました。また、練習
場所が以前の第 1 体育館から
第 2 体育館へと変わったので
クリアボードを使って練習でき
るようにもなりました。さら
に、本革ボール 8 球とボール
カゴが女子バスケットボール部
にやってきました。

このようにどんどんと良い環
境で練習できるようになってい
て、部員は楽しみながら一生懸
命に練習に励んでいます。チー
ムでジャージや移動着をそろえ
たことで一体感もさらに増し、

これまで以上に仲の良いクラブ
へと育ってきました。

私たち現部員は、先輩たち
が作り上げた女子バスケット
ボール部の部員であることに誇
りを持ち、これからさらに発展
させるために頑張っていくつも
りです。先輩たちにも成長した
私たちの姿を見てもらえたらと
思いますのでお時間があれば
ぜひ来てください。いつでも
Welcome です。

女子バスケットボール部

【基本情報】
部 員 数：10 名
活動状況：毎週 月、水、木
活動場所：第 2 体育館
部　　長：林（和）先生
顧　　問：小池先生

【年間の動き】
4 月　中紀大会
5 月　高校総体
7 月　高専大会
11月　ウィンターカップ
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平成 26 年度キャプテン
物質工学科 3 年
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五年前から同好会としてス
タートした女子バレーボール部
はまだ歴史が浅く、正式な部活
動として活動が始まったのは最
近のことです。バレーボールは
スパルタで厳しいイメージです
が、私達は楽しくバレーをする
ことを方針に練習しています。
女子間ではよく問題になりやす
い先輩、後輩間の上下関係も苦
しいものではなく、他のチーム
には負けない仲の良さがありま
す。笑い声が絶えず、周りから
見ると不真面目に見えることも
あるかと思います。そのため、
大会では緊張感が無く、先生に

一喝されることもありました。
それでも私たちは楽しく試合

をします。そのため今年の近畿
高専大会の決勝戦の審判の方に
は「楽しくバレーをしていてと
ても雰囲気の良いチームだ。全
国でも頑張ってほしい」とお褒
めの言葉をいただきました。こ
れは私達チームにとってとても
誇らしい事であり、これからも
楽しくバレーをすること、そし
て全国で優勝するという強い目
標となりました。

そして女子バレーボール部
が楽しく仲の良いチームである
ことを伝統として受け継げるよ
うに、これからもチーム一丸と
なって頑張っていきたいです。

女子バレーボール部

【基本情報】
部 員 数：12 人
活動状況：火、木、金の 16 時～
活動場所：第一体育館
部　　長：津田先生
顧　　問：北澤先生、中出先生、
　　　　　山田先生 

【最近の戦績】 
平成 26 年度近畿高専大会 優勝
平成 25 年度全国高専大会 準優勝
平成 25 年度近畿高専大会 優勝
平成 24 年度近畿高専大会 優勝 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平成 26 年度キャプテン
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水泳部は名前の通り水泳をす
る部活です。水泳が得意な人も
そうでない人も、水泳が好きな
人が集まる部活です。運動部の
中でもかなりゆるい部類に入るか
と思います。ただし、練習は真
面目にしています。

水泳部は不運なことに、水泳
をする部活にも関わらずプール
を使える期間がとても短いという
宿命を背負っています。なぜか
というと、毎年プール開きをして
からすぐにテスト期間に入り、テ
スト期間が明ければ梅雨があり、
年によっては台風もやってきま
す。そして、やっと水温が温か

くなってくる頃に夏休みに入って
しまいます。さらに、水泳部なの
に夏の合宿をしないという妙な
風習もあります。もともと水泳を
やっている部員は合宿に参加す
るより地元の教室に参加したほう
が質の高い指導を受けられると
いうのがその理由です。

しかし近年になってこの状況
を変えていくために夏以外も活
動しようという意見が高まり、
プールが使えないシーズンも部
の活動として筋力トレーニングと
ランニングをするようになりまし
た。これは僕らにとってはすごい
革新です。また、最近水泳教室
に通っていない部員も増えてい
るので、近い将来、夏の合宿も
行うようになるかもしれません。

ただ、水泳部の特徴の一つに
部長によってスタイルががらりと

変わるという部分があります。そ
のため僕が引退した後水泳部が
どう進化するかはわかりません。
これは不安でもあり楽しみでもあ
ります。こんな風にふわふわとし
た部活ですが、これまで色々な
スタイルに様変わりしながらも続
いてきた水泳部をこの先に繋げ
ていくべく、みんな楽しく頑張っ
ています。

水 泳 部

【基本情報】
部 員 数：36 人
活動状況：夏季週 4 日
活動場所：プール
部　　長：宮本先生
顧　　問：藤本先生

【年間の動き】
5 月　GW 終了後にプール掃除
　　　プールでの練習開始
7 月　高専大会
　　　夏休みに入ったところで活動一

　　時終了
　　　年によって合宿実施
冬季は筋トレを中心に活動
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現在、ソフトテニス部は部員
男女合わせ 48 人と運動部とし
ては大所帯となっているクラブ
です。部全体の目標としては、
毎年 8 月に開催される全国高
等専門学校大会出場を目指して
います。この大会に出場するに
は近畿地区団体 1 位、個人戦 3
位（女子は 2 位）までに入賞
する必要があるため、部一丸と
なって日々取り組んでいます。
また 3 年生以下は高体連主催
大会での上位成績を目指し、イ
ンターハイや近畿大会出場も目
標に取り組んでいます。

普段の練習では、「楽しく」「元

気よく」取り組むことを重視し、
日々励んでいます。重要な大会
が近付くと朝練を行う場合もあ
ります。また、週末には外部コー
チをして下さっている本校 OB
の方々から指導を受けたり、他
高専や近隣の高校、一般チーム
との練習試合や、大学生や一般
の方も出場する試合などにも出
場し、諸先輩方の叱咤激励を受
けることにより部員がたくまし
くなっていきます。

こうした取組により、ここ最
近（5 年間）での全国高等専門
学校大会での実績は、23 年度
から 4 年連続全国大会に出場

（団体 2 回、個人 6 組）しており、
次の世代にもしっかり継続出来
るよう、バトンを渡し続けられ
るよう頑張っています。

ソフトテニス部

【基本情報】
部 員 数：48 名
活動状況：平日　授業終了後～日没まで

（夏季約3時間、冬季約2時間）
休日　9:00 ～ 17:00

（日曜は隔週で休み）
主な活動場所：テニスコート(山側2面)
部　　長：溝川先生
顧　　問：大久保先生、村田先生、
　　　　　村山先生

【最近の戦績】
第 49 回全国高等専門学校体育大会
　ソフトテニス競技　女子個人の部出場
　西川 ちひろ、山本 真衣
第 48 回全国高等専門学校体育大会
　ソフトテニス競技　男子個人の部ベスト 8
　白樫 善、糸川 貴人
第 47 回全国高等専門学校体育大会
　ソフトテニス競技
　男子個人の部第 2 位
　畑 絢斗、糸川 貴人
　女子個人の部ベスト 8
　西川 ちひろ、山本 真衣
第 46 回全国高等専門学校体育大会
ソフトテニス競技　団体の部第 3 位
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卓球部は一般的に運動が少
し苦手な人の多いクラブだと思
われがちですが、我が校の卓球
部の OB にはそのような方は少
なく、活発に活動してきまし
た。もちろん今現在もです。そ
の中でも最も記憶に残る活躍は
平成 22 年度県新人大会で、我
が校は県内でも指折りの強豪校
に次々と勝利していき、見事 3
位に入ったことです。

私がこの卓球部に入部すると
きの卓球部の最初の印象は、練
習環境が整っていて、先輩方も
頼りがいのある方々ばかりだと
いうことでした。「この卓球部

なら一生懸命頑張れる。」そう
思うことのできるクラブでし
た。

普段の練習は練習メニューを
自分たちで考え、自主性を育み、
強豪校に勝てるよう工夫を重ね
て練習しています。基本毎日練
習なので、密度濃く卓球をする
ことができます。練習環境はと
ても整っていて、体育館も広く
利用させていただいており、と
ても充実した練習を行えていま
す。

毎年夏休みには合宿があり、
皆で泊まり、楽しみながら、練
習しています。この合宿では学
年を超えて先輩と後輩の親交を
深め、団結力を強めます。

これからの卓球部は、OB の
方々に負けないように強いチー
ム作りを目指し、県の大会で良

い成績をあげ、近畿大会でも活
躍できるよう、精進していきた
いと思います。

卓 球 部

【基本情報】
部 員 数：25 名
活動状況：基本的に毎日練習
主な活動場所：第一体育館
現在の目標：県大会ベスト 8 目指して
　　　　　　頑張っています。
部　　長：森田先生
顧　　問：佐久間先生、平山先生、
　　　　　吉田先生、和田先生

【最近の戦績】
平成 25 年度近畿地区高等専門学校大会
　男子団体第 2 位
平成 25 年度近畿地区高等専門学校大会
　男子シングル第 2 位　大江 宏幸
　男子シングル第 3 位　殿水 悠太
平成 25 年度和歌山県高等学校新人卓球大会
　男子団体第 5 位
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昭和 39 年、和歌山高専創設
時にバスケットボール部は創部
されました。創設当時の近畿地
区高専大会、及び和歌山県高校
総体での実績は輝かしいもので
した。一時期、高校体育連盟か
ら和高専がはずれた頃は、チー
ムの士気が低下し、部員の減少
による活動範囲の制限も重なっ
て充実した活動が難しくなりま
したが、当時のバスケ好きの先
輩方がチームを盛り上げ、地道
な努力を積み重ねてバスケ部を
存続させて下さいました。今日、
我々が活動できるのはこうした
バスケットボール部の伝統を継

承し続けて下さった多くの先輩
方、及び OB の方々のお陰です。

現在は高体連の大会に出場
することが可能となっています
が、最近は大きな成果を残すこ
とができていません。1 ～ 3 年
生が 31 人、4・5 年生が 10 人
の計 41 名が部員で、今年度か
ら大幅に活動時間が短くなっ
たこともあり、火・木曜日が
16：30 ～ 19：00、水曜日が
17：30 ～ 19：00 に活動して
います。月・金曜日は屋外で練
習し、主に走りこみや体幹ト
レーニングを行います。7・8
月は夏合宿を行い、その甲斐も
あって平成 25 年の中紀地区の
夏季大会では優勝することがで
きました。11 月の高専祭では
焼きそば店を開き、順調に売上
を伸ばしています。二日目は、

OB 戦のために OB の方々も多
く来てくださるので嬉しい限り
です。

男子バスケットボール部

【基本情報】
部 員 数：41 人
活動場所：第 2 体育館
部　　長：竹下先生
顧　　問：小池先生、孝森先生

【年間の動き】
4 月	 中紀地区春季交流戦
5 ～ 6 月	 高校総体
7 ～ 8 月	 近畿地区高専大会
			   夏合宿
			   中紀地区夏季大会
11月	 秋季高校選手権大会
		  OB 戦（高専祭）
12月	 日高招待オレンジカップ
1 月	 近畿地区高校新人大会県予選
3 月	 春合宿
		  高専春季近畿交流戦
		  スプリングカップ
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男子バレーボール部は現在 4
年生 2 人、3 年生 4 人、2 年生
7 人、1 年生 7 人、女子マネー
ジャー 3 人の計 23 名で活動し
ています。今年は 1 年生がた
くさん入部してくれて、また待
望の女子マネージャーが 3 人
も来てくれました。

去年までは夜練があり、週
5 日 で 練 習 し て い ま し た が、
18:30 〜 21:00 ま で の 体 育
館使用が廃止になり、現在は
16:30 〜 19:00 の 週 2 回 の 練
習で体育館を使っています。初
心者もいますが、明るく個性豊
かなメンバーが多く楽しく活動

しています。
高体連の大会や、高専大会

ではあと一歩というところで負
けてしまいます。勝つために
は、攻撃面、守備面と徹底的に
練習しなくてはいけません。攻
撃面では、素早い攻撃で相手の
ブロッカーを惑わせるコンビバ
レーを目指していきたいと思い
ます。守備面では、サーブカッ
トでセッターが動かなくても済
むような、正確なカットを心掛
けたいと思います。

スパイクといえば、和高専に
はすごい人がいたということを
聞いています。その人は、身長
が 160cm 代にも関わらず、垂
直跳びが 90cm のすごい跳躍
力で、強烈なスパイクを打つ選
手だったそうです。まさに、小
さな巨人ですね。僕たちも、そ

のあこがれの先輩のようになれ
るよう頑張りたいです。また大
会では、1 勝を目指して、粘り
強い試合ができるよう日々練習
に励みたいと思います。

男子バレーボール部

【基本情報】
部 員 数：23 名
活動状況：週 2 回
活動場所：第 2 体育館
部　　長：津田先生
顧　　問：北澤先生、中出先生、
　　　　　山田先生

【年間の動き】
4 月 県高校総合大会
5 月 新入生歓迎会
6 月 近畿地区高専大会
10月 県高校選手権大会
1 月 県高校新人大会
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我がバドミントン部は、入部
に特別な条件もいらず、経験者
よりも初心者の方が多いクラブ
です。人数は他のクラブと比べ
ると少ないですが、その分、先
輩、後輩、男女の仲がとても良
いのが伝統となっています。

昔から高校の大会や高専の大
会以外に一般の大会にも積極的
に参加し、技術向上を目指して
頑張っています。練習では、バ
ドミントンに必要な筋力、体力、
バランス感覚を鍛えるため、ラ
ンニングや体幹トレーニングを
欠かさず行っています。正直、
厳しくて嫌になるときもありま

すが、それでもみんなで支え合
いながら乗り越えています。

また、OB の方たちとの関わ
りがあり、昔から OB の方が外
部コーチとして教えに来てくれ
ています。最近では、OB の方
や一般の方たちとの大会も開
き、バドミントンを通して、交
流を深めています。バドミント
ン部は、他校との練習試合をす
る機会があまりないため、とて
も助かっています。

このように、バドミントン部
は縦と横のつながりが深く、こ
れは我々クラブ員の誇りです。
これからも OB の方たちとの交
流を深めながら、我々の大切に
している言葉「百折不撓」の気
持ちを忘れずに、大会で一つで
も多く勝ち星を挙げられるよ
う、日々練習に取り組んでいき

たいと思います。

バドミントン部

【基本情報】
部 員 数：男子 16 名　女子 9 名
活動状況：月曜〜土曜
活動場所：月、水、金、土　第二体育館
　　　　　火、木　外練習
部　　長：西本（圭）先生
顧　　問：靍巻先生、直井先生、
　　　　　藤本先生

【最近の戦績】
平成 26 年度総体和歌山県予選　優勝
　柏木 結介・坂本 隼太組
平成 26 年度総体和歌山県予選
　男子団体　3 位
平成 25 年度近畿高専大会
　女子シングルス　準優勝　坂本 実紀
平成 25 年度近畿高専大会
　女子団体　3 位
平成 25 年度近畿高専大会
　男子シングルス　準優勝　柏木 結介
平成 25 年度近畿高専大会
　男子ダブルス　優勝　柏木 結介・坂本 隼太組
平成 25 年度近畿高専大会
　男子団体　3 位
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ハンドボールは 7 人 1 組の
2 チームで相手のゴールにボー
ルを投げ入れて得点を競うス
ポーツで、とても楽しいスポー
ツです。相手を抜いた時や難
しいところへパスが通った時、
シュートが入ったときはとても
達成感があります。難しいとこ
ろは、体育館を大きく使うので
ずっと走り続ける体力やボール
を速く投げる筋力、それに空中
でシュートする際のバランス感
覚など、挙げるときりがありま
せん。

現在のハンドボール部の練習
は、キャッチボールから始まっ

てキーパー練習、ポジションご
とのシュート練習、試合を想定
した 3 対 3 などをしています。
また、4 年生、5 年生を相手に
した紅白戦をすることもありま
す。この 4、5 年生相手の練習
は一般高校ではありえないもの
で、高専ならではの練習といえ
るかもしれず、ここで先輩から
いただいた多くのアドバイスを
参考にして、自分なりにアレン
ジしたプレーを考えたりもして
います。

練習時間が限られている中、
夏に 3 年生も引退し、今は 1
年生と 2 年生の合計 7 人で活
動しています。人数的に試合を
するのもやっとの状況ですが、
それでも効率良くできる練習メ
ニューを考えて日々切磋琢磨し
ています。

大会には先輩方が着たユニ
フォームで出場します。これま
でこのユニフォームを着てきた
先輩方に少しでも近づくこと、
一回でも多く勝つことを目標
に、部員全員で頑張って練習し
ています。

ハンドボール部

【基本情報】
部 員 数：7 人
活動状況：
　月・水 16:00 ～ 19:00
　木 16:00 ～ 17:30
活動場所：第一体育館
部　　長：奥野先生
顧　　問：早坂先生、三岩先生

【年間の動き】
夏は特に暑いので、体力をつけるため
に外で走ることもメニューに入れてい
ます。また、夏は新チームに変わって
すぐでもあるので、その年の大まかな
目標も夏に決まります。
その後は各々のスキルを上げる努力を
し、大会に挑んでいます。
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僕たちフットサル部は、両手
で数えられるほどのとても歴史の
浅い部です。フットボール好き
の生徒たちが集まって楽しくボー
ルを蹴る部活です。部員には一
度はサッカー部を志したものが
多いのが特徴で、フットサル部
では「楽しくボールを蹴っていく」
という創部当時のモットーを守り
つつ活動をしています。

当初は同好会だったぼくらで
すが、大会に出場したり、地元
の社会人チームの方などとの練
習試合をしたりする機会も増え
るようになりました。このような
活動が認められて最近、同好会

から部へと昇格しました。これに
伴って部費ももらえるようになり
ました。これは和高専フットサル
クラブにとって大きな一歩です。

ユニフォームを作ることがい
まのぼくたちの目標です。フッ
トサルは室内スポーツなので、
できれば体育館でやりたいので
すが、現状では贅沢を言っては
いけないと思っています。

少しマイナーなスポーツなの
で、高専大会などもなく、他の高
校と試合することがありません。
そのため自分たちで試合相手や
大会を探さなくてはいけません。
いつもお世話になっている大会会
場が最近閉鎖したので大会がすこ
し遠いものになってしまったのが
いまのフットサル部の悩みです。

いま、様々な国からの留学生
がフットサル部に多くきてくれて

います。ボールがひとつあれば、
言葉を介さずとも仲良くなれま
すし、ワールドカップ気分も味わ
えます。そんな国境を越えるス
ポーツの素晴らしさをおしえてく
れる部でもあり、これからもこの
雰囲気を伝統としていけるように
頑張っていこうと思っています。

フットサル部

【基本情報】
部 員 数：16 名
活動状況：月曜〜木曜
主な活動場所：多目的グラウンド
部　　長：秋山先生
顧　　問：重松先生、濱田先生

【年間の動き】
昨年、同好会から部に昇格しました！
新年度が始まると部活紹介ではリフ
ティングを披露。新入部員が決まると
鍋を囲んでの歓迎会で打ち解けます。
年に 2、3 回、コートの草刈り、砂入
れをしますが、これもチームワークを
高めるために役立っています。御坊の
社会人チームを相手に練習試合などを
行っています。
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平成 26 年度キャプテン
電気情報工学科 2 年
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─ OB の先輩方へ─

部員が少ないボクシング部で
す。僕が入部するため、入部希
望の同じクラスの 2 人と初めて
練習を見学しに行ったときは 3
年生のキャプテンが 1 人で練習
していました。その人はとても
面白い人で、部の先輩はどんな
人かなどたくさんのことを教え
てくれました。

8月に大会が終わるとそのキャ
プテンが辞め 1 年ながら僕が
キャプテンを務めることになりま
した。それからは 4、5 年生の先
輩と練習することが増えました。

よくきてくれる増田先輩（環境
の 5 年生）は筋肉隆々で、パン
チ力があり最初の頃は正直なと
ころとても怖かったです。

ですがそんな見た目とは裏腹
に高学年の先輩方はとても親切
で、今でもよく練習に来てくれ
ています。部員が自分 1 人に
なっても、怪我をして 8 か月
以上まともに練習できなくなっ
ても、僕は辞めずに頑張ってき
ました。それはそうした厳しく
もあたたかい先輩方がいてくれ
たからです。これからも先輩方
が教えてくれたことを忘れず
日々精進していきます。

ボクシング部

【基本情報】
部 員 数：4 人
活動状況：月、火、水、金　ジムワーク
　　　　　木　ロードワーク
活動場所：武道館、第 2 体育館、
　　　　　第 1 体育館周り
部　　長：岡本先生
顧　　問：米光先生

【最近の戦績】
H24 県高校新人大会
　バンタム級優勝　増田 誠
　近畿高校新人大会
　バンタム級３位　増田 誠
H23 高校総体県大会
　ライトウェルター級優勝　増田 誠
　高校総体全国大会出場
　増田 誠
H22 高校総体県大会
　ライトフライ級優勝　片田 茂人
　フライ級優勝　坂本 成輝
　高校総体全国大会出場
　片田 茂人、坂本 成輝
H21 県高校新人大会
　フライ級優勝　坂本 成輝
　ライト級優勝　高澤 大真
　近畿高校新人大会
　フライ級３位　坂本 成輝
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平成 26 年度キャプテン
環境都市工学科 5 年
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「ラグビー（闘球）」。この競
技は団体競技で最多の 15 人の
選手が楕円球を持って走った
り、蹴ったりしながらゴールま
で運ぶ熱いスポーツで、ひと
チームのメンバーが多いことか
らチーム内での強い団結が求め
られます。

ラグビー部は 1 年生から 5 年
生までが、現役の選手として、
高専大会を目指して練習に励ん
でいます。練習の風景は部員全
員が仲良く、のびのびと、そし
て一生懸命に取り組んでいます。
先輩たちの卒業により、それま
で 15 人以上いた部員は、現在

たったの 7 人となってしまいま
した。ですから、最近の試合に
は他の部活を引退した人たちに
参加してもらいながら、なんと
か出場しています。

練習・合宿・試合など、部員
が足らないという苦労もありま
すが、こうした困難な状況の中
でもあきらめることなく頑張っ
ていることで部員同士の絆が高
まっていくのを僕自身感じてい
ます。練習以外にもビーチラグ
ビー大会に参加したり、川に遊
びに行ったりと楽しいイベント
もあり、これらも強くつながっ
たチームづくりに一役買ってく
れています。

マネージャーも部員の一員と
して選手たちのため、しっかり
とサポートし、僕たちの練習を
支えてくれています。

ラグビーは危ないスポーツ
と思われがちです。しかし、試
合でチームのためにタックルを
し、ボールを取り合い、トライ
を目指して全力で走るというの
は、ラグビーでしか味わえない
達成感で、とても魅力あるス
ポーツです。そんなラグビーを
真剣に楽しめるよう、これから
もメンバー全員で練習に励んで
行こうと思っています。

ラ グ ビ ー 部

【基本情報】
部 員 数：20 人
活動状況：16:30 ～ 18:30
主な活動場所：
　グラウンド、筋トレルーム
部　　長：森岡先生
顧　　問：中出先生、野村先生

【年間の動き】
4 月：第 1 期部員の発掘
7 月：第 2 期部員の発掘　前期夏合宿
8 月：後期夏合宿
11月：OB 戦　高専大会
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平成 26 年度キャプテン
環境都市工学科 3 年
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─陸上競技部の歴史といま─

和歌山高専で長い歴史のある
部活動の中の一つである陸上競
技部は、昔から多くのことが先
輩方から受け継がれています。
キャプテン、副キャプテン、マ
ネージャーという体制は今では
当たり前のようになっています
が以前はそれがなく、数代前の
先輩方が生み出してくださった
ものです。高専祭での出し物の
ホットドックなども私たちが入
部する以前から引き継がれ続け
ている伝統です。陸上部は毎年
全国へ選手を送り続けていま

す。それもまた伝統の一つです。
以前、陸上部の部員数は学内

最大を誇っていました。今でも
毎年新入部員が数多く入部し、
種目の関係なく部員一同楽しく
練習に励んでいます。現在、陸
上部は女子キャプテンを中心に
部活動に励んでいます。そのた
め数少ない女子部員への配慮や
マネージャーへの配慮に力を入
れており、先輩たちが作ってく
れた体制をさらにより良いもの
にしようと思っています。

高専陸上部はコーチの先生が
いないため、自分たちで練習を
考え、部をつくってきたことを
誇りにこれからたくさんの練習
を積み重ね良い記録を作ってい
きたいです。

最後になりましたが、これか
らの陸上部の目標は先輩たちの

伝統を今まで以上に大切にし、
これまでのことを見直して次の
代により良い形で引き継いでい
くことです。

陸 上 競 技 部

【基本情報】
部 員 数：54 名
活動状況：月曜日から金曜日
主な活動場所：グラウンド
部　　長：芥河先生
顧　　問：孝森先生、辻原先生

【最近の戦績】
平成 25 年度和歌山県高等学校総合体育大会
　女子砲丸投げ　2 位　宮本 佳奈
平成 25 年度和歌山県高等学校ユース
陸上競技対校選手権大会
	 男子 1年砲丸投げ　3 位　宮本 章弘
平成 25 年度近畿高専大会
　女子砲丸投げ　3 位　出﨑 名津子
平成 25 年度全国高専大会
　女子砲丸投げ　2 位　宮本 佳奈
　男子円盤投げ　6 位　山澤 優
平成 26 年度近畿高専大会
　女子砲丸投げ　1 位　宮本 佳奈
　男子円盤投げ　2 位　山澤 優
平成 26 年度全国高専大会
　女子砲丸投げ　2 位　宮本 佳奈
　男子円盤投げ　8 位　山澤 優



■クラブ・文化系

136和歌山工業高等専門学校創立50周年記念誌 137

平成 26 年度代表世話人
環境都市工学科 3 年
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amoeba は、1997 年 の ナ ホ
トカ号重油流出事故のボラン
ティアに参加した当時の先輩方
が、身近なところでもボラン
ティアをしていこうと立ち上げ
られたサークルです。環境問題
やボランティア活動に対する関
心が高まる中、浜そうじを中心
に、森林ボランティアや募金活
動など環境福祉に関わる多くの
活動をしています。
「amoeba」という名前の由来

はいろいろな説があるようです
が、有力な説は自由に体を変え
られる単細胞生物のアメーバか
らとったもので、アメーバの形

態のようにメンバーを固定せず
活動に興味をもった人が自由に
参加できるようにと名付けられ
たようです。現在でも、「気軽
に楽しくボランティア」をモッ
トーにメンバーや活動場所を固
定せず、活動の度に興味を持っ
た人が参加できる形式をとって
います。活動は、amoeba の学
生代表である世話人を中心に現
在も和歌山高専唯一のサークル
として活動を盛り上げていま
す。

最近では、amoeba の発足当
時から続く浜そうじに対して、
御坊市長から表彰を受けること
ができました。この表彰は、現
在まで amoeba を支えてくだ
さった先輩方のおかげであると
思います。

今でも、春、夏の年 2 回行

われる合宿で OB・OG の方々
に参加していただきうれしく思
います。これからも amoeba の
伝統を引き継ぎ、活気のある
サークルを目指していきたいと
思います。

環境福祉ボランティアサークル amoeba

【基本情報】
メンバー数：50 名
活動状況：月 1 ～ 2 回の活動
顧　　問：赤崎先生、岸本先生
　　　　　米光先生、和田先生

【活動実績】
・2014 年 6 月　御坊市長より感謝状
・2012 年 8 月　和歌山森林管理署と
「川又遊々の森における体験活動に関
する協定」締結

・2011 年 11 月　和歌山保護観察所
長より感謝状

・2009 年 6 月　第 8 回和歌山環境大
賞受賞
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平成 26 年度主将
知能機械工学科 4 年
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～囲碁・将棋同好会のこれから～

卒業生の皆様、はじめまし
て、囲碁・将棋同好会です。こ
の度、和歌山高専の創立 50 周
年記念ということで記念誌に載
せていただき非常に驚きの気持
ちでいっぱいです。なぜなら本
同好会は 3 年前にできたばか
りであり、この記念誌を手にな
さった多くの方々がこの同好会
の存在を知らないであろうと思
われるからです。ですので、こ
の記念誌を通して少しでも多く
の方に本同好会の存在を知って
もらえるとうれしいです。

本同好会は囲碁という言葉が
名前の中に入っていますが、囲
碁の道具がなく、また囲碁の
ルールを知らない人が多いので
実質的には将棋を主体に活動し
ています。年に一度の高専祭で
は対局場を開いておりますので
将棋に興味のある方、腕に覚え
のある方にはぜひおいでいただ
けると嬉しいです。ぜひ我々と
対局を楽しみましょう。

囲碁・将棋同好会には他のク
ラブとは一つだけ大きく違うと
ころがあります。それは主将を
決める方法が実力制だというと
ころです。具体的には年度末に
4 年生以上を除く部員でトーナ
メント戦を行い、そこで優勝し
たものが次の年の主将になるの
です。そのため、2 年生でいき
なり主将になるということも可

能です。ただ本同好会ができて
から 3 年間主将はわたくしの
ままで変わっておりません。

入会者もほかのクラブに比べ
てとても少ないので、将棋の強
い新入生が入ってくれることを
心待ちにしています。できたば
かりで歴史も浅いですが、これ
から会員全員で励んでよき歴史
と伝統を作っていきますのでど
うか応援のほどよろしくお願い
します。

囲碁・将棋同好会

【基本情報】
部 員 数：18 名
活動状況：金曜日以外の放課後
活動場所：4A 教室
部　　長：平岡先生
顧　　問：現在なし
　　　　　（前年度まで濱田先生）

【年間の動き】
4 月　新入生の勧誘
11月　高専祭での一般の方との対局
3 月　主将決定戦
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平成 26 年度代表
環境都市工学科 3 年
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─音楽同好会の歴史といま─

吹奏楽部でも軽音楽部でもで
きない楽器を演奏することがで
きる同好会………それが、私た
ち音楽同好会です。

いまから 7 年前、合唱をで
きそうな部活がなかったため新
たに立ち上げを決意し、学生会
にお願いしてスピーチ・賛否を
とってなんとか立ち上げに至り
ました。しかし、指導者がおら
ず、皆の前で歌うのが恥ずかし
いと言い出す子もいて、立ち上
げ早々ピンチが訪れました。

そこで様々な楽器を試すう

ちにミュージックベルに落ち着
き、その後バイオリンやピアノ
ができる新入生が入ったのを機
に、それぞれが好きな楽器を持
ち寄り演奏するという、異色楽
器コラボ演奏がスタート。同時
に、諦めかけていた歌（合唱）
にも挑戦しようということにな
りました。

それから、マイペースに活動
を続け、メンバーは少ないなが
らも現在私が 4 代目の代表と
なっています。

毎年『高専祭』での発表は
欠かさずに行っていて、見に来
てくださる方も年々増えていっ
ているような気がして嬉しいで
す。昨年の発表では、ボイスパー
カッションを取り入れた演奏を
行い、多くの方から褒めていた
だくことができました。このこ

とを機に、これからは、様々な
演奏に挑戦していきたいと思っ
ています。
『音を楽しむ』。この気持ちを

忘れずに今後も頑張っていきま
す !!!

音 楽 同 好 会

【基本情報】
部 員 数：15 人
活動状況：毎週月曜～金曜
活動場所：教室または 100 番教室
部　　長：吉田先生

【これからの目標】
高専祭での発表。そして地域での演奏
活動を実現したい !!

【年間の動き】
4 月　新入部員探し
5 月～10月　高専祭に向けての練習
11月　高専祭での発表会
2 月　追いコン
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平成 26 年度代表
電気情報工学科 3 年
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軽音部は当初、軽音楽同好会
として活動していました。それ
以前にもバンド単位の活動が行
われていて、高専祭、寮祭等に
出演していたそうです。しかし
バンド単位の活動では練習日や
練習場所、音響機器に制限があ
りました。そのため、軽音楽同
好会が設立され、その後先輩方
の努力により軽音楽部となりま
した。

軽音楽部となった今は部室が
あり、音響機器もそろっている
ので練習したいときに練習でき
る環境になりました。現在、寮
祭に出演はしていませんが、新

入生歓迎ライブ、スニーカーエ
イジ、高専祭、卒業ライブ、地
元のライブ、と少しずつ活動す
る場が増えています。

スニーカーエイジは軽音部
が唯一参加する軽音楽の大会で
す。年に一度大阪で行われてお
り、軽音楽の甲子園とも呼ばれ
ています。この大会では演奏者
だけでなく応援をする側も審査
対象となるので、応援はとても
重要です。これはバンド単位で
なくクラブで活動しているとい
うことに重きを置いているから
です。しかし、軽音部は兼部が
できることから、部員数が最も
多いクラブのため、一体感を出
し切れていないのが状況です。
今後の課題としては、バンド単
位でなくクラブとしての活動を
増やしていき、先輩、後輩の交

流も増やしていければいいなと
思っています。

軽 音 楽 部

【基本情報】
部 員 数：約 60 名
活動状況：基本は個人練習
活動場所：ライブがある時期になると
　　　　　放課後、部室で練習
部　　長 ： 伊勢先生
顧　　問 ： 重松先生

【年間の動き】
5 月：新入生歓迎ライブ（BBQ）
8 月：スニーカーエイジ（合宿有）
11月：高専祭
12月：azbil ライブ
2 月：卒業ライブ
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平成 26 年度代表
電気情報工学科 3 年
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─コンピュータ部の伝統と
　　　　　　　これから─

コンピュータ部では和歌山高
専の文化祭である高専祭でメン
バーがいくつかのゲームを作成
し、それを展示しています。こ
れはコンピュータ部の伝統と
なっています。ゲームのジャン
ルとして、アクションやパズル、
また、2D や 3D など、たくさん
の種類のものを作成しています。

このゲームについてはメン
バーが自分の作りたいものを自
由に作り、誰かが強制をして作
らせるということはしていませ
ん。しかし、入部したばかりの

1 年生は、どのようにゲームを
作成をしたらいいのかがわから
ず、自由に活動しているだけで
はゲームを作ることができない
場合が多いです。そのため、コ
ンピュータ部では入部したばか
りの 1 年生にゲーム作成の基
礎を教える授業を行うことも伝
統になっています。これにより、
1 年生でもゲームの作成ができ
るようになってきます。このよ
うに、授業やゲーム作成など、
堅苦しいことをしているように
見えるかもしれませんが、実際
には先輩・後輩、分け隔てなく、
楽しく、協力をしながら活動を
しています。

これからは、伝統であるゲー
ム作成のほかに、マイクロコン
ピュータを用いたものやその他
ソフトなど、コンピュータに関

するものも作成していきたいと
思います。また、それらを高専
祭で展示したり、さまざまなコ
ンテストに出品して力試しをし
たりして実績を積みあげていき
たいと考えています。

コンピュータ部

【基本情報】
部 員 数 ： 34 人
活動状況 ： 月曜日、水曜日
活動場所 ： 情報処理センター

第一演習室
部　　長 ： 森先生
顧　　問 ： 青山先生

【年間の動き】
4 月　新入生歓迎会
7 月　夏合宿
10月　プログラミングコンテスト
11月　ソフトウェアコンテスト
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平成 26 年度サイエンス同好会代表
物質工学科 4 年

中
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尾
お

　侑
ゆう
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現在、サイエンス同好会は楽
しく実験するというコンセプト
で活動しています。明るい子が
多く、明るさではどのクラブに
も負けていないと思います。私
が 1 年生の頃は、会員数が少
なくこのままではつぶれてしま
うのではないかと心配していま
した。しかし、後輩が入会して
くれたおかげで会員数が年々増
加しました。今では大人数で活
動できることに感激していま
す。

サイエンス同好会にはとても
長い歴史があり、この同好会は
1995 年 4 月からスタートしま

した。当時、物質工学科の 1
年生だった西島さんと坂下さん
が「理科クラブ」をやりたいと
着任早々の林先生に話をしたの
が発足のきっかけです。最初は
学生が 2 人しかいなかったの
ですが、月日が経つにつれてい
つの間にか 20 名を超える人数
になったそうです。創立して 3
年後には、ロボコンに出場し、
2 回戦まで進出するという記録
も残っています。

その設立から 20 年が経とう
としています。高専祭の催し物
には実験の展示をし、お客さん
に喜んでいただけています。今
年も会員数が増え、女子が多く
入ってくれたので、より一層活
気が出てきました。これからも、
楽しくクラブができるように頑
張りたいと思います。

サイエンス同好会

【基本情報】
部 員 数：19 人
活動場所：分析化学実験室（物質棟 1F）
活動状況：毎週 火・水曜日
部　　長：林先生
顧　　問：岸本先生

【年間の動き】
4 月	 新入部員の勧誘
5 月	 新歓 BBQ
6、7 月	 テーマを決めて実験
8 月	 大学見学
9、10月	 高専祭の準備（実験の考案）
11 月	 高専祭
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平成 26 年度代表
知能機械工学科 4 年

嶋
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和高専一ゆるいクラブだと自
負する写真部は意外にも歴史が
長く、いまの部長である濱田先
生が和高専に来られたころには
既にあったとのことです。しか
し、その当時（1995 年）写真
部は廃部寸前で、先生が鉄道旅
行友の会というクラブから一人
部員を借りてきて、なんとか存
続させていたようです。

そんな写真部も最近では、高
専祭で OB の方々と共同で記念
撮影プレゼント企画を開催した
り、体育大会で学生会から撮影
の仕事を受けたりするなど活動
的になってきました。現に、高

専祭の企画は毎年恒例の企画と
なりつつあります。

その上、写真部の貸し出し用
カメラ（主にペンタックス）も
増え、部員全員に貸し出せるこ
とができるようになったのもこ
うした流れを助けてくれていま
す。また、今年はやる気のある
部員が多く入部してきたことも
あって、さらに活気づいている
ように感じます。

学内のイベント撮影以外に
も、年に何度か撮影会を行い和
歌山周辺の画になるような場所
を探し、撮影しに行っています。

これからの目標としては、ど
んどんコンテスト等に応募し、
実績を残せるよう頑張っていき
たいと思います。そして、今は
日帰りで行っている撮影会も泊
まりがけで行い、充実したもの

にして、部員同士で刺激しあい
経験を積んでよい写真が撮れる
ようにしていきたいです。

写 真 部

【基本情報】
部 員 数：15 人
活動状況：月 2 の頻度で作品発表
	 年に数回、部で撮影会
	 体育大会高専祭等の撮影
	 学校の諸行事の撮影依頼

を受けての撮影
部　　長 ： 濱田先生

【年間の動き】
4 月：新入生勧誘
5 月：体育大会撮影
7 月～ 8 月：撮影旅行
10月：体育大会撮影
11月：高専祭
12月：ニコンフォトコン
月 2 回程度ミーティング兼作品発表
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平成 26 年度主将
環境都市工学科 4 年

白
しら

井
い

　大
だい

地
ち
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吹奏楽部というと文化部の王
道といったイメージが僕にはあ
ります。そして、我が校にも吹
奏楽部があります。和歌山高専
吹奏楽部の創部がいつごろなの
かは、はっきりとはわかりませ
んが、毎年 1 月に開催してい
る定期演奏会は今年度で第 26
回になることから長い伝統を
もっていることに違いはありま
せん。

定 期 演 奏 会 で は 毎 年、OB、
OG の方が参加してくださるの
で、いつもよりも壮大な演奏を
聴くことができます。吹奏楽部
は他の部と比べて卒業生との交

流が深く、土日の練習には社会
人となった卒業生が顔を出し、
指導してくれています。

毎年、部員の確保は大きな
ハードルとなっていますが、最
近は部員数も少しずつ増え、よ
り一層文化部の王道らしくなっ
てきました。

主な活動として定期演奏会の
ほかに、毎年 8 月に吹奏楽コ
ンクールに出場しています。こ
こでの成績は毎年銀賞です。一
昨年までずっと太古先生が指揮
をしていたのですが、太古先生
の退官にともなって去年は河地
先生、そして今年度は西本先生
と、僕たちの世代はいろいろな
先生の指揮を経験しています。

少し前とは練習環境も変わり
つつありますが、今後の活躍に
期待してください。

吹 奏 楽 部

【基本情報】
会 員 数：25 名
活動状況：平日 16:15 ～
　　　　　土、日は隔週で練習
主な活動場所：合宿所
部　　長：西本（真）先生
顧　　問： 青山先生、右代谷先生、
　　　　　佐久間先生

【年間の動き】
4 月　入学式 ( 国歌と校歌を演奏 )
7 月　中紀吹奏楽フェスティバル
8 月　和歌山県吹奏楽コンクール
　　　（毎年銀賞を受賞）
1 月　定期演奏会
3 月　卒業式 ( 国歌と校歌と退場の

BGM を演奏 )
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平成 26 年度学生代表
物質工学科 4 年
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創立 50 周年という記念すべ
き節目で、このような挨拶を書
かせていただき、大変光栄です。
光栄なことといえば、和歌山高
専 50 周年を記念したマスコッ
トキャラクターの公募で、見事、
我が総合美術同好会員の作品が
選ばれました。

さて、総合美術同好会はかつ
てアニメ研究会という名前でし
た。当初の活動内容は絵を描く
こと。その後、「小説を書きた
い」という先輩の要望により、
総合美術同好会に名前を改め、
小説と絵を創る同好会になりま
した。アニ研時代を含めると既

に 10 年近く続いている同好会
ということになります。

最近の活動についてですが、
昨年はノベルゲームを創りまし
た。小説部門がストーリーと本
文を担当し、絵画部門がキャラ
クターの絵を描くことで、初めて
同好会が一丸となった作品を創
ることができました。今年もこれ
に続いて、絵と文章が手を取り
合った作品を創る試みがなされ
ています。加えて、今年は知的
財産コンペティションへの参加
が決まっております。他にも何
か参加のできそうなものには積
極的に参加をしていく方針です。

最後に、今年は会員が大幅
に増え、これまで以上に活気に
満ちあふれた同好会になりまし
た。ただ賑やかなだけでなく、

「ああじゃない、こうじゃない」

と、互いに刺激し合い、よりよ
い作品作りをし、これを総合美
術同好会の伝統として行けたら
と思います。

総合美術同好会

【基本情報】
会 員 数：25 人
活動場所：4C 教室
活動状況：水曜日 17:10 ～
会　　長：後藤先生

【年間の動き】
4 月　新入会員の勧誘
6 月　新入生歓迎会
9 月　知的財産コンペティションへの

参加
11月　高専祭での作品展示及び配布
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平成 26 年度代表
電気情報工学科 4 年

前
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我がロボコン部は NHK が主
催する大会である高専ロボコン
での全国優勝を目指し、ものづ
くりの得意な学生が集まって
日々ロボットの製作に取り組ん
でいるクラブです。

他のクラブと比べ活動時間は
比較的多く、全国優勝のプレッ
シャーからか真面目で厳しい先
輩も多いので、中途半端な気持
ちで入部するのはおすすめしま
せん。本当にものづくりやロ
ボットが好きな人でないと、楽
しみながら続けるのは難しいと
思います。その代わりに、もの
づくりに自らの手で触れて学ぶ

ことができますし、工学系の本
質的な楽しさに気づくことがで
きると思います。なにより、自
分たちが半年かけて一生懸命
作ったロボットが大会でうまく
動いたときの喜びは格別です。

ロボコン部は 2006 年を皮切
りに、2013 年まで近畿地区大会
で優秀な成績を残し、8 年連続
全国大会に出場しています。そ
の記録の中に全国ベスト 8 や全
国準優勝は何度かあるのですが、
全国優勝はまだ一度もありませ
ん。毎年、今年こそは全国優勝 !
と意気込み、活動に取り組んで
います。これからも私たちは近
畿地区初、そして和歌山高専初
の全国優勝に向け、ロボット製
作に精進するつもりですので、
応援よろしくお願いします。

ロ ボ コ ン 部

【基本情報】
部 員 数：24 人
活動状況：毎日
主な活動場所：ロボコン部部室
現在の目標：高専ロボコン全国優勝
部　　長 ： 山口先生
顧　　問 ： 徳田先生、村山先生

【最近の戦績】
2013 高専ロボコン全国大会ベスト 8
2012 高専ロボコン全国大会ベスト16
2011高専ロボコン全国大会ベスト 8
2010 高専ロボコン全国大会準優勝
2009 高専ロボコン全国大会ベスト 8
2008 高専ロボコン全国大会ベスト 8
2007 高専ロボコン全国大会準優勝
2006 高専ロボコン全国大会準優勝

（8 年連続全国大会出場中）
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平成 26 年度会員代表
物質工学科 4 年
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─和の文化研究会の歴史といま─

和の文化研究会は、はじめ
“ 国際文化研究会 ” という名前
で留学生を中心として、平成
19 年 5 月から活動を開始しま
した。その後、平成 20 年 10
月に国際交流に基づいた学びの
場として和の文化研究会が発足
し、日本の伝統文化を学び、社
会で役に立つマナーを楽しく学
ぶことのできるクラブとなりま
した。

和の文化研究会は、発足して
から昨年度まで、校内ではなく
校外で活動をしていましたが、

今年度から校内に活動場所を移
しました。校内に活動を移して
から間もないため、活動内容が
定まっておらず、記載した年間
の動きや活動状況は昨年度まで
のものになっています。

昨年度までは、茶道、着付け、
マナーを外部の専門の先生に教
えていただいていました。茶道
ではお茶の作法や心を、着付け
では夏に着る浴衣から本格的な
着物までを、マナーでは立居振
舞・テーブルマナー・儀礼など
を学びました。また、これらの
資格を取得することも目標とし
て活動していて、和の文化研究
会が始まってから今まで、茶道
の御免状やビジネスマナーの資
格などを多くの会員が取得して
います。

今年度からは、校内で活動す

るにあたり、今はマナーのみを
取り上げて活動をしようと考え
ています。これからも、日本文
化を学べるクラブとして存続し
ていけるように頑張って活動を
していきたいと思っています。

和の文化研究会

【基本情報】
会 員 数：14 名
活動状況：月 3 ～ 4 回程度
活動場所：学校内の教室
会　　長：謝先生
顧　　問：森川先生

【年間の動き（昨年度）】
4 ～ 7 月	 通常活動
9 ～11月	 高専祭にむけてのお茶会の

練習
11月	 お茶会
12月～	 通常活動
1 月末	 追いコン
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−学校関連−

朝日新聞 1964 年 1月8日

1964 年 4月21日

朝日新聞 1952 年 10月26日

朝日新聞 1964 年 2月23日
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−学生関連−

紀州新聞 2010 年 11月25日

紀州新聞 2012 年 2月18日

紀州新聞 2010 年 11月27日

紀州新聞 2013 年 1月30日
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毎日新聞 2012 年 8月31日 紀州新聞 2012 年 11月8日

日高新報 2014 年 7月25日

紀州新聞 2013 年 9月1日

−学生関連−
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− 50 周年関連−

わかやま新報 2009 年 6月20日

紀州新聞 2014 年 5月3日
毎日新聞 2014 年 6月26日

日高新報 2014 年 1月1日
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紀州新聞 2011 年 6月21日
紀州新聞 2013 年 2月20日

−教育研究関連−

鎮
西

鎮
西

鎮

鎮
西

鎮
西

係

鎮
西

産経新聞 2009 年 5月21日

読売新聞 2011 年 1月22日
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「ウメンライダーW」ロボコン2010 英語プレコン2012

年度
アイデア対決ロボット

コンテスト
全国高専

プログラミング
コンテスト

全国高専デザイン
コンペティション

英語プレゼンテーションコンテスト

スピーチの部 プレゼンテーションの部

地区大会 全国大会 地区予選 全国大会 地区予選 全国大会
S63 ベスト８
H1
2 ベスト８
3 出場
4 出場
5 優勝 初戦
6 ベスト４
7
8 3 位
9 優勝 ベスト８ ２回戦
10 初戦敗退
11 ベスト４ 予選
12 優勝 ２回戦 ２回戦
13 ベスト４ １回戦 ２回戦
14 ２回戦
15 初戦 ２回戦
16 準優勝 ２回戦
17 ベスト４
18 ２回戦 準優勝
19 優勝 準優勝 優秀賞 出場
20 準優勝 ベスト８ 2 位 出場
21 優勝 ベスト８ 優秀賞（全国２位） 4 位
22 優勝 準優勝 優秀賞（総合３位） 5 位 3位特別賞
23 ベスト４ ベスト８ 5 位
24 優勝 ２回戦 特別賞 2 位 2位COCET会長賞
25 ベスト４ ベスト８ 5 位 優勝 出場

「ウメタロウ」ロボコン2006 デザコン2009

「紀州軍団」ロボコン2007
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昭和 42 年 〈卓球〉片山・空地【優勝】

昭和 45 年 〈陸上〉堀（三段跳）【3 位】 〈軟式庭球〉団体【2 位】 〈剣道〉団体【2 位】

昭和 46 年 〈剣道〉団体【3 位】

昭和 47 年 〈剣道〉小瀬【優勝】
昭和 48 年 〈卓球〉久保【2 位】、久保・上村【優勝】 〈剣道〉団体【優勝】、中本【2 位】
昭和 49 年 〈卓球〉団体【2 位】、久保【2 位】、久保・上村【優勝】
昭和 51 年 〈ソフトテニス〉横谷・三角【2 位】

昭和 52 年 〈ソフトテニス〉横谷・広本【2 位】

昭和 53 年 〈ソフトテニス〉小林・新谷【優勝】

昭和 57 年 〈弓道〉団体【優勝】

昭和 58 年 〈ソフトテニス〉岡村・佐竹【優勝】〈弓道〉団体【優勝】、小倉【優勝】

昭和 59 年 〈剣道〉団体【優勝】 〈ソフトテニス〉白水・佐竹【2 位】〈弓道〉団体【2 位】
昭和 60 年 〈陸上〉藤田博（400）【3 位】、藤田慎（800）【2 位】　 〈ソフトテニス〉大原・佐竹【優勝】、後藤・金倉【2 位】　

昭和 61 年
〈陸上〉藤田慎（1500）【2 位】、水本（5000）【3 位】、玉置（100H）【3 位】
〈ソフトテニス〉団体【優勝】、後藤・金倉【優勝】

昭和 62 年
〈陸上〉藤田慎（1500）【2 位】、水本（5000）【3 位】　 〈剣道〉団体【優勝】、前田【優勝】
〈ソフトテニス〉大原・金倉【優勝】〈ハンドボール〉【3 位】 〈弓道〉崎山【3 位】

昭和 63 年 〈硬式野球〉【2 位】 〈ソフトテニス〉仲・金倉【優勝】

平成元年 〈陸上〉藤田（800）【優勝】
平成 2 年 〈陸上〉花井（円盤投）【優勝】
平成 4 年 〈陸上〉上山（5000）【3位】 〈硬式野球〉【3位】
平成 7 年 〈水泳〉川路（100自）【2位】、山内（800自）【2位】、青松（100背）【2位】
平成 8 年 〈ソフトテニス〉団体【優勝】 〈柔道〉高垣（86kg級）【優勝】〈硬式野球〉【優勝】
平成 9 年 〈柔道〉高垣（86kg級）【優勝】〈硬式野球〉【3位】 〈水泳〉中尾（100背）【2位】、中尾（100バ）【2位】
平成 10 年 〈ソフトテニス〉谷口・林【3位】〈水泳〉中尾（200バ）【3位】

平成 11 年
〈ソフトテニス〉谷口・林【優勝】〈柔道〉玉置（90kg超級）【3位】〈硬式野球〉【2位】
〈水泳〉中尾（100自）【優勝】、中尾（800自）【2位】、上野（200背）【2位】

平成 12 年
〈ソフトテニス〉団体【3位】、片山・小島【3位】　
〈水泳〉中尾（100自）【優勝】※大会新、中尾（200自）【優勝】、上野（200背）【2位】

平成 15 年 〈硬式野球〉【3位】 〈水泳〉藤井（100自）【2位】
平成 16 年 〈水泳〉藤井（200自）【3位】、藤井（100バ）【2位】
平成 17 年 〈陸上〉久瀬（砲丸投）【優勝】〈水泳〉藤井（100バ）【3位】〈テニス〉清水【3位】、清水・伊藤【3位】

平成 18 年
〈陸上〉久瀬（砲丸投）【優勝】、久瀬（円盤投）【2位】 〈柔道〉杉本（60kg級）【2位】〈水泳〉藤井（100バ）【2位】
〈テニス〉伊藤【3位】、 伊藤・清水【3位】

平成 19 年 〈陸上〉山本（砲丸投）【3位】〈テニス〉伊藤・清水【3位】
平成 20 年 〈陸上〉山本（砲丸投）【2位】〈卓球〉塩路・塩﨑【3位】
平成 23 年 〈ソフトテニス〉男子団体【3位】

平成 24 年
〈ソフトテニス〉畑・糸川【2位】〈剣道〉山本【3位】　 〈弓道〉団体【3位】、垣内【2位】
〈柔道〉男子団体【3位】、玉井（73kg級）【3位】　

平成 25 年 〈陸上〉宮本（砲丸投）【2位】〈バレーボール〉【2位】 〈柔道〉籔田（60kg級）【2位】〈剣道〉小出【3位】
平成 26 年 〈陸上〉宮本（砲丸投）【2位】〈剣道〉団体【3位】
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昭和 42 年
〈陸上〉田浦（1500・5000）、北村（砲丸投）　 〈ソフトテニス〉角野・尾崎　

〈卓球〉空地，片山・空地 〈柔道〉宇口（中量級）　 〈剣道〉幡川

昭和 43 年 〈陸上〉北村（砲丸投，円盤投）　 〈卓球〉片山・空地　 〈剣道〉幡川

昭和 44 年 〈陸上〉堀（走幅跳）、北村（砲丸投，円盤投）　 〈柔道〉宇口（重量級）

昭和 45 年 〈陸上〉神保（800，走高跳）、堀（走幅跳，三段跳）　 〈剣道〉福井

昭和 46 年 〈柔道〉畑（重量級）　 〈剣道〉福井

昭和 47 年 〈陸上〉森（三段跳，砲丸投） 〈柔道〉川端（中量級）、池田（重量級）〈剣道〉中本

昭和 48 年 〈陸上〉森（砲丸投）　 〈卓球〉久保、久保・上村 〈柔道〉深井（重量級）

昭和 49 年 〈陸上〉森（砲丸投）、神保（円盤投） 〈卓球〉久保、久保・上村 〈柔道〉深井（重量級）

昭和 50 年 〈陸上〉神保（砲丸投） 〈剣道〉光山

昭和 51 年
〈陸上〉堀（走高跳）　　　 〈ソフトテニス〉横谷・三角 〈卓球〉上村

〈柔道〉井上（軽量級）、深井（重量級）

昭和 52 年 〈陸上〉堀（走高跳）　　 〈ソフトテニス〉小林・下平 〈卓球〉喜多

昭和 53 年 〈ソフトテニス〉小林・新谷 〈卓球〉名手・浅間

昭和 54 年 〈陸上〉野田（1500）、田辺（5000） 〈ソフトテニス〉原・有本 〈卓球〉山口、喜多・山口

昭和 55 年 〈陸上〉野田（800）、上田（円盤投） 〈バドミントン〉吉村 〈水泳〉中松（100 平）

昭和 56 年 〈陸上〉北山（円盤投）

昭和 57 年 〈陸上〉北山（円盤投）

昭和 58 年 〈陸上〉塩崎（砲丸投，円盤投）、中村（やり投）　 〈剣道〉原田

昭和 59 年
〈陸上〉藤田（200）、甲斐（400）、玉置（100H）、江川（円盤投） 〈剣道〉前田

〈水泳〉鎮西（100 自・200 自）

昭和 60 年
〈陸上〉西川（100）、藤田（400）、玉置（100H）、福田（走幅跳）、江川（やり投）、4×100リレー〈ソフトテニス〉大原・佐竹

〈柔道〉桑原（軽量級） 〈弓道〉小倉

昭和 61 年
〈陸上〉藤田（1500）、水本（5000）、玉置（100H）、福田（走幅跳）、中野（やり投）、4×100リレー、4×400リレー

〈剣道〉小谷 〈弓道〉尾﨑

昭和 62 年
〈陸上〉藤田（800・1500）、福田（走幅跳）、江川（円盤投）　 〈ソフトテニス〉大原・金倉

〈剣道〉前田 〈水泳〉田中（100 背，200 背） 〈弓道〉﨑山

昭和 63 年
〈陸上〉藤田（800・1500）、花井（走幅跳）、4×400リレー　 〈ソフトテニス〉仲・金倉

〈剣道〉狐坂
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平成元年
〈陸上〉藤田（800・1500）、上山（5000）、4×400リレー 〈剣道〉中坊

〈水泳〉毛利（200 平） 〈弓道〉中野

平成 2 年 〈陸上〉上山（5000）、花井（砲丸投、円盤投）

平成 3 年 〈陸上〉上山（5000）、稲垣（円盤投）

平成 4 年 〈陸上〉上山（5000） 〈ソフトテニス〉南・井村

平成 5 年 〈陸上〉中本（400）、上山（5000） 〈少林寺拳法〉正殿・藤田

平成 6 年
〈少林寺拳法〉永野・西尾（有段）、宮本・市田（段外） 〈水泳〉山内（800 自）

〈陸上〉中本（400）、小川（砲丸投） 〈柔道〉高垣（軽重量級）

平成 7 年

〈少林寺拳法〉松山・川口（有段）、市田・宮本（段外） 〈卓球〉西岡・吉本、吉本

〈陸上〉中本（400）、山﨑（110H）、小川（砲丸投）　 〈柔道〉高垣（86kg 級）

〈水泳〉川路（50 自）、川路（100 自）、植山（100 自）、青松（50 背）、青松（100 背）

平成 8 年

〈少林寺拳法〉松山・川口（有段）、金野・吉村（段外）　 〈卓球〉西岡・吉本

〈陸上〉中村（400）、山﨑（110H）、西（走髙跳）、西（走幅跳）、小籏（円盤投）、青木（槍投）、 森下（砲丸投）　

〈柔道〉高垣（86kg 級）、川端（86kg 超級）〈剣道〉岡 〈水泳〉山内（200 自）、植山（100 自）

平成 9 年

〈少林寺拳法〉船渡・栗山（組演武段外）、松山・永野・西尾（組演武有段）、西尾（単独演武有段）、松山・友藤（乱捕り）

〈陸上〉江川（三段跳）、青木（槍投）、江戸（800）、小川（砲丸投） 〈テニス〉石田・石本

〈卓球〉吉本　 〈柔道〉高垣（86kg 級）、玉置（86kg 超級）〈剣道〉前馬

〈水泳〉中尾（100 背）、中尾（100 バ）、植山（100 自）　

平成 10 年

〈陸上〉宮本（200）、伊丹（800）、真田（1500）、南（砲丸投）　 〈ソフトテニス〉谷口・林

〈水泳〉中尾（100 バ）、中尾（200 バ）、中尾（50 自） 〈テニス〉滝元

〈少林寺拳法〉久野・中野（組演武有段）、友藤（単独演武有段）、友藤（乱捕り）

平成 11 年
〈陸上〉宮本（200）、真田（1500）、片岡（槍投）、森下（100） 〈ソフトテニス〉谷口・林

〈水泳〉中尾（100 自）、中尾（800 自）、上野（100 背）、中尾（50 自）

平成 12 年
〈陸上〉渡口（走高跳）、山根（槍投）、湯川（砲丸投） 〈ソフトテニス〉片山・小島

〈水泳〉中尾（200 自）、上野（200 背）〈少林寺拳法〉木下・一田（組演武段外）、栗山（単独演武有段）、栗山（乱捕り）

平成 13 年 〈陸上〉山根（槍投）、湯川（砲丸投） 〈空手道〉森川（組手）

平成 14 年 〈空手〉高橋（型個人） 〈少林寺拳法〉納（組演武段外）、三枝・平岡（組演武有段）、平岡（単独演武有段）

平成 15 年 〈陸上〉原 (1500)、山下 ( 槍投） 〈水泳〉藤井（100 自）、藤井（100 バ）〈空手道〉高橋（型）

平成 16 年
〈テニス〉伊藤 〈バドミントン〉越野・田中 〈水泳〉藤井（200 自）、藤井（100 バ）

〈空手〉高橋（形）、赤岩（組手）

平成 17 年

〈陸上〉田中（5000）、角村（走幅跳）、久瀬（砲丸投）、天倉（800） 〈水泳〉藤井（200 自）、藤井（100 バ）

〈テニス〉伊藤、 清水・伊藤 〈卓球〉島本・坂本 〈空手道〉高橋（男女混合形）

〈弓道〉西本（射技優秀賞）

平成 18 年
〈陸上〉田和（200）、久瀬（砲丸投）、久瀬（円盤投）、原田（800）、森口（砲丸投）

〈柔道〉杉本（60kg 級） 〈テニス〉伊藤、 伊藤・清水 〈水泳〉藤井（100 バ）

平成 19 年 〈陸上〉山本（砲丸投） 〈卓球〉平山、塩路・平山 〈テニス〉伊藤、伊藤・清水

平成 20 年 〈陸上〉山本（砲丸投） 〈卓球〉小谷、塩路・塩﨑

平成 21 年 〈陸上〉山本（砲丸投）　 〈卓球〉塩﨑、平山・小谷 〈テニス〉杉原

平成 22 年
〈卓球〉平山、塩路・平山 〈柔道〉寺嶋（60kg 級） 〈テニス〉関・花田、松本、 松本・窪田

〈水泳〉魚海（50 バ）

平成 23 年
〈陸上〉宮本（砲丸投）　 〈ソフトテニス〉白樫・野村 〈卓球〉平山、平山・小谷

〈テニス〉松本、谷川・井上

平成 24 年
〈陸上〉宮本（砲丸投） 〈ソフトテニス〉畑・糸川 〈卓球〉殿水、小谷、小谷・前田

〈剣道〉山田 〈テニス〉久保田・谷川

平成 25 年
〈陸上〉山澤（円盤投）、宮本（砲丸投）〈剣道〉小出 〈バドミントン〉柏木・坂本

〈テニス〉井上、 谷川・井上

平成 26 年
〈陸上〉宮本（砲丸投） 〈剣道〉石徹白 〈弓道〉山本（個人）

〈バドミントン〉柏木・坂本、柏木
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昭和 42 年
〈陸上〉3 位 〈バレーボール〉2 位 〈バスケットボール〉優勝 〈ソフトテニス〉優勝 〈柔道〉優勝

〈剣道〉優勝

昭和 43 年
〈バレーボール〉優勝 〈バスケットボール〉2 位 〈ソフトテニス〉2 位 〈柔道〉優勝 〈剣道〉優勝

〈サッカー〉2 位 〈硬式野球〉3 位 〈ラグビー〉3 位

昭和 44 年
〈バレーボール〉3 位 〈バスケットボール〉3 位 〈ソフトテニス〉3 位 〈卓球〉2 位 〈柔道〉優勝

〈剣道〉2 位 〈ハンドボール〉3 位

昭和 45 年
〈バレーボール〉3 位 〈バスケットボール〉優勝 〈ソフトテニス〉優勝 〈卓球〉優勝 〈柔道〉優勝

〈剣道〉優勝 〈ハンドボール〉2 位 〈ラグビー〉3 位

昭和 46 年
〈バスケットボール〉3 位 〈卓球〉2 位 〈柔道〉優勝 〈剣道〉優勝 〈サッカー〉2 位

〈ハンドボール〉優勝 〈硬式野球〉3 位 〈ラグビー〉3 位

昭和 47 年
〈陸上〉2 位 〈バレーボール〉2 位 〈バスケットボール〉優勝 〈卓球〉2 位 〈柔道〉2 位

〈剣道〉優勝 〈硬式野球〉2 位

昭和 48 年 〈陸上〉3 位 〈バスケットボール〉優勝 〈卓球〉優勝 〈柔道〉優勝 〈剣道〉優勝

昭和 49 年
〈陸上〉3 位 〈バレーボール〉3 位 〈バスケットボール〉3 位 〈卓球〉優勝 〈柔道〉優勝

〈剣道〉2 位 〈硬式野球〉2 位 〈ラグビー〉3 位

昭和 50 年
〈陸上〉3 位 〈ソフトテニス〉3 位 〈卓球〉優勝 〈柔道〉優勝 〈剣道〉3 位

〈ハンドボール〉2 位 〈硬式野球〉2 位 〈ラグビー〉優勝

昭和 51 年
〈陸上〉3 位 〈バレーボール〉3 位 〈ソフトテニス〉優勝 〈卓球〉2 位 〈柔道〉優勝

〈剣道〉3 位 〈ラグビー〉3 位

昭和 52 年
〈バレーボール〉3 位 〈ソフトテニス〉2 位 〈卓球〉優勝 〈柔道〉3 位 〈ハンドボール〉2 位

〈硬式野球〉3 位

昭和 53 年
〈バスケットボール〉2 位 〈ソフトテニス〉優勝 〈卓球〉2 位 〈柔道〉3 位 〈剣道〉優勝

〈ハンドボール〉3 位 〈硬式野球〉2 位 〈バドミントン〉3 位

昭和 54 年
〈陸上〉3 位 〈バスケットボール〉2 位 〈ソフトテニス〉優勝 〈卓球〉優勝 〈柔道〉優勝

〈剣道〉優勝 〈ハンドボール〉優勝 〈硬式野球〉3 位 〈バドミントン〉2 位

昭和 55 年 〈卓球〉3 位 〈剣道〉2 位 〈バドミントン〉3 位

昭和 56 年 〈陸上〉3 位 〈卓球〉2 位

昭和 57 年 〈陸上〉3 位 〈硬式野球〉3 位 〈バドミントン〉2 位

昭和 58 年
〈陸上〉2 位 〈ソフトテニス〉2 位 〈剣道〉優勝 〈サッカー〉3 位 〈ハンドボール〉3 位

〈硬式テニス〉2 位

昭和 59 年 〈陸上〉2 位 〈ソフトテニス〉2 位

昭和 60 年
〈陸上〉優勝 〈ソフトテニス〉優勝 〈剣道〉2 位 〈サッカー〉3 位 〈硬式野球〉優勝

〈硬式テニス〉3 位 〈弓道〉優勝

昭和 61 年
〈陸上〉優勝 〈ソフトテニス〉優勝 〈剣道〉優勝 〈サッカー〉3 位 〈硬式野球〉2 位

〈バドミントン〉3 位 〈弓道〉2 位

昭和 62 年
〈陸上〉優勝 〈ソフトテニス〉優勝 〈卓球〉3 位 〈柔道〉3 位 〈剣道〉優勝

〈ハンドボール〉2 位 〈硬式野球〉3 位 〈弓道〉優勝

昭和 63 年
〈陸上〉2 位 〈バスケットボール〉3 位 〈ソフトテニス〉3 位 〈剣道〉優勝 〈ハンドボール〉優勝

〈硬式野球〉優勝 〈弓道〉2 位
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平成元年
〈陸上〉3 位 〈柔道〉3 位 〈剣道〉優勝 〈ハンドボール〉3 位 〈硬式野球〉3 位

〈弓道〉優勝

平成 2 年
〈陸上〉3 位 〈ソフトテニス〉2 位 〈卓球〉2 位 〈剣道〉2 位 〈ハンドボール〉3 位

〈硬式野球〉優勝

平成 3 年 〈陸上〉3 位 〈剣道〉3 位 〈硬式野球〉優勝 〈空手道〉2 位

平成 4 年 〈バスケットボール〉3 位 〈卓球〉2 位 〈硬式野球〉優勝 〈バドミントン〉3 位 〈テニス〉3 位

平成 5 年 〈柔道〉3 位 〈剣道〉3 位 〈硬式野球〉3 位 〈バドミントン〉3 位 〈テニス〉3 位

平成 6 年
〈少林寺拳法〉最優秀賞〈卓球〉3 位 〈水泳〉3 位 〈ソフトテニス〉3 位 〈柔道〉2 位

〈剣道〉優勝 〈バドミントン〉2 位

平成 7 年
〈少林寺拳法〉最優秀賞〈ソフトテニス〉2 位 〈柔道〉2 位 〈剣道〉2 位 〈バドミントン〉3 位

〈水泳〉3 位

平成 8 年
〈少林寺拳法〉最優秀賞〈陸上〉2 位 〈ソフトテニス〉2 位 〈柔道〉2 位 〈剣道〉3 位

〈硬式野球〉優勝 〈ハンドボール〉3 位

平成 9 年

〈少林寺拳法〉最優秀賞〈空手道〉2 位 〈陸上〉3 位 〈バレーボール〉3 位 〈ソフトテニス〉2 位

〈卓球〉3 位 〈柔道〉2 位 〈剣道〉3 位 〈硬式野球〉優勝 〈ハンドボール〉2 位

〈バドミントン〉2 位

平成 10 年
〈陸上〉優勝 〈バレーボール〉3 位 〈ソフトテニス〉2 位 〈卓球〉3 位 〈柔道〉3 位

〈剣道〉2 位 〈硬式野球〉優勝 〈ハンドボール〉2 位 〈少林寺拳法〉優秀賞

平成 11 年
〈陸上〉優勝 〈ソフトテニス〉2 位 〈剣道〉優勝 〈硬式野球〉優勝 〈ハンドボール〉優勝

〈バドミントン〉2 位 〈テニス〉3 位 〈弓道〉3 位 〈少林寺拳法〉優良賞 〈ラグビー〉3 位

平成 12 年
〈陸上〉3 位 〈バスケットボール〉2 位 〈ソフトテニス〉優勝 〈卓球〉3 位 〈剣道〉2 位

〈ハンドボール〉3 位 〈水泳〉3 位 〈空手道〉2 位 〈少林寺拳法〉最優秀校

平成 13 年 〈バスケットボール〉優勝 〈硬式野球〉優勝 〈バドミントン〉2 位 〈空手道〉2 位（組手） 〈少林寺拳法〉2 位

平成 14 年
〈バスケットボール〉2 位 〈剣道〉3 位 〈硬式野球〉優勝 〈テニス〉3 位 〈空手道〉優勝

〈少林寺拳法〉優秀賞

平成 15 年 〈バスケットボール〉2 位 〈卓球〉3 位 〈柔道〉3 位 〈硬式野球〉優勝 〈空手道〉2 位

平成 16 年
〈ラグビー〉3 位 〈柔道〉3 位 〈剣道〉優勝 〈卓球〉3 位 〈サッカー〉3 位

〈硬式野球〉優勝 〈空手道〉2 位

平成 17 年 〈空手道〉2 位

平成 18 年 〈ハンドボール〉3 位 〈剣道〉優勝

平成 20 年 〈卓球〉2 位

平成 23 年 〈ソフトテニス〉2 位 〈剣道〉優勝

平成 24 年
〈バレーボール〉優勝 〈ソフトテニス〉優勝 〈卓球〉優勝 〈剣道〉優勝 〈柔道〉2 位

〈弓道〉3 位

平成 25 年 〈バレーボール〉優勝 〈剣道〉優勝

平成 26 年 〈バレーボール〉優勝 〈剣道〉優勝 〈硬式野球〉優勝
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来場頂けるものと期待している。
私事であるが、昭和 39 年 4 月設立の機械工学

科、電気工学科、工業化学科の 3 学科に遅れるこ
と 5 年、昭和 44 年に増設された土木工学科の 1
期生として昭和 49 年 3 月に卒業し、翌月の 4 月 1
日に新任教官として土木工学科助手に採用されたこ
とから、同年 10 月の創立 10 周年記念式典にも新
任教官として立ち会うことができたとともに、土木
工学科 1 期生として「創立 10 年に寄せて」に他
科の 1 期生の方々とともに寄稿させて頂いた。当
然のことながら 25 周年記念事業にも、またこの
50 周年記念事業には幹事長として参画させて頂い
ている。十周年、二十五周年そして五十周年と 3
つ全ての記念事業に携われることは無上の喜びで
あり、これが最後のご奉公と全身全霊を捧げて取り
組ませて頂いている。

以下に、50 周年記念事業の概要を記して、本
事業の趣旨にご賛同頂いた皆様方に経過をご報告
するとともに、さらなる 50 年に向けた足がかりとな
ることを期待したい。

平成 22 年 4 月から 50 周年準備委員が配置さ
れたが、本格的に準備活動が開始されたのは平成
24 年に入ってからである。兎に角、皆様のご理解
とご協力があって初めてこの事業を成功に導けるも
のと考え、後援会や同窓会にご支援をお願いした。
後援会や同窓会からも準備委員会の早期設置要請
があり、平成 24 年 10 月 30 日（火）東京で開催
された高専制度創設 50 周年記念式典出席を契機
に話がまとまり、平成 24 年 11 月 10 日（土）第
1 回準備委員会を開催する運びとなった。

50 周年記念事業は学校、後援会、同窓会、学
生の 4 者が一致団結して行うことにこそ意義がある
ことから、少々大所帯ではあるが、後援会 8 名（各
支部 1 名）、同窓会 8 名（各学科卒 2 名）、学校
側 8 名、学生委員 2 名の合計 26 名で準備委員会
をスタートした。また、12 月 22 日（土）第 2 回
準備委員会で実行委員会の設立（格上げ）が決ま
り、平成 25 年 2 月 9 日（土）に第 1 回実行委員
会を開催し、実施に向けた本格的な議論がスター

和歌山工業高等専門学校は、他の 11 高専とと
もに昭和 39 年（1964 年）4 月 1 日に 3 期校とし
て設立され、4 月 20 日開校式と第 1 回入学式が
仮校舎で挙行された。ちなみに、同年 10 月 10 日
には第 18 回夏季オリンピックが東京で開幕した。
成長著しい日本の象徴でもあった。そして、10 年
後の昭和 49 年 10 月 24 日に創立 10 周年記念式
典ならびに記念講演会が本校体育館において開催
された。記念講演会講師には、京都大学名誉教授
北村四郎先生をお迎えした。なお、草創期の詳細
については、総ページ数 59 ページの創立十周年
記念誌にまとめられている。

それから 15 年の時を経て、平成元年 11 月 1
日創立 25 周年記念式典ならびに記念講演会が御
坊市民文化会館で挙行された。ノーベル化学賞を
受賞された福井謙一先生を講師にお迎えし、格調
高いご講演を拝聴することができたことはまさに記
念すべき四半世紀の節目となった。四半世紀のま
とめは、本編 167 ページ、資料集を含めて 303 ペー
ジの二十五周年史として刊行された。

さらに時を経ること 25 年、今般、創立 50 周年
記念事業を執り行うこととなり、堀江振一郎第九代
校長を実行委員長として準備を進め、平成 26 年
11 月 29 日創立 50 周年記念式典ならびに記念講
演会を和歌山県民文化会館で挙行する運びとなっ
た。なお、記念式典の後、隣接するホテルアバロー
ム紀の国で記念祝賀会を開催するとともに、出席
者には、完成したこの五十周年記念誌などをお持
ち帰り頂く計画である。

記念講演会講師として、女子体操界で大活躍さ
れるとともに、2020 年に開催される東京オリンピッ
ク招致でも重責を果たされた田中理恵氏および元
ホンダ F1 チーム総監督桜井淑敏氏のお二人をお
招きしている。また、記念講演は、現役学生はもと
より卒業生、保護者ならびに一般市民にも聴講して
頂けるようご案内しており、当日は多くの方々にご
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募金係の各ＷＧを設けて、記念事業の成功に向け
て、具体的に検討を始めて頂くこととした。

これまで 9 回に及ぶ実行委員会を開催した。
テクノセンター外壁に「紀らめく和高専－ 50 年

の経験を明日への希望に－」の垂れ幕を設置した
のを皮切りに、イメージキャラクターの募集、モニュ
メント企画募集、クラス企画募集等を行っている。
キャラクターについては、学生から提案のあった「未
来ちゃん（環境都市工学科５年　谷口羽留香さん）」
と「猫ロボ（物質工学科３年　八木健人君）」が
採択され、広報活動に既に活用されている。

平成 26 年 4 月には、記念事業をフットワークよ
く進めていくために、行動力のある若い先生方に各
学科から 1 名ずつ参画して貰って、推進班を設立
した。これは、記念石碑およびモニュメントの企画
は、実行委員会マターとし、それ以外の企画は推
進班を中心に学校側で進めることをご了解頂いた
実行委員会の英断の賜である。

5 月 1 日、雲１つなく晴れ渡った青空の下、「本
日植えるオガタマノキは、平成 23 年に田辺市で全
国植樹祭が催された折り、天皇陛下が種をお手撒
きになったものが、3 年経って苗に育ったものであ
る。樹齢 500 年、1000 年の古木があるというオ
ガタマノキにあやかり、50 年が 100 年に、そして、
２世紀目に私たちの和歌山高専も伸び続けるシン
ボルとして、大切にしたいと思う。大きく木が成長
することで、平成 26 年にあった 50 周年記念事業
を皆が思い出し、いつも防災避難の目印としてそ
びえ立ち、ユネスコ世界遺産に向かって学校前を
歩く人たちからも、美しい白い花を愛でてもらえる
よう祈念する。」との堀江校長の挨拶に続いて、鍬

トした。堀江校長を実行委員長に、私も幹事長の
大役を頂くこととなった。以後、回を重ね、第 3 回
実行委員会で「紀らめく和高専− 50 年の経験を
明日への希望に−」のキャッチフレーズが決定した。
これは 1 つの大きなハードルであった。第 2 回委
員会までにはアンケート調査を基に各委員がアイデ
アを出し、それをベースに議論したものの、委員
の心を掴むキャッチフレーズが出ず難しさを痛感す
ることとなった。これまでの 50 年を礎・糧に新た
な 50 年に向かう決意・思いをフレーズにするとい
う方向性は決まったものの、語句を決めきれず回
を重ねることとなった。

委員から、「きらめく」という言葉が出て、皆そ
の言葉に惹かれ賛同するとともに「き」に「紀」と
いう漢字を充てる意見が続き、「紀らめく和高専」
が決定した。副題として、「− 50 年の経験を明日
への希望に−」も決まり、50 周年記念事業のキャッ
チフレーズの誕生となった。

なお、本校創設当初には、学生および教員全員
が円形の名札を胸に付けていたが、機械工学科、
電気工学科、工業化学科、土木工学科の学科それ
ぞれのイメージカラーがあったこと、また地域に根
ざした本校をアピールするためにも地域環境を代
表するカラーを取り入れ、まさに「煌めく」和歌山
高専をイメージした配色とした。

幹事長としての大きな役目の１つは寄付金集め
であるが、各学科から重鎮の先生方に募金係に参
画して頂いたこと、後援会、同窓会、企業等など
多くの団体、個人の方々に広く賛同を得ることがで
き、既に目標額を達成することができている。こ
れも本校がこれまで地道に続けてきた卒業生支援、
地域連携のお陰であり、今後とも積極的に展開して
いく大切さを痛感している。

第２回実行委員会では、記念式典係、記念講演
会係、祝賀会係、記録報道係、記念誌係（動画班）、

未来ちゃんと猫ロボ
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であるが、50 周年記念事業の概要を記すべく、十
周年記念誌ならびに二十五周年記念誌のページを
繰りながら、懐かしさと、お世話になった先生方の
ことを思い出し、今はお会いできない悲しさに何と
も言えない寂しさを感じている。一方で、両記念誌
はそれぞれによくまとめられており、本校が歩んで
きた足跡をたどるための貴重な資料ともなっている
ことに改めて記念誌の重要性を感じている。

物質工学科楠部真崇准教授には急遽、記念誌編
纂委員長の大役を引き受けて貰う結果となったが、
編纂委員各位の協力を得て能くその重責を全うして
頂いたこと大変有り難く感謝するとともに、本校の
将来を担ってくれる新たな人財がまた１人育ったと
喜んでいる。若い方々に重要な仕事を任せること
の意義を痛感することとなったのは嬉しく、50 周
年記念事業を通しての収穫の１つといえる。今後と
も機会あるごとに若い教員を積極的に登用されるこ
とを期待したい。

御坊市内には、日高および紀央館の 2 つの高等
学校があるが、日高高校の創立 100 周年と本校
の 50 周年が同じ年に重なることから、両校が連携
した「御坊 150 年プロジェクト」として、教育的、
文化的価値の創生と向上を目指すことを堀江本校
校長、上田日高高校校長が合意し、本校学生、日
高高校生徒および担当教員間レベルで実施に向け
た取り組みを進め、第一弾として 9 月 6 日（土）に

「御坊 150 年プロジェクト – 日高＆和高専記念祭
–」を本校で開催した。

記念式典の写真、本記念誌や動画などの本記念
事業の概要を HP に掲載するとともに、各種イベン
トの実施についても随時 HP に掲載するので、今
後も本校 HP をご覧頂ければ幸いである。

末筆ながら、創立 50 周年記念事業を執り行うに
あたり、ご協力・ご支援を賜りました後援会、同窓
会ならびに教職員の皆様および関係各位に深甚な
る感謝の意を表します。

今後は和歌山高専をさらに発展させるべく、教職
員一同力を合わせてより一層の努力を重ねていくこ
とをお誓い申し上げます。

入れを行った。ちなみに、学内では既に「オガタ
マの丘」の呼称を使って、避難訓練時の呼びかけ
等を行っている。

6 月 16 日（月）には、梅雨の時期にもかかわら
ず好天に恵まれ、多くの学生、教職員の参列を得て、
記念石碑の除幕式を盛大に挙行した。石碑に刻す
文言は、学生および教職員へのアンケート結果を
実行委員会で審議し、山側面は校歌から「学び修
めむ　真理究めむ　技術磨かむ」とし、海側面に
は、キャッチフレーズの副題「50 年の経験を明日
への希望に」とすることを決定した。なお、揮毫は
地元出身の書家弓場和彦氏（山側）ならびに実行
委員会委員であり、書家である田中典子氏（海側）
にお願いすることとした。9 日 2 日にこれらの行事
を解説する銘板を設置した。

記念誌については、「読み物としての五十周年記
念誌」を目指して記念誌編纂が行われているところ

除幕式（H.26.6.16）

植樹祭（H.26.5.1）
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国立高等専門学校機構和歌山工業高等専門学校
創立 50 周年記念誌編纂委員長

楠部　真崇

和歌山県を代表する偉人といえば、華岡青洲
（1760-1835 年 : 全身麻酔薬「通仙散」を発明）、
濱口梧陵（1820-1885 年 :「稲むらの火」廣村堤
防を建設）、山葉寅楠（1851-1916 年 : ヤマハ株式
会社創業者）、そして松下幸之助（1894-1989 年 :
パナソニック創業者）らの名前を思い起こす。この
偉大な先人達は「ものづくり」に携わり、医学界や
産業界に大胆な発想と緻密な配慮によって生まれる
新しい風を吹かせた。特筆すべきは、彼らが単に「も
のづくり」に貢献したのみならず、若人に教育の機
会を設けた点である。華岡青洲の「春林軒」、濱口
梧陵の「耐久舎」、山葉寅楠の「日本音楽教育の礎」、

松下幸之助の「松下政経塾」がそれにあたる。「物
をつくる前に人をつくる」とは、あまりにも有名な
松下幸之助の名言であるが、本誌編集を通じて、我々
はまさにこの教育理念を展開すべきであることに気
づかされる。

和歌山高専 50 年の歴史を振り返る中、多くの卒
業生の活躍に触れ、誇りを感じる瞬間が幾度もあっ
た。同時に、今後の更なる飛躍への重責も実感する
こととなった。本誌の編集にあたり、多くの卒業生
や教職員、ならびに本記念誌編集担当者にご尽力い
ただいたことに敬意と感謝を表しつつ、次の 50 年
に向けて、ともに前へと歩みを進めたい。
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